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令和６年度 令和７年度 令和８年度

NO 決算額 決算額 予算額

1

会計名：一般

款項目：2-1-1

事業名：総務事務に要する経費

総務課

市の保有する情報の開示請求等の情

報公開・個人情報保護に関する事

務、行政不服審査法に基づく審査請

求に関する事務、電話交換や総合案

内受付に関する事務、平和行政に関

する事務、カスタマーハラスメント

を含む不当要求行為への対応に関す

る事務等を行うとともに、各種分担

金の支出などを行う。

情報公開制度及び個人情報保護制度

並びに行政不服審査法に係る制度の

運用を適正に行うため、これらの制

度の趣旨、内容等を職員に周知して

いく必要がある。

増加傾向にあるカスタマーハラスメ

ントによる職員の就業環境への影響

を最小限にするための環境を整備す

る必要がある。

18,996 19,852 21,936 2精査・検証

事業は継続するが、情報公開制度及

び個人情報保護制度並びに行政不服

審査法に対する職員醸成等の制度運

用の精度を向上するための手法等の

精査検証や、カスタマーハラスメン

ト対応マニュアルの実効性確保のた

めの具体的な手法等の精査検証が必

要なため。

情報公開制度及び個人情報保護制度

並びに行政不服審査法の考え方につ

いて、引き続き研修等の実施や個別

の相談を通じた周知・サポートを徹

底する。

カスタマーハラスメントへの対応に

ついて、対応マニュアルの周知や個

別の相談を通じたサポートを行うと

ともに、効果的な対応手法の導入を

検討する。

2

会計名：一般

款項目：2-1-1

事業名：訴訟関係事務に要する経費

総務課

法律相談について、顧問弁護士に法

的な観点からの助言を受け、適正な

市政運営を行うとともに、訴訟が提

起された場合は、市の主張を法廷で

行う。

出来る限り訴訟への移行とならない

よう、より正確かつ丁寧な事務を執

り行えるよう助言等のサポート体制

が求められる。

882 958 887 2精査・検証

相談内容のポイントを整理し、適切

な時期に法律相談ができるように検

証する必要があるため。法律相談の

効果的な活用を検証するため。

訴訟事務への理解を深め、問題の解

決に向けた迅速な対応を行う。法律

相談は、意思決定の判断材料である

ことの意識付けを行う。

3

会計名：一般

款項目：2-1-2

事業名：人事管理に要する経費

総務課 ○

所属に対する人事ヒアリング、自己

申告制度、競争試験を実施し、最適

な人材配置、優秀な人材確保を行

う。また、人事評価制度や組織等運

営委員会等の実施により、業務改

善、職員のやる気向上や組織の適正

化を図る。

採用試験による人材確保、人事異動

によるキャリア形成、人事評価によ

る職員の処遇及び育成、多様な人材

が活躍できる職場環境の形成によ

り、職場の活性化や活躍を推進する

とともに、誰もが働きやすくなるよ

う、ワークライフバランスの向上が

必要となる。

17,108 23,602 33,143 2精査・検証

職員の持つ能力やスキルを十分に発

揮できるよう人事管理を行うととも

に、育児休業、子育て休暇や介護休

暇等を取得しやすい環境を整備し、

働きやすい職場環境を整備するた

め。

優秀な人材確保のため、引き続き独

自日程で採用試験を実施するととも

に、受験者が受験しやすい環境整備

の一環として、一部職種については

公務員試験対策不要のSCOAを活用す

る。

知識、経験のある元職員を即戦力と

して採用する復職制度を実施する。

令和8年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（簡易評価表）

令和８年度に取組む改革・改善内容事業名 担当課室

優先度

高い事

務事業

うち多

額の経

費対象

事務事業の概要 環境分析（課題含む） 総合評価 総合評価の理由
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4

会計名：一般

款項目：2-1-2

事業名：職員研修に要する経費

総務課 ○

研修計画に基づき、階層別に組織が

必要としている能力を習得する階層

別研修、主体的に自己を高める職員

を支援する実務研修および自主研

修、高度で専門的な知識を体系的、

集中的に習得する派遣研修を実施す

る。

職員のさらなる能力開発のため、効

果の高い研修や、専門職の能力開発

に資する研修が求められている。ま

た、より効果的な研修を実施するた

めにも、研修実施から一定期間後に

効果検証を行う必要がある。

3,662 2,595 4,827 2精査・検証

効果の高い研修や、専門職の能力開

発に資するため動画研修視聴システ

ムによる動画研修等を積極的に取り

入れていく。

外部講師を活用し、効果の高い研修

を実施する。

研修実施から一定期間後に効果検証

を行う。

研修動画視聴システムを活用し、研

修を実施する。

令和７年度に新たに作成しているデ

ジタル人材に係る研修計画に基づい

て、研修を実施する。

5

会計名：一般

款項目：2-1-2

事業名：福利厚生に要する経費

総務課

職員の福祉の増進および公務の能率

的運営を目的として地方公務員法第

４２条に基づき、職員の保健、元気

回復その他厚生に関する各種事業を

実施し、心身の健康の維持増進等を

図る。

職員の健康相談・ストレスチェッ

ク・定期健診・人間ドックの受診促

進により、引き続き福利厚生を図る

必要がある。

10,377 9,020 11,168 2精査・検証
健康管理に関する事項は継続性を

もって事業を進める必要がある。

引き続き職員の健康相談・ストレス

チェック・定期健診・人間ドックの

受診をより促進することで心身の健

康保持増進を図る。

6

会計名：一般

款項目：2-1-2

事業名：給与管理に要する経費

総務課

職員の給与・手当・共済費の計算・

支出・管理・調査・適正化に関する

事務を行う。

人事院勧告・千葉県人事委員会勧告

に基づき、財政状況・近隣市の状況

を勘案した給与の適正化を図る必要

がある。

1,981 2,411 2,181 2精査・検証

システム利用で給与等の事務処理は

迅速に行えており、今後も事務効率

の向上及び人件費の適正化を図る必

要があるため。

人事院勧告・千葉県人事委員会勧告

に基づき、財政状況・近隣市の状況

を勘案した給与の適正化を行う。
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7

会計名：一般

款項目：2-1-4

事業名：文書管理に要する経費

総務課

適正な文書管理を行う。また、複写

機及び印刷機の適正な使用につき指

導し、事務の効率化や経費削減を行

う。

各種用紙代や郵便料金値上げによ

り、印刷や通信運搬に係るコストが

増加しているため、複写機及び印刷

機の使用状況等を把握しつつ、用途

に合わせた適切な機器の使用等を行

うことや、ペーパーレス化を促進す

ることで、印刷等のコストの節減を

図る必要がある。

84,176 94,495 90,364 1拡大・拡充

従来の事業は継続するが、電子決裁

の導入等の事務のデジタル化を見据

えた文書のペーパーレス化の手法

や、国及び他自治体の動向を踏まえ

た適正な文書管理のあり方につき精

査検証必要がある。

本庁舎及び総合福祉保健センターの

複合機のリース期間が令和9年4月末

まであり、次回契約時における効果

的な設置場所や機種の選定を行う必

要があるため。

各種用紙やインク代、郵便料金の値

上げによる印刷や通信運搬に係るコ

ストの増加を見据えた事務効率化の

手段の検討

電子決裁の導入に備えた文書管理

ルールの検討及び導入後の使用状況

を踏まえた見直し

各フロアの複合機の使用状況を踏ま

えた設置場所や後継機種の選定

8

会計名：一般

款項目：2-1-11

事業名：防災対策に要する経費

総務課

災害から市民の生命、身体、財産を

守るため、災害発生時に時間外勤務

に従事し、避難所の開設や道路封

鎖、土のうの運搬等を行う。

市の通常業務を行いながら災害への

対応が必要となることから、参集体

制や参集時刻、職員の交代等、人員

の効果的な運用が必要である。

1,170 1,137 0 2精査・検証

発生時期、頻度を事前に想定するこ

とが困難な災害への対応が必要であ

るため。

災害対策の担当課で、災害対応に従

事した職員の意見等を踏まえて、よ

り効果的な災害時における体制の構

築を行う。

9

会計名：一般

款項目：2-5-1

事業名：統計事務に要する経費

総務課

関係機関から必要なデータを収集

し、統計かまがやを市のホームペー

ジ等で公表する。

市の現状やこれからの動きがより把

握しやすい統計情報の提供が求めら

れる。

1,465 1,169 1,188 2精査・検証

必要性の高い統計情報をより利用し

やすい形で提供する必要があるた

め。精度の高い情報の提供及び関係

課からの情報収集を効率化する必要

があるため。

市の統計情報について、市民や関係

機関が利用しやすい提供手法等を引

き続き検討していく。関係課からの

情報提供の効率化、簡略化を検証す

る。

10

会計名：一般

款項目：2-5-2

事業名：諸統計調査事務に要する経費

総務課 国の基幹統計調査等を実施する。

統計調査員の高齢化により、調査員

が減少するなど調査環境が年々厳し

くなってきている。

1,620 59,427 4,570 2精査・検証

登録調査員数が減少しており、引き

続き調査員確保が必要であるため。

一方で調査員の質の確保も重要であ

るため。

調査員確保の手段を研究し、継続的

に統計調査業務ができる新たな調査

員を確保する。調査員への説明会の

方法についてより確実に理解しても

らえるような工夫を要する。
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11

会計名：一般

款項目：13-2-4

事業名：特定防衛施設周辺整備調整交

付金事業基金積立に要する経費

総務課

国から交付される特定防衛施設周辺

整備調整交付金を基金として管理す

る。

基金の運用の仕方など、国（防衛

省）等の方針の変更等がないか、適

宜確認する必要がある。

60,216 59,462 59,533 2精査・検証

特定防衛施設周辺整備調整交付金事

業基金について、引き続き適正に管

理していく必要があるため。有効な

活用法について検討を要するため。

北関東防衛局の担当職員と密に連絡

をとり、情勢の変化に速やかに対応

できるようにする。基金の適正な運

用について精査する。年度内に確実

に基金の積立てを行う。

12

会計名：一般

款項目：2-1-5

事業名：財務管理に要する経費

企画財政

課
○

財務管理を効果的・効率的に行うた

め、予算編成、執行管理など財務会

計システムを運用するとともに、

国・県等との調整やふるさと納税返

礼品事業、地方公会計制度の推進を

行うもの。

財政状況や予算編成などに対する認

識の全庁共有を継続的に行う必要が

あるほか、業務改善の一環として、

財務会計システム等の改修に取り組

む必要がある。

ふるさと納税返礼品事業は令和8年度

の目標額1億円を達成するため、制度

に準じた対応を行う必要がある。

地方公会計制度については、さらな

る活用が課題となっている。

40,754 41,109 61,440 1拡大・拡充

行革プランにおいて、財務会計シス

テムは各所属の意見を踏まえて改善

を行うこととしていること、ふるさ

と納税返礼品事業は令和8年度に寄附

額1億円を目標としていること、地方

公会計は活用方針に基づく活用を行

うこととしているため。

財務会計システムは、庁内意見を踏

まえ、反映可能なものから改善を行

うほか、令和9年4月開始の公金収納

デジタル化への対応や、電子決裁導

入に向けた対応に取り組む。

ふるさと納税返礼品事業は既存返礼

品の拡充や広告運用を計画的及び効

果的に実施するほか、新規の寄附者

を獲得するため、新たなポータルサ

イトの導入について検討し、対応を

行う。

地方公会計制度は、活用方針に基づ

く活用を行う。

13

会計名：一般

款項目：2-1-8

事業名：企画事務に要する経費

企画財政

課
○

効率的かつ持続可能な行財政運営を

推進するため、行政評価制度に基づ

き財源を重点的に配分するととも

に、人材や資産を適正に配置する。

また、様々な機会を通じて積極的な

情報発信により、市の認知度の向上

を図る。

将来のまちづくりに必要な財源確保

のため、従来以上の歳入確保・歳出

削減の取組が必要である。

少子高齢化などに伴う人口動向や市

民ニーズを踏まえ公共施設の適正な

保有量の把握が必要である。

市内外への情報発信として、名刺に

よる市のPR、Instagramの投稿や動

画の活用などを継続的に実施する必

要がある。

14,463 7,813 9,739 2精査・検証

事務効率向上のため、議事録作成支

援システムやAI-OCRの活用を継続的

に推進するとともに、市内外への市

の魅力の情報発信を強化するなど市

の認知度向上を図るため。

従来以上の歳入確保・歳出削減の実

現及びデジタル化を図るため、第3次

行財政改革推進プランの各取組を推

進するとともに、行革版車座集会の

実施や、職員提案の募集により、行

財政改革のより一層の推進を図る。

また、Instagramや名刺、広告付封

筒、クラウドファンディングなどを

活用した市の認知度向上策を継続し

て実施する。

14

会計名：一般

款項目：2-1-8

事業名：多文化共生推進センターの管

理運営に要する経費

企画財政

課
○

多文化共生推進センター（愛称：か

まがやワールドプラザ）を拠点とし

て、外国人に関する相談業務の実

施、行政情報の発信、個人及び団体

相互間の交流場所として提供などを

行うもの。

アンケート結果では、多文化共生推

進センターの認知度が低い状況であ

り、市に求めるものとして、交流イ

ベントの実施、相談場所の設置要望

が高い。

4,019 3,510 5,487 2精査・検証

オンラインによる交流等が進んだこ

とにより、利用者は減少傾向にある

が、引き続き、市民が多文化共生を

理解し、外国人住民との交流、地域

連携を推進するための機会を提供し

ていく必要があるため。

通訳ボランティアの育成及び周知を

図り、登録者を増加する。

外国人住民から要望の高いイベント

の実施や相談体制の充実を図る。

外国人住民が必要とする情報をチラ

シ及びメールなどで発信する。

外国人アンケートの結果を踏まえ、

引き続き改善策を検討する。
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15

会計名：一般

款項目：2-1-8

事業名：多文化共生・国際交流に要す

る経費

企画財政

課
○

外国人住民にも住みやすい環境づく

りや市民の多文化共生に関する意識

醸成を図るため、行政資料の多言語

化を実施するとともに、日本語教室

や多文化共生に係る事業を実施する

団体へ補助を行う。

また、ニュージーランド・ワカタネ

との姉妹都市交流を行うとともに、

ウクライナ避難民への支援を行う。

市内在住の外国人人口の推移は、総

人口における割合は高くなってい

る。国籍や使用言語が多様化し、行

政手続きにおける対応が求められる

ため、行政資料の多言語化による窓

口支援や、外国人支援を行う団体等

と連携する必要がある。

ウクライナ避難民への支援につい

て、国際情勢や国による支援の動向

等を注視しつつ、市の支援体制を検

討する必要がある。

1,911 1,243 2,037 2精査・検証

外国人住民の増加が見込まれるた

め、多文化共生事業等の補助制度を

継続して活用されるよう周知する必

要があるため。

ウクライナ避難民の支援について

は、今後も必要な支援を継続する必

要があるため。

また、後援した国際イベントの周知

などを、引き続き実施する必要があ

るため。

外国人支援や多文化共生・国際交流

に係る事業の公募を継続して実施す

るとともに外国人住民による行政手

続きが円滑に行われるよう、資料の

多言語化を引き続き推進する。

外国人アンケートの結果を踏まえ、

改善策を検討する。

継続的にウクライナ避難民への支援

を実施するとともに、姉妹都市交流

について、相手方と協議していく。

16

会計名：一般

款項目：2-1-8

事業名：後期基本計画策定事業

企画財政

課
○ ○

現行の総合基本計画前期基本計画が

令和8年度で終了することに伴い、令

和9年度から令和14年度までを計画期

間とする総合基本計画後期基本計画

を新たに策定するもの。

人口減少対策や少子高齢化対策など

今後解決すべき課題を踏まえ、策定

していく必要がある。

0 4,263 11,600
4終了・廃

止・休止
令和8年度に事業が完了するため。

後期基本計画（案）を策定後、総合

基本計画審議会への諮問、市議会へ

の意見照会、パブリックコメントを

踏まえて策定する。

17

会計名：一般

款項目：2-1-8

事業名：結婚新生活支援事業

企画財政

課
○ ○

新婚世帯の新生活に係る住宅費及び

引越費用の一部に対し、予算の範囲

内において鎌ケ谷市結婚新生活支援

事業補助金を交付するもの。

平成25年度の婚姻数520人、人口

1,000人当たりの婚姻率4.8人、出生

数878人、合計特殊出生率1.33であっ

たのに対し、令和元年度は婚姻数549

人、人口1,000人当たりの婚姻率5.1

人、出生数688人、合計特殊出生率は

1.22となっており、婚姻数及び婚姻

率は増加傾向にあるが、出生数及び

合計特殊出生率は減少傾向にある。

13,540 12,000 9,900 2精査・検証

結婚や子育てに不安を抱えている新

婚世帯に対し、住宅費及び引越費用

を補助することで、合計特殊出生率

の向上を図る必要があるため。

鎌ケ谷市への転入者を対象とした事

業であるため、市の事業や子育て支

援などを紹介し、申請者がよりプラ

スな気持ちで鎌ケ谷市に転入できる

よう、懇切丁寧な対応を心掛ける。

合計特殊出生率の向上につながる新

たな取組について、本事業と連携し

て実施できるものがないかを検討し

ていく。
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18

会計名：一般

款項目：2-1-10

事業名：情報システムの管理運用に要

する経費

企画財政

課
○

LGWAN接続系、インターネット接続

系、個人番号利用事務系の各種情報

システムの導入・更新・運用及び保

守を行うもの。

既存の情報システムの管理運用や、

国が進めるシステムの標準化に対応

する必要があるとともに、高い情報

セキュリティを確保する必要があ

る。

0 208,566 245,704 1拡大・拡充

これまでと同様、デジタル化に伴い

管理運用の対象となる情報システム

が増加している他、高い情報セキュ

リティを確保した上で市民の利便性

と業務効率化を図る必要があるた

め。

既存の情報システムの管理運用を行

う。なお、令和8年度は情報セキュリ

ティ機器の更新を迎えるため、新環

境への円滑な移行と効率的な運用に

備える。

19

会計名：一般

款項目：2-1-10

事業名：ＤＸ推進に要する経費

企画財政

課
○

DX推進の基盤となる仕組みの整備を

推進するもの。

鎌ケ谷市DX基本方針に基づき、DX

の観点から、デジタル技術を活用し

た業務プロセスや組織の変革を進め

る必要がある。

0 5,227 12,051 1拡大・拡充
DX推進の基盤となる仕組みの整備を

推進する必要があるため。

市民サービスの向上と行政事務の効

率化を図るため、デジタル技術を活

用し、汎用ノーコードツールの利用

促進や、窓口支援システムの導入、

職員個人ID化に向けた環境整備を行

う。

20

会計名：一般

款項目：11-1-1

事業名：土木施設災害復旧に要する経

費

企画財政

課

予期しない災害等により被災した市

が管理する土木施設の復旧作業に伴

う予算の確保等を行うもの。

今後30年以内に70%の発生確率とさ

れている首都直下型地震など、常に

災害に対する準備は必要となってい

る。

0 0 3 2精査・検証
予期せぬ災害に対応するため確実に

対応する必要があるため。

対応が必要となった場合に、適切な

対応を図る。

発災時の国の財政支援制度や予算上

の対応などについて、情報収集を行

い、有事に備える。

21

会計名：一般

款項目：12-1-1

事業名：借入金元金償還金に要する経

費

企画財政

課

市債の借入に伴う元金償還を行うも

の。

大規模事業で活用した市債の元利償

還について、ピークは越えたものの

引き続き35億円程度の高水準が続く

ため、公債費の財源確保が必要であ

る。

さらには、令和8年度の地方財政計画

において、臨時財政対策債の新規発

行がゼロとなっていることから、公

債費全体を見る中で事業債残高の累

増に留意する必要がある。

3,574,481 3,575,987 3,468,431 2精査・検証

「地方債に関する総合的な管理方

針」では、公債費のピークは令和7年

度を見込むものの、令和8年度も約37

億円の高水準が見込まれるため。

「地方債に関する総合的な管理方

針」に基づき、公債費の増に対応す

るため、計画的に減債基金を確保す

る。

また、原則として元利償還額が交付

税措置となる臨時財政対策債は、新

規交付をゼロと見込んでいることか

らも、事業債の新規発行に留意す

る。
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22

会計名：一般

款項目：12-1-2

事業名：借入金利子償還金に要する経

費

企画財政

課

市債の借入に伴う利子償還を行うも

の。

前記と同様、公債費の財源確保が必

要となるほか、利率が上昇傾向と

なっているため、新規借り入れなど

で注視する必要がある。

さらには、令和8年度の地方財政計画

において、臨時財政対策債の新規発

行がゼロとなっていることから、公

債費全体を見る中で事業債残高の累

増に留意する必要がある。

139,346 169,443 236,449 2精査・検証

「地方債に関する総合的な管理方

針」では、公債費のピークは令和7年

度を見込むものの、令和8年度も約37

億円程度の高水準が見込まれるた

め。

「地方債に関する総合的な管理方

針」に基づき、公債費の増に対応す

るため、計画的に減債基金を確保す

る。

また、原則として元利償還額が交付

税措置となる臨時財政対策債は、新

規交付をゼロと見込んでいることか

らも、事業債の新規発行に留意す

る。

23

会計名：一般

款項目：13-2-1

事業名：減債基金積立に要する経費

企画財政

課

市債の償還に必要な財源を確保する

ため、減債基金に積立てを行うも

の。

令和9年度にかけて公債費は36億円程

度という高い水準が見込まれている

ため、計画的かつ確実な積立てが必

要である。

546,618 480,891 51,422 1拡大・拡充
公債費の償還に対応するため、基金

残高を確保する必要があるため。

「地方債に関する総合的な管理方

針」に基づき、減債基金への積立て

を確実に行う。

なお、取崩額は前年度末残高以下と

する。

24

会計名：一般

款項目：13-2-2

事業名：公共施設整備基金積立に要す

る経費

企画財政

課

公共施設の計画的かつ効率的な整備

及び維持管理を行うため、公共施設

整備基金に積立てを行うもの。

公共施設の老朽化に対応するため、

積極的な積立てが必要である。
284 50,075 178 1拡大・拡充

公共施設の老朽化に対応するため、

一定程度の基金残高を確保する必要

があるため。

令和7年度実質収支を活用して、積立

てを行う。

25

会計名：一般

款項目：13-2-3

事業名：ふるさと基金積立に要する経

費

企画財政

課

地域活性化事業等への財源を計画的

に確保するため、基金に積立を行う

もの。

ふるさと基金を活用し、新たな地域

活性化事業を展開する必要がある。
2,245 2,169 20 2精査・検証

寄付額を増加させ、魅力発信や特産

品等のPRに活用していくため。

本市が契約している事業者だけでな

く、他の成果報酬型企業との契約に

ついても検討を行う。
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26

会計名：一般

款項目：13-2-6

事業名：財政調整基金積立に要する経

費

企画財政

課

予期しない収入減少や支出増加等に

備え、長期的視野に立った財政運営

を行うため、財政調整基金に積立て

を行うもの。

令和7年度残高見込みは約16億円で、

「19億円以上」という財政健全化計

画の数値目標が達成が出来ない状況

にある。

876,268 893,411 0 1拡大・拡充

物価高騰や少子高齢化等による不透

明な財政状況も考慮のうえ、基金残

高を確保する必要があるため。

財政健全化計画の数値目標である19

億円以上の残高を確保できるように

取り組んでいく。

　また、次期財政健全化計画を策定

し、新たな目標設定を行う。

27

会計名：一般

款項目：2-1-1

事業名：秘書事務に要する経費

秘書広報

課

市長、副市長の公務にあたっての秘

書事務及び栄典・表彰に関する事務

等を行う。

市長、副市長が快適に効率よく公務

を遂行できるよう、日程調整や急な

公務の変更等に臨機応変な対応が求

められている。また、市政功労表彰

の表彰対象者について、庁内に制度

の周知を図る必要がある。

2,432 2,899 3,302 2精査・検証

市長、副市長の公務のサポート役と

して、秘書事務の正確性をより向上

させることが重要である。また、市

政に功労のあった方への感謝の意を

伝えるため、表彰事務を的確に執り

行う必要がある。

行事管理にあたっては複数での

チェック体制を徹底し、情報は係内

で共有する。

市政功労表彰など表彰対象者の要件

を確認し、的確に推薦事務を執り行

う。

28

会計名：一般

款項目：2-1-3

事業名：広報に要する経費

秘書広報

課
○

市の施策や行事、市民の自主的活動

などの市民生活に必要な情報を広く

知らせるとともに、市政への理解と

協力を深めるため、広報紙を発行す

る。また、行政手続きや緊急性のあ

る行政情報などの提供を市ホーム

ページ等で随時行う。

スマートフォンやタブレット等の普

及により、ホームページやSNSから

行政情報を入手する人が増加してい

る。今後もより多くの市民に分かり

やすく、迅速に正確な情報を発信・

提供できるよう取り組んでいく必要

がある。

29,204 29,286 41,433 1拡大・拡充

広報紙の紙代単価高騰により、編集

委託費が増加するため。また、広報

かまがやの配布場所について、市内

病院等へ働きかけを行い、拡充して

いく。

広報かまがや編集委託について、今

年度、長期継続契約期間（3年間）が

満了するため、次期契約について、

円滑に手続きを進める。また、市

ホームページサーバーのクラウド化

を遅滞なく進める。

29

会計名：一般

款項目：2-1-3

事業名：市公式ＬＩＮＥ情報発信事業

秘書広報

課
○ ○

LINEを情報発信ツールとして活用

し、より多くの市民に対しプッシュ

型で行政情報を届ける。

情報発信ツールとして、より便利な

ものに発展させていく必要がある。

また、友だち登録者数を増加させて

いく一方、ブロックされないよう、

情報発信の内容や発信時期等を工夫

する必要がある。

2,468 1,016 1,017 2精査・検証

より便利な情報発信ツールとして活

用するため、メニュー画面や発信内

容を検証する必要があるため。

市民にとって有益な情報が届くよ

う、各所属と調整を図り、発信して

いく。また、必要に応じて、メ

ニュー画面の見直し等を図る。
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30

会計名：一般

款項目：2-1-5

事業名：契約事務に要する経費

契約管財

課

契約事務の透明性、中立性及び公正

性を確保するため、各種法令のほ

か、本市の要綱、規程等に基づき事

務を執行することにより、適切に契

約の相手方となる者を選定するとと

もに、その選定の過程に係る市民へ

の説明責任を果たす。

成果指標は順調に推移している中

で、引き続き、国の制度改正等を踏

まえた本市の制度の見直しを行うと

ともに、事業者や職員の更なる事務

負担の軽減等を目的として、入札・

契約事務のデジタル化の推進を図っ

ていく必要がある。

3,475 4,214 9,025 1拡大・拡充

更なる事業者の負担軽減等を目的と

して、電子契約の対象範囲を拡大す

ることや、令和9年10月から契約管理

システムを導入するなど、入札・契

約事務のデジタル化を推進していく

必要があるため。

契約主管課が行う契約事務を法令や

本市の要綱等に基づき適正に実施す

る。

国の制度改正等の情報収集及びその

情報を踏まえた本市の制度改正の検

討

令和8年度は、10月から電子契約の対

象範囲を全庁に拡大するため、それ

に向けた準備を着実に行うととも

に、令和9年10月から開始予定の契約

管理システムの導入向けた電算協

議、予算要求等を行う。

31

会計名：一般

款項目：2-1-5

事業名：工事検査に要する経費

契約管財

課

本市が発注した工事の品質確保を目

的として、鎌ケ谷市工事検査要領に

基づく工事検査業務を適正に実施す

る。

発注した工事の品質確保には、引き

続き本市の要領に基づき適切に工事

検査を実施する中で、効果的かつ効

率的な工事検査の実施に向けて、

国、県などの新たな取組等の情報を

収集する必要がある。

594 799 934 2精査・検証

引き続き工事の品質確保に向けて、

適切に検査事務を実施していく必要

がある中で、国や県の取組等の情報

収集に務める。

工事の品質確保に向けて、引き続き

工事検査要領に基づく検査事務を実

施する。

働き方改革の実現や職場環境の改善

等、将来の担手確保に向けた取組の

週休2日制について、受注者希望型か

ら発注者指定型への移行を検討す

る。

32

会計名：一般

款項目：2-1-7

事業名：庁舎管理に要する経費

契約管財

課

市庁舎における公務の円滑適正な管

理執行を目的として、市庁舎におけ

る秩序の維持及び使用の規制並びに

災害の防止その他市庁舎の保全に関

し必要な事務を行う。

市庁舎の施設、設備等の老朽化が進

行しており、市民の利用や業務の実

施に支障が生じないよう、適切な管

理を行い計画的に修繕を実施して行

く必要がある。

123,002 124,919 126,827 1拡大・拡充

施設の老朽化に対応した修繕等（消

防設備、給排水管、通信設備等）を

実施していく必要がある。

市内公共施設のLED改修工事の実施

状況の把握を行う。

本庁舎駐車場の適正な管理運営を行

うため駐車場の有料化を実施する。

庁舎敷地内の放置自転車等について

適切に処分を行い駐輪場の適正管理

を行う。

33

会計名：一般

款項目：2-1-7

事業名：庁用車管理に要する経費

契約管財

課

本市の各種業務で使用する庁用車を

安全に使用できるよう老朽化した車

両の更新とともに適切に維持管理を

行う。

老朽化した車両の適切な維持管理に

努めるとともに、経費節減、持続可

能で適正な庁用車の維持管理を行っ

ていく必要がある。

49,685 49,067 52,667 2精査・検証

庁用車の老朽化に伴い、不具合個所

の修繕や、部品などを交換する必要

がある。また、経費節減、持続可能

で適正な庁用車の維持管理を進める

ために車両の廃車、集中管理車への

移行を進めていく必要がある。

経費節減、持続可能で適正な庁用車

の維持管理を進めるために車両の廃

車、集中管理車への移行について

「公用車利用適正化に向けた対応方

針」に基づき進めていく。
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34

会計名：一般

款項目：2-1-7

事業名：財産の取得等に要する経費

契約管財

課

本市が保有する普通財産に関して、

除草など適正な管理を行うととも

に、遊休土地にあっては売り払いな

ど有効活用を図っていく。

引き続き、防草シートの設置等適正

な管理に努めていく必要があるとと

もに、小規模な売却に適さない用地

に関しては、広告付き看板の設置な

ど、売却以外の有効活用を検討する

必要がある。

3,433 14,331 2,597 2精査・検証

引き続き、除草などの維持管理や売

却に向けた看板設置を行っていく。

売却以外の有効活用策として、広告

付き看板の設置を検討していく中

で、屋外広告物の規制等を把握した

上で、実施の可否を検討する必要が

ある。

市ホームページに普通財産の情報を

掲載し、売却及び貸付けに努める。

広告付き看板の設置用地としての有

効活用を図るための仕組づくりを検

討する。

35

会計名：一般

款項目：2-1-7

事業名：市庁舎改修等事業

契約管財

課
○ ○

市庁舎の施設、設備等を適切に維持

管理するため、使用開始から一定の

年数が経過したもの、修繕の回数が

増えているもの等に関し、計画的に

改修を行い施設の長寿命化を図る。

施設や設備の老朽化が進んでいるこ

とから、施設の長寿命化を図るため

には、緊急度等を勘案し、計画的に

改修等を実施していく必要があると

ともに、改修等の実施にあたって

は、休館等ができないため業務に支

障が生じないよう一定の配慮を行う

必要がある。

182,138 6,897 43,934 1拡大・拡充

市庁舎の建設から約５０年が経過す

る中で、庁舎の長寿命化を図るため

に、今後も外壁、屋上防水、受水

槽、高架水槽、冷温水配管の改修を

行っていく必要がある。

市庁舎の給排水管等改修工事を行う

にあたり、来庁者の安全に配慮し通

常業務に及ぼす影響を少なくするた

めの工程計画を着実に実行できるよ

う関係部署、請負業者等と綿密に連

絡調整を行う。

36

会計名：一般

款項目：2-1-7

事業名：庁用車更新事業

契約管財

課
○ ○

老朽化した庁用車について公用車更

新基準に基づき更新し適正な維持管

理を行う。

令和3年10月に国が「温室効果ガスの

排出の削減等のため実施すべき措置

について定める計画」を決定したこ

とを受けて、公用車更新基準を見直

し、エネルギー使用及び排出ガスの

抑制された車両を購入する。

318 3,178 3,757 2精査・検証

本市の公用車更新基準に基づく車両

の更新にあたっては、財政負担の軽

減や持続可能で適正な庁用車の維持

管理を行うという観点を踏まえ、低

燃費かつ低排出ガス認定車やハイブ

リット車を選定していく。

当該事業で調達した車両の適正な維

持管理に努める。
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37

会計名：一般

款項目：13-1-1

事業名：用地借上に要する経費

契約管財

課

県立鎌ケ谷高等学校の通学路用地に

ついて、通学生の利用に支障が生じ

ないよう地権者からの用地借上げを

行う。

県立鎌ケ谷高等学校の通学路用地に

ついて、安定的に使用できるよう引

き続き地権者の協力を得る必要があ

る。

1,676 343 344 3縮小・統合

県立鎌ケ谷高等学校の通学路用地に

ついて、安定的に使用できるよう引

き続き地権者から用地借上げを行

う。

引き続き、通学路用地として地権者

から用地借上げを行う。

38

会計名：一般

款項目：2-2-1

事業名：市税の賦課等に要する経費

課税課

地方税法及び市税条例に基づき納税

義務者にとって、公平公正な税負担

とするため適正な課税を実施する。

正確かつ効率的な実施のために今後

も課税客体の正確な把握に努めると

ともに納税義務者の理解を得るため

税制度の幅広い周知を図る。

12,862 12,476 14,108 2精査・検証

毎年度の税制改正に関する情報収集

を行うとともに、新たな制度の把握

及び条例の改正を行っていく必要が

あるため。

税制改正等の情報収集や他の自治体

との協議会での意見交換を通じて、

職員の制度への理解を深めるととも

に、正確な課税処理を行う。

また、税制に係る広報の掲載やホー

ムページの更新、市内の小学校での

租税教室など、税制度の周知を行

う。

39

会計名：一般

款項目：2-2-2

事業名：市民税課税事務に要する経費

課税課 ○

年間を通じて、課税資料の分類、整

理及び入力を行い個人住民税の賦課

決定及び更正決定を行う。また、複

雑化する税制度に対応できるように

税務の研究や他市との意見交換を実

施する。

当初課税時期（1月～6月）において

は事業者や税務署等から多くの課税

資料が届き、賦課決定及び納税通知

書の発送まで事務が集中することか

らDX化の推進など事務の効率化を図

る必要がある。

73,032 61,024 64,771 2精査・検証

確定申告書等の大量の課税資料に基

づく課税処理について、DX化の推進

など、常に事務の効率化を検討して

いく必要があるため。

また、確定申告相談会についても、

電子申告の促進など来庁をせずに手

続きが行えるよう、利便性の向上を

検討していく必要があるため。

税制改正を反映した、個人市民税の

正確な課税処理を行うとともに、課

税客体を適正に把握し、公平・公正

な課税を実施する。

また、税務署と連携し、電子申告に

係る広報の掲載やまなびぃ大学での

講座を実施する。

40

会計名：一般

款項目：2-2-2

事業名：諸税課税事務に要する経費

課税課

軽自動車税については車両登録や廃

車等の処理を行う。法人市民税につ

いては、法人の登録や調査等を行

い、申告や実態調査に基づき適正に

課税を行う。

軽自動車税については登録、廃車、

転出及び転入等の異動が多いことか

ら納税義務者を適正に把握する必要

がある。法人市民税については他の

税目と異なり申告納税であることか

ら、実態把握及び申告指導を行い適

正な課税を行う必要がある。

20,934 9,349 9,761 2精査・検証

軽自動車税の対象となる車両の登録

や廃車等の関係機関への確認、課税

処理においてDX化の推進など、常に

事務の効率化を図る必要があるた

め。

また、各種の証明書の発行において

も、窓口や郵送での利便性向上を常

に検討する必要があるため。

軽自動車税や法人市民税の正確な課

税処理を行うとともに、令和9年4月

以降に送付する法人向けの軽自動車

税納税通知書等の副本の電子的送付

に向けた準備など、各種デジタル化

に向けた対応を行う。

また、書かない窓口の検討を通じて

各種証明書の申請者の利便性の向上

を検討する。
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41

会計名：一般

款項目：2-2-2

事業名：固定資産税課税事務に要する

経費

課税課

土地、家屋、償却資産の所有者に適

正に固定資産税を課税するため、登

記情報、各課からの情報提供、シス

テムなどを活用し、客体の把握、調

査、評価を行うとともに、納税義務

者に対して適正な通知を行う。

家屋の新築や増築、滅失、固定資産

の所有権移転、償却資産の保有状況

の変動について、土地係及び家屋係

で連携して把握し、固定資産課税台

帳を適正に整備する必要がある。

40,147 54,730 33,129 2精査・検証

税制改正などに関する職員の知識の

向上や、事務改善を目的としたシス

テム改修の検討など、常に精査検証

していく必要があるため。

納税通知書等の電子化やキャッシュ

レス決済など、納税義務者の利便性

向上に資する取組や、税務のデジタ

ル化の取組を新たに実施及び検討す

るため。

税制改正により、令和9年4月以降に

送付する法人向けの固定資産税納税

通知書等の副本の電子的送付に向け

た準備など、各種デジタル化に向け

た対応を行う。

償却資産の申告に係る事務につい

て、事務の効率化と通知の誤送付の

防止を図るべく、業務委託を新規で

実施する。

42

会計名：一般

款項目：2-2-2

事業名：税務地図情報システムに要す

る経費

課税課 ○

固定資産の異動を正確に把握するた

め、航空写真、地図、課税台帳等と

関連する各種データを加工・管理し

表示する税務地図情報システムによ

り、視覚的に情報を確認し、課税客

体を正確に把握することで適正な課

税につなげる。

固定資産の異動によるシステムの更

新を引き続き確実に行い、正確性を

維持し、適正な課税を行う必要があ

る。

23,727 31,114 24,824 2精査・検証

航空写真、地番図・家屋図、課税

データ等については、毎年度次年度

の課税のために整備する必要があ

り、また必要に応じてシステムを改

善することで、課税客体を正確に把

握し、評価・課税の適正化を図る必

要があるため。

令和9年度からの3年間に係る税務地

図情報システムの契約に向け、仕様

を精査し入札を行う。

システムや確認方法の改善を検討

し、課税客体の補足の精度を向上さ

せる。

評価の精度向上のため、引き続き職

員のシステム習熟の向上やシステム

の改善を図る。

43

会計名：一般

款項目：2-2-1

事業名：市税の徴収等に要する経費

収税課 ○

法令に基づき公正かつ公平な市民負

担の確保と債権の適正な管理のた

め、市税の徴収に必要な滞納整理

（督促、催告、納付相談、猶予及び

滞納処分）を行い、徴収率の向上及

び収入未済額を縮減させるもの。

一時に納付が困難な滞納者に対して

適正な猶予の適用及び納付管理。

　分納不履行者に対しての速やかな

差押等の実施。

13,492 13,527 17,782 2精査・検証

引き続き、効果的な財産調査や差押

の手法の研究、事務の迅速化や効率

化を行うことで、徴収率向上及び収

入未済額を縮減していく必要がある

ため。

pipitLINQを引き続き活用し、預金調

査及び差押執行を迅速化する。

公売可能な不動産、動産について、

インターネットによる公売又は千葉

県による合同公売を実施する。

44

会計名：一般

款項目：2-2-2

事業名：徴収事務に要する経費

収税課

期限内納付推進のため、納付方法

等、納税書の利便性を高めていくと

ともに市税の徴収に必要な収納管理

を行う。

令和5年度から各種納付書に地方税統

一QRコードが印字され、窓口納付の

対応可能な金融機関が増えるととも

に、スマホ決済アプリやクレジット

カードでの納税が可能となり、納付

機会の拡充が図れる。

85,569 92,696 95,612 2精査・検証

　地方税統一QRコードによる納付に

あたり、納税者の利便性は向上して

いるが、収納方法の一部に納付日か

ら計上日まで1ヶ月程度の期間を要す

るものがあり、徴収率への影響につ

いて検証する必要がある。

　地方税統一QRコード「以下、el-

QR」による納付について、納税者へ

の適切な周知を行うとともに、el-QR

印字未対応の市県民税・森林環境税

特別徴収分当初課税分の導入に向け

た調整を進める必要がある。
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45

会計名：一般

款項目：2-3-1

事業名：戸籍住民基本台帳事務に要す

る経費

市民課 ○

法定受託事務として、次の事務を行

う。

・戸籍事務

・住民基本台帳事務

・マイナンバーカードに関する事務

また、キャッシュレス決済サービス

などの推進により、事務の効率化と

利用者の利便性の向上を図る。

国の補助金を活用して実施する戸籍

を管理するシステムの標準化につい

て、国から示されるスケジュールや

仕様に合わせてシステムベンダーと

作業スケジュールを調整し、当初や

補正で予算を確保していく必要があ

る。

マイナンバーカードについては、5年

に一度の電子証明書の更新、制度の

開始当初に取得した者の更新対応を

しなければならないと共に、保険証

のマイナンバーカードへの移行に伴

う、特急発行も開始された。

キャッシュレス決済サービスについ

ては、利用割合が増加している。

138,368 115,313 109,795 2精査・検証

戸籍事務におけるシステム標準化に

着実に対応する必要がある。

マイナンバーカードについては、引

き続き交付率の向上を図ると共に、

更新手続きや特急発行に対応する必

要がある。

キャッシュレス決済サービスについ

ては、引き続き利用割合の向上を図

る。

戸籍、戸籍の附票及び住民票への振

り仮名記載並びにマイナンバーカー

ドの交付等窓口業務を円滑に行える

よう体制を整備する。

コンビニ交付における各種証明書の

交付手数料を令和8年6月1日から同年

12月28日までの期間中、10円に減額

するキャンペーンを実施する。

46

会計名：一般

款項目：2-3-1

事業名：住居表示事務に要する経費

市民課

建物等新築届及び住居番号の変更等

の届出に基づき、住居表示を付番

し、住居表示台帳図を作成、閲覧に

供する。

正確な事務処理を行い、利用者の利

便性の向上を図る。なお、建物等新

築届等の受付件数は近年高い水準で

推移しており、しばらくその傾向が

続くものと見込まれる。

618 93 134 2精査・検証
件数の多寡に関わらず、事務の水準

を一定以上に保つ必要がある。

これまでの事務水準は維持しつつ、

事務処理の正確性と迅速性を向上さ

せる。

47

会計名：一般

款項目：2-3-1

事業名：旅券事務に要する経費

市民課

鎌ケ谷市民だけではなく、県内在住

者も含め、旅券の申請受理、交付を

行う。

旅券事務の正確性を保ち、不正取得

がないよう事例研究を行い、申請者

の利便性向上を図る。

45,107 34,648 46,491 2精査・検証

多くの申請があった場合も事務処理

の正確性を保ち、不正取得がないよ

う事例研究を行い、職員の受付・交

付スキルを更に向上させる。

令和8年12月31日に千葉県収入証紙

が完全廃止の予定であり、旅券交付

時の県手数料納付方法がキャッシュ

レス決済またはコンビニ納付書等へ

移行する。これに対し、運用マニュ

アルの策定や職員研修の実施、市民

への周知を行い、交付手続きの遅延

や混乱を最小限に抑え、スムーズな

移行を図る。

48

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：後期高齢者医療費負担金に要

する経費

保険年金

課

市は自己負担分を除く医療費のう

ち、法定負担分12分の1を、後期高齢

者医療制度の運営を行う広域連合へ

支払う。

被保険者の増加や被保険者一人当た

りの医療給付費の増加により、市負

担金も増加している。

1,192,041 1,216,148 1,251,196 1拡大・拡充

法定の負担金であるが、療養給付費

が増加しており、医療費の適正化に

向けて随時、検証していく必要があ

る。

被保険者が安心して医療を受けられ

るよう、市の法定負担分12分の1を後

期高齢者医療の運営を行う広域連合

へ支払う。
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49

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：後期高齢者医療事務費負担金

に要する経費

保険年金

課

千葉県後期高齢者医療広域連合規約

に基づき、制度の運営費として市町

村負担金を納付する。

被保険者の増加に伴い、市負担金が

増加している。
47,157 47,408 63,333 1拡大・拡充

規約に基づく負担金であるが、運営

費が増加しており、随時、検証して

いく必要がある。

制度の安定的運営のため、広域連合

規約に基づき、均等割・市の人口

割・市の後期高齢者人口割分の負担

金を支払う。

50

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：後期高齢者保健事業に要する

経費

保険年金

課

被保険者を対象に、保険者である広

域連合との委託契約に基づき、市が

受託事業として後期高齢者健康診査

等を行う。

被保険者の健康保持増進と健康寿命

の延伸のため、受診率向上に向けた

取組みが必要となる。

77,391 73,774 90,318 1拡大・拡充

健康診査は広域連合からの受託事業

であるが、事業手法等は随時、検証

していく必要がある。

広報やポスター、LINE等を活用した

積極的な周知を行い、受診率の向上

を図る。なお、令和8年度からの新規

事業として、後期高齢者健康審査に

おける貧血検査の全数実施を特定健

康診査分と併せて実施することか

ら、市医師会や市内医療機関等と連

携を図り、きめ細やかな市民周知を

行う。

51

会計名：一般

款項目：3-1-7

事業名：国民年金事務に要する経費

保険年金

課

国民年金被保険者の資格異動処理事

務、老齢基礎年金・障害基礎年金等

の裁定請求事務、保険料免除申請事

務及び相談事務等の法定受託事務を

行う。

申請者から提出された被保険者関係

届書や免除申請書等をいかに正確か

つ効率的に処理するかが課題であ

る。また、書類管理の負担軽減及び

窓口の混雑緩和対策のため、日本年

金機構が推奨するオンラインサービ

スの利用を周知することも必要であ

ると考える。

17,021 12,211 12,998 2精査・検証

法定受託事務のため、業務手法等に

ついて精査・検証の上、継続するこ

とが必要なため。

国民年金の各種手続きに関して、迅

速かつ正確に対応すると同時に日本

年金機構との連携を図り、マイナ

ポータルを利用した電子申請の周知

に努める。

52

会計名：国保

款項目：1-1-1

事業名：資格・給付等に要する経費

保険年金

課
○

国民健康保険の資格を管理し、資格

確認書等の交付、更新を行うととも

に被保険者への給付業務を行う。

オンライン資格確認が導入されたこ

とにより、資格重複者に対する資格

の適正化が図られてきている。ま

た、令和８年４月１日からシステム

標準化を実施した。

57,826 46,331 48,398 2精査・検証

国民健康保険法に基づき実施してい

るが、業務手法等については、随

時、検証していく必要がある。

資格の適正化や、医療費の適正化に

向け、引き続き周知に努める。ま

た、マイナ保険証の保有の有無に応

じて資格確認書や資格情報のお知ら

せを発行している。
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53

会計名：国保

款項目：1-1-2

事業名：国保連合会等に要する経費

保険年金

課

診療報酬審査支払機関の国民健康保

険団体連合会に、事務費負担割、均

等割、人数割に応じた負担金を支払

う。

被保険者の減少に伴い、負担金は減

少している。
2,594 2,521 2,414 2精査・検証

負担金については、県内市町村長が

理事となる総会で決められている

が、随時、検証していく必要があ

る。

各保険者が共有する事務処理を委託

して行うことにより、効率化を図

る。

54

会計名：国保

款項目：1-2-1

事業名：国保料（税）の賦課徴収に要

する経費

保険年金

課
○

国民健康保険条例に基づき、保険料

を賦課し、収納管理及び滞納整理を

行う。

国民健康保険事業や事業費納付金の

財源の安定確保のため、収納率の向

上が必要である。
29,753 31,601 0 2精査・検証

収納率は向上してきているが、随

時、収納方法を増やすなど、検証し

ていく必要がある。

滞納整理を進めるとともに、納め忘

れを防止するため、口座振替加入率

の向上を図る。保険料額の将来推計

等を行い、保険料率の適正化につい

て検討を行う。

55

会計名：国保

款項目：1-3-1

事業名：運営に関する協議会に要する

経費

保険年金

課

国民健康保険事業の運営に関する重

要事項を審議し、国民健康保険事業

の適正化を図る。

運営に関する協議会委員のそれぞれ

の立場からいただいた意見を集約

し、運営に反映している。

96 123 277 2精査・検証

運営に関する協議会は、市町村の必

置の機関であるが、その審議内容等

は、随時、検証していく必要があ

る。

被保険者代表として公募委員を募集

し、被保険者の立場から意見をいた

だく。

56

会計名：国保

款項目：2-1-1

事業名：療養給付費に要する経費

保険年金

課

被保険者が疾病や負傷等により受診

した場合、医療費の保険者負担分を

国保連合会を通して医療機関に支払

う。

高齢化等により1人あたり療養給付費

は増加しており、医療費水準の上昇

は、翌年度納付金の増加につなが

る。

0 5,462,025 5,936,533 3縮小・統合

1人あたり療養給付費は増加してお

り、医療費適正化に取り組む必要が

ある。

疾病の予防や重症化を防ぐととも

に、医療費適正化の周知に取り組

む。
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57

会計名：国保

款項目：2-1-2

事業名：療養費に要する経費

保険年金

課

被保険者が柔道整復師の施術、鍼灸

等の施術をした場合、その保険者負

担分を施術所等へ支払う。

高齢化等により1人あたり療養費は増

加しており、医療費水準の上昇は、

翌年度納付金の増加につながる。

0 57,865 61,158 3縮小・統合

1人あたり療養費は増加しており、療

養費適正化に、取り組む必要があ

る。

1人あたりの療養費は増加傾向である

ため、レセプトの2次点検等を行い医

療費の適正化を図る。

58

会計名：国保

款項目：2-1-3

事業名：審査支払手数料に要する経費

保険年金

課

国保連合会は医療機関からの診療報

酬明細書を審査支払し、その審査手

数料を各保険者が支払う。

被保険者数の減少により、審査件数

の減少が予想される。
11,976 17,439 19,501 3縮小・統合

手数料については、県内市町村長が

理事となる総会で決められている

が、随時、検証していく必要があ

る。

診療報酬明細書の審査を強化し、医

療費の適正化に取り組む。

59

会計名：国保

款項目：2-2-1

事業名：高額療養費に要する経費

保険年金

課

被保険者が同月内の医療費の自己負

担額が高額になった時、申請後、自

己負担限度額を超えた分を償還す

る。

高齢化等により、1人あたり高額療養

費は増加しており、医療費水準の上

昇は、翌年度納付金の増加につなが

る。

0 869,382 961,406 3縮小・統合

1人あたり高額療養費は増加してお

り、医療費適正化に、取り組む必要

がある。

疾病の予防や重症化を防ぐととも

に、医療費適正化の周知に取り組

む。

60

会計名：国保

款項目：2-2-2

事業名：高額介護合算療養費に要する

経費

保険年金

課

被保険者の年間の医療と介護の自己

負担額が高額になった時、申請後、

自己負担限度額を超えた分を償還す

る。

高齢化等により、1人あたり高額療養

費は増加しており、医療費水準の上

昇は、翌年度納付金の増加につなが

る。

0 1,563 2,200 2精査・検証

疾病の予防や重症化を防ぐととも

に、医療費適正化の周知に取り組ん

でいるが、高齢化等に伴い高額介護

合算件数が増加しているため増額と

した。

1人あたり高額療養費は増加してお

り、医療費適正化に、取り組む必要

がある。
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61

会計名：国保

款項目：2-3-1

事業名：移送費に要する経費

保険年金

課

被保険者が負傷、疾病等の治療のた

め、医師の指示で緊急的な必要で移

送された場合に、移送費を支給す

る。

緊急性が審査されるため、該当とな

るケースは少ない。
0 94 100 2精査・検証

移送費は該当ケースが少ないため、

随時、検証して行く必要がある。

疾病の予防や重症化を防ぐととも

に、医療費適正化の周知に取り組

む。

62

会計名：国保

款項目：2-4-1

事業名：出産育児一時金に要する経費

保険年金

課

被保険者が出産した場合に48.8万円

を支給する。産科医療保障制度加入

機関での出産は、1.2万円を上乗せす

る。

海外出産等の増加に伴い、年々厳格

な審査や調査が求められている。
20,055 15,060 30,013 3縮小・統合

被保険者の出産に係る費用の軽減が

図られているが、随時、その審査方

法等、検証していく必要がある。

安心して出産できるよう、出産育児

一時金等の制度について周知に取り

組むと共に未申請者には申請を勧奨

する。

63

会計名：国保

款項目：2-5-1

事業名：葬祭費に要する経費

保険年金

課

被保険者が死亡した場合に葬祭費用

として、喪主に５万円を支給する。

葬祭費の財源は保険料となってお

り、今後の支給は年間200名前後で推

移すると予想される。

6,850 6,000 8,000 3縮小・統合

被保険者の葬祭費用の軽減が図られ

ているが、随時、その内容等を検証

していく必要がある。

葬祭費の制度について、周知に取り

組む。

64

会計名：国保

款項目：3-1-1

事業名：医療給付費分納付金に要する

経費

保険年金

課

国保財政の運営主体である県が医療

費水準及び所得水準に応じて算出し

た一般被保険者医療給付費納付金を

納める。

激変緩和措置により納付金は減額さ

れていたが、激変緩和措置の適用は

終了となった。

0 1,851,402 1,787,941 2精査・検証

保険給付費はほぼ全額、交付される

こととなったが、納付金に必要な保

険料率について、検証していく必要

がある。

保険料収納率の向上や医療費の適正

化により、歳入確保に努める。
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65

会計名：国保

款項目：3-2-1

事業名：後期高齢者支援金等分納付金

に要する経費

保険年金

課

国保財政の運営主体である県が医療

費水準と所得水準で算出した一般被

保険者後期高齢者支援金等納付金を

納める。

激変緩和措置により納付金は減額さ

れていたが、激変緩和措置の適用は

終了となった。

0 681,588 668,987 3縮小・統合

国保財政の運営主体である県が医療

費水準と所得水準で算出した一般被

保険者後期高齢者支援金等納付金を

納める。

激変緩和措置により納付金は減額さ

れていたが、激変緩和措置の適用は

終了となった。

66

会計名：国保

款項目：3-3-1

事業名：介護納付金分納付金に要する

経費

保険年金

課

国保財政の運営主体である県が医療

費水準及び所得水準で算出した一般

被保険者介護納付金分納付金を納め

る。

激変緩和措置により納付金は減額さ

れていたが、激変緩和措置の適用は

終了となった。

247,363 247,754 264,651 2精査・検証

納付金は増額傾向にあるため、納付

に必要な収入を確保する必要があ

る。

保険料収納率の向上や医療費の適正

化により、歳入確保に努める。

67

会計名：国保

款項目：4-1-1

事業名：特定健康診査等に要する経費

保険年金

課
○

毎年6～12月にかけて特定健康診査を

実施。検査結果で生活習慣病のリス

クが高い人に特定保健指導と受診勧

奨を行う。

生活習慣病に起因する医療費は医科

医療費の約4割を占めており、発症予

防と重症化予防が求められている。

72,129 65,769 72,488 2精査・検証

高齢化の進行により被保険者数は減

少傾向だが1人当たり医療費は増加し

ている。生活習慣病の発症予防及び

重症化予防のため、受診率が向上に

むけた事業の精査が必要。

新規で貧血検査を全員に実施するこ

とを含め健診周知を強化する。特定

保健指導の実施率向上のため同規模

市の取組を研究し、実施体制の見直

しを行う。

68

会計名：国保

款項目：4-2-1

事業名：疾病予防に要する経費

保険年金

課

人間ドック等助成事業や糖尿病性腎

症重症化予防事業等により、生活習

慣病の重症化を予防する。

重症化予防事業について、疾病リス

クが高い方や健康無関心層の人等

を、より多く利用につなげる支援が

必要である。

10,615 10,513 11,884 2精査・検証

1人当たり医療費は増加しているた

め、生活習慣病の発症予防及び重症

化予防のため、効果的な事業の検証

が必要。

糖尿病性腎症重症化予防のため保健

指導を実施する他、最新医療を学ぶ

セミナーを開催する。適正服薬方法

を普及するセミナーを開催し被保険

者のセルフケアを支援する。
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69

会計名：国保

款項目：5-1-1

事業名：国民健康保険財政調整基金積

立金に要する経費

保険年金

課

保険財政の毎年の変動に対応するた

め、国民健康保険財政調整基金への

積み立てを行う。

基金を活用し、納付金や繰越金の変

動に対応している。また、一般会計

からの法定外繰入金解消につなが

る。

30,666 75,747 1 2精査・検証

財政基盤の安定が図られたが、随

時、積立額について精査・検証して

いく必要がある。

国民健康保険の財政基盤を安定させ

るため、収支状況に応じて適切に積

み立てを行う。

70

会計名：国保

款項目：6-1-1

事業名：保険料（税）還付金等に要す

る経費

保険年金

課

一般被保険者にかかる国民健康保険

料の重複納付・更正減額等による過

誤納金の還付事務を行う。

遡り喪失等を理由とする更正減額に

よる還付が多数を占めるため、適正

な資格管理が課題である。

0 7,666 0 2精査・検証

保険料の適正賦課のため必要不可欠

であるが、適正な資格管理につい

て、検証していく必要がある

喪失手続きの周知・勧奨や、二重納

付防止の対策を講じ、過誤納金の抑

制を図る。

71

会計名：国保

款項目：6-1-2

事業名：国民健康保険交付金・負担金

償還金に要する経費

保険年金

課

国や県から支払われる負担金及び交

付金について、過大に交付があった

場合に、翌年度に償還する。

実績報告により、償還額が確定する

ため、毎年度、補正予算となる。
3,622 0 1 2精査・検証

前年度の実績報告に伴う返還金であ

るが、申請金額について、検証して

いく必要がある。

療養給付費等国庫負担金等は、30年

度より県が申請しているため、償還

額は縮小する。

72

会計名：後期

款項目：1-1-1

事業名：後期高齢者の資格・給付に要

する経費

保険年金

課

後期高齢者医療の資格確認書の交付

や、高額療養費・療養費・葬祭費等

の申請受付、広域連合への送付を行

う。

被保険者の増加に伴い、給付申請も

増加しているため、迅速に事務処理

を進める必要がある。

4,394 4,812 6,049 1拡大・拡充

高齢者の医療の確保に関する法律に

基づき実施しているが、業務手法等

は随時、検証していく必要がある。

被保険者が必要な給付を受けられる

よう、各種申請、届出の受付及び認

定証等の交付事務を確実に行う。な

お、令和8年8月の年次更新までの暫

定的な運用となっている資格確認書

の職権交付について、マイナ保険証

の保有の有無に応じて、資格確認書

または資格情報のお知らせを被保険

者に適切に送付する。
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73

会計名：後期

款項目：1-2-1

事業名：後期高齢者医療保険料の徴収

に要する経費

保険年金

課

後期高齢者医療広域連合が決定した

保険料を被保険者に通知し、徴収を

行う。

特別徴収は開始まで約半年かかり、

非該当の場合、納付書払いとなり納

め忘れが発生する場合がある。

22,641 17,879 19,511 1拡大・拡充

広域連合条例に基づき実施している

が、収納率向上に向け、随時、検証

していく必要がある。

保険料の納付方法に関して、特別徴

収を原則とし、口座振替併用を推進

して納め忘れ防止に努める。なお、

令和８年度は子ども・子育て支援金

の徴収も開始されることから、医療

保険制度について市民に丁寧に説明

し理解を促すとともに、口座振替

キャンペーンの実施、コンビニや

キャッシュレス収納等の周知を継続

する。

74

会計名：後期

款項目：2-1-1

事業名：広域連合納付金に要する経費

保険年金

課

市が徴収した保険料や、保険基盤安

定制度に係る県と市の負担分等を広

域連合へ納付する。

保険基盤安定制度については、被保

険者の増加により予測が困難となっ

ている。

1,823,360 1,905,256 2,137,571 2精査・検証

保険基盤安定制度は、広域連合の試

算に基づき予算を組んでいるが、随

時、検証していく必要がある。

定期的な保険料徴収状況の確認を行

うことで、適切な保険料納付額を算

定する。なお、令和８年度は２年毎

の保険料率の改定があり、保険基盤

安定負担金や保険料負担金が大幅増

となっている。

75

会計名：後期

款項目：3-1-1

事業名：後期高齢者医療保険料還付に

要する経費

保険年金

課

後期高齢者医療保険料の重複納付・

更正減額等による過誤納金の還付事

務を行う。

所得変更や資格の喪失に伴い発生す

るため、適正な資格管理と所得把握

が課題である。

3,075 3,326 3,961 1拡大・拡充

保険料更正後に迅速に事務処理を実

施しているが、業務手法等は随時、

検証していく必要がある。

所得変更や資格の喪失など、迅速か

つ的確な事務処理を行う。

76

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：道路の安全衛生管理に要する

経費

クリーン

推進課

道路上の小動物の死体処理、市民に

よる側溝清掃で発生した汚泥処理等

を実施するもの。

市内のほぼ全域の路上等で、恒常的

に小動物の死体が発生している。ま

た、市民による側溝清掃も各地区で

定期的に実施されており、いずれも

速やかな回収を求められている。

4,889 4,862 6,479 2精査・検証

路上等における安全及び衛生管理の

確保のため、継続的に事業を進める

必要がある。

委託業者と連携を図り、小動物の死

体や側溝清掃の残土の回収依頼に、

速やかに対応できるようにする。
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77

会計名：一般

款項目：4-2-1

事業名：清掃事務に要する経費

クリーン

推進課

廃棄物の出し方、分別などについ

て、電話や窓口における相談やその

他廃棄物処理に関する事務、苦情処

理等を行う。

日常的に窓口や電話対応による相談

や苦情の相談件数が非常に多く、正

規職員だけでの対応が難しいため、

会計年度任用職員の任用により相談

体制を確保している。

7,773 8,922 11,405 2精査・検証

電話や窓口対応が日常的に多いた

め、業務を熟知した会計年度任用職

員による対応を継続する必要があ

る。

相談内容や指導方法について正規職

員・会計年度任用職員間で常に情報

共有を図り、相談体制を充実させて

いく。

78

会計名：一般

款項目：4-2-1

事業名：柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組

合に要する経費（周辺整備等）

クリーン

推進課

廃棄物処理施設周辺住民に対する環

境整備を目的とした還元施設の維持

管理や周辺環境の改善に必要な経費

を負担するもの。

廃棄物処理施設周辺整備について

は、施設が立地する地域の環境整備

等に係る協定の履行が必要である

が、構成市等の理解と協力を要する

ため関係各所との調整を図りながら

着実に進めていく必要がある。

柏市と共同処理に関する協議を行っ

ており、協議による影響が見込まれ

る。

163,050 181,194 179,559 2精査・検証

組合が行う還元施設の運営について

常に検証を行いながら、必要経費に

ついて継続して負担していくため。

廃棄物処理施設の周辺整備に係る協

定の履行について進捗状況を把握

し、環境衛生組合及び構成市等と協

議を進める。また、柏市と共同処理

について協議を行う。

79

会計名：一般

款項目：4-2-1

事業名：廃棄物処理施設周辺整備事業

クリーン

推進課
○ ○

廃棄物処理施設周辺の環境整備を目

的として、柏・白井・鎌ケ谷環境衛

生組合が定める廃棄物処理施設周辺

整備基本計画に基づき実施される事

業に係る必要な経費を負担するも

の。

廃棄物処理施設が立地する地区と締

結した協定に基づく周辺整備基本計

画の履行には、本市実施計画に基づ

く着実な進捗及び事業費の確保が必

要である。

継続的に同地区の生活環境が向上す

るよう、周辺整備基本計画の実現に

向け事業を実施する必要がある。

柏市と共同処理に関する協議を行っ

ており、協議による影響が見込まれ

る。

2,568 5,622 314 2精査・検証

補助制度の活用など、常に効率的な

実施を検討しながら、必要経費につ

いて継続して負担していくため。

廃棄物処理施設周辺整備基本計画に

基づき、引き続き構成市として事業

の進捗を図る。また、柏市と共同処

理について協議を行う。

80

会計名：一般

款項目：4-2-2

事業名：廃棄物処理事務に要する経費

クリーン

推進課
○

ごみゼロ運動などの事業を主催する

環境美化対策推進協議会への補助金

の交付並びにごみの出し方パンフ

レットの印刷、鎌ケ谷ＡＩごみナビ

の提供や、ごみ集積所の登録などを

行う。

ごみ集積所は年々増加しているた

め、集積所に必要なプレートや防鳥

ネットなどの消耗品が不足しないよ

う調達する必要がある。また、リチ

ウムイオン電池などの誤った捨て方

により発火事故が発生している。

5,537 5,397 7,025 1拡大・拡充

ごみの散乱のない快適なまちづくり

を推進するために、環境美化をはじ

めとした、啓発事業等を継続的に進

める必要がある。リチウムイオン電

池などの誤った捨て方により発火事

故が発生しているため、正しい排出

方法の周知や防止対策が急務となっ

ている。

利用者による適正なごみの分別及び

ごみ集積所の運営環境を確保するた

め、ごみの出し方について鎌ケ谷Ａ

Ｉごみナビ、印刷物による啓発、ご

み分別講座を実施する。また、リチ

ウムイオン電池などへの対策として

新たに有害ごみ袋を作製するととも

に、市民に配布し排出方法の周知徹

底を図る。
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81

会計名：一般

款項目：4-2-2

事業名：ごみ減量業務に要する経費

クリーン

推進課
○

有価物回収運動奨励金や生ごみ処理

容器等購入費補助金等を支出する。

有価物の回収量は社会変化により減

少傾向にあり、リユース意識の高ま

りや紙類などはデジタル化の進展に

よる影響が考えられる。また、当日

朝の回収場所の周知（旗出し）につ

いては、PTAの負担軽減が課題とし

て挙げられている。生ごみ処理容器

等購入費の補助金は利用者が増加傾

向にある。

6,617 6,196 7,986 2精査・検証

ごみの減量化及び資源化の促進は、

市民に直接働きかけを行う施策であ

るため、PR活動等を継続して実施す

る必要がある。

生ごみ処理容器等購入費補助金は、

利用者が年々増加傾向にある。

有価物回収運動の事業主体である

PTAが少子化及び共働き世帯の増加

により、加入者が減少し、PTAから

の負担軽減についての相談があった

場合は、他の事例を紹介するなど、

対応していく。両事業について、市

ホームページや鎌ケ谷AIごみナビな

どで啓発していくことで、市民に対

するごみ減量化・資源化の意識高揚

を図り、循環型社会の構築を推進し

ていく。

82

会計名：一般

款項目：4-2-2

事業名：柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組

合に要する経費（ごみ処理等）

クリーン

推進課

柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組合構成

団体の地区内（柏市沼南地域・鎌ケ

谷市全域）で排出されたごみを適正

処理するために建設された施設の建

設施設償還金及び施設運転管理等の

経費を負担するもの。

柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組合にお

いて、本市と柏市（旧沼南地区）の

ごみの共同処理を実施しているが、

30年近く経過し老朽化した施設の継

続した安定稼働を確保するため、更

新や千葉県ごみ処理広域化・ごみ処

理施設集約化計画を踏まえた計画の

策定を行っていく必要がある。

柏市と共同処理に関する協議を行っ

ており、単独運営を視野に入れた運

営の検討が必要である。

1,363,931 1,482,254 1,365,870 2精査・検証

継続して老朽化した施設の安定稼働

を図るための適切な維持管理及び運

営を行うとともに、柏市と共同処理

について協議を行っていくため。

環境衛生組合及び構成市とともにク

リーンセンターしらさぎの運営が円

滑に進むよう継続して協議・調整を

進める。また、柏市と共同処理につ

いて協議を行う。

リサイクルセンターの計画的な更新

を行うため、更新計画を整理する。

83

会計名：一般

款項目：4-2-2

事業名：旧クリーンセンター管理に要

する経費

クリーン

推進課

休止中である旧クリーンセンターの

維持管理を適正に行い、周辺環境や

安全を確保するもの。

旧クリーンセンターは建設後40年が

経過し老朽化が顕著であり施設の保

全と安全の確保のため、周辺に十分

に配慮しながら適切な管理を要す

る。

特に施設の内部の壁や天井、扉に不

具合が生じてきており、適切な対応

が必要である。

1,506 190 219 2精査・検証

効率的・効果的な管理について検証

を行いながら、計画的に管理を行っ

ていくため。

施設の保全と安全の確保を目的とし

て、効率的な管理を行う。

必要最小限の対応がとれるよう、計

画的な点検を行いながら、必要な修

繕及び維持管理について実施する。

84

会計名：一般

款項目：4-2-2

事業名：最終処分場に要する経費

クリーン

推進課

埋立てが終了した鎌ケ谷市一般廃棄

物最終処分場を適正に管理し、周辺

環境及び地下水の水質を保全するも

の。

埋立終了から20年以上が経過してい

ることから、廃止に向けた調査研究

を進めていくことが求められてい

る。

当該用地は一部、環境衛生組合が行

う周辺整備実施事業計画区域にあた

るため、事業の進捗を見極めながら

廃止を検討する必要がある。

4,512 4,596 4,810 2精査・検証

埋立て終了から20年以上が経過して

おり、廃止に向けて各種データ収集

等を行いながら、継続して適正な維

持管理を行っていくため。

安全を確保した適正な維持管理を継

続しながら、廃止に向けた各種デー

タの収集及び調査研究を行う。

浸出液観測池や覆土について指摘事

項に基づき、状況確認をしながら必

要な対応を実施していく。
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85

会計名：一般

款項目：4-2-2

事業名：ふれあい収集事業

クリーン

推進課
○ ○

自らごみを出すことが困難な高齢者

や障がい者等に対して、ごみの戸別

収集となるふれあい収集事業を実施

することに伴い、柏・白井・鎌ケ谷

環境衛生組合に係る経費等を負担す

る。

令和2年度開始以降、毎年度、利用者

が増加している。

戸別収集のため安否確認を兼ねてい

るが、高齢者特有の疾病等により、

入院や外泊時における利用休止の手

続き漏れがある。

10,326 10,003 10,670 1拡大・拡充

少子高齢化により、さらに利用者の

増加が見込まれる。

ごみ出しが困難な方に対して、戸別

収集を行うことは、日常生活の負担

や不安の軽減につながるものであ

る。

対象者の利用開始希望日に間に合う

よう申請、面談から決定までの事務

処理を迅速に行う。また、利用者に

対し聞き取り等を実施し、利用状況

の把握やサービス改善につなげる。

86

会計名：一般

款項目：4-2-3

事業名：し尿処理事務に要する経費

クリーン

推進課
○

し尿収集運搬及びし尿処理手数料徴

収を行うもの及び合併処理浄化槽の

設置の補助を行い水質汚濁の改善を

図るもの。

社会的な物価上昇等により、汲取り

便槽・単独処理浄化槽から合併処理

浄化槽への転換件数が伸び悩んでい

る。また、単独処理浄化槽がある建

物は建替えを行う時期を迎えてお

り、浄化槽のみを転換する件数は

年々減少傾向にある。

本市の汚水処理事業を経済的かつ効

率的に推進できるよう公共下水道整

備計画による進捗を注視する必要が

ある。

し尿処理手数料収入は、公共下水道

等の普及進捗により減少しており、

また、収集手数料は近年の物価上昇

により、受益者負担割合がアンバラ

ンスなので、近隣市を含めた手数料

を調査研究する必要がある。

90,624 90,395 94,759 2精査・検証

し尿処理事業を適切に運営するた

め、堅実な事業管理の継続と、更な

る効率的・効果的な運営に努める。

合併処理浄化槽転換補助事業をより

効果的な補助制度とするため、制度

の周知等について検証を行いなが

ら、継続して事業を展開し、また、

水系保全・改善の観点から合併処理

浄化槽の普及を図る。

合併処理浄化槽への転換件数の増加

を図るため、対象者に対してより効

果的な周知を行い、当該制度の利用

促進を図る。

本市のし尿処理手数料については近

隣市に比べて手数料が低いことから

額の改定を予定している。

87

会計名：一般

款項目：4-2-3

事業名：柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組

合に要する経費（し尿処理等）

クリーン

推進課

柏・白井・鎌ケ谷環境衛生組合構成

団体の地区内（柏市沼南地区・白井

市・鎌ケ谷市）で排出されたし尿及

び浄化槽汚泥を適正処理するために

建設された施設の維持管理等の経費

を負担するもの。

アクアセンターあじさい稼働後25年

以上が経過し、施設設備の老朽化の

進行による維持管理費の増加が見込

まれる。

国が定めるインフラ長寿命化基本計

画に基づき環境衛生組合が作成した

当該施設の個別施設計画を検証する

必要がある。

241,706 238,570 248,602 2精査・検証

当該施設の老朽化が進行しているこ

とから必要な修繕計画を環境衛生組

合と検討及び検証し、継続して適切

な維持管理等に必要な経費を負担し

ていくため。

当該施設の適切な機能保全のため、

計画的な修繕等について、環境衛生

組合及び構成市と継続して協議・調

整を行う。
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88

会計名：一般

款項目：4-1-1

事業名：狂犬病予防等に要する経費

環境課 ○

狂犬病による被害を防止するため、

犬の登録及び予防注射（集合注射）

を実施する。

登録や予防注射済みの所有者に鑑札

及び注射済証を交付する。集合注射

が行えなかった場合には、動物病院

で予防注射を行った後に、窓口で鑑

札及び注射済証の交付を行う。

また、動物愛護の観点から「人」と

「動物」との共生社会を目指し、

「飼い主のいない猫」による生活環

境への影響を最小限に抑えるため、

不妊去勢手術を行い、「飼い主のい

ない猫」の増加抑制を図る。

狂犬病予防注射の接種率は全国平均

70.8％（令和6年度末）であるが、本

市の令和7年度実績はそれを上回る

78.8％となっている。狂犬病による

被害を防止するため、引き続き、予

防接種率の向上に努める必要があ

る。

また、飼い主のいない猫の不妊去勢

手術件数は令和7年度実績で68件で

あったが、申請者が対象の猫を捕ま

えられない事例が複数あった為、引

き続き、件数の向上に努める。

6,116 6,797 7,925 2精査・検証

狂犬病予防法により、市に義務付け

られた業務であるため、予防注射を

未接種の飼い主への督促を今後も継

続していく必要がある。

飼い主のいない猫による糞・尿被害

や鳴き声など市民からの苦情が多く

なっていることもあり、不幸な猫を

増やさないためにも、今後も事業を

継続していく必要がある。

狂犬病予防集合注射の接種率は増加

したが、未接種の犬を減らすため、

飼い主に対し接種を促すとともに接

種率向上の対策を講じる。

「飼い主のいない猫不妊・去勢助成

事業」については、引き続き飼い主

のいない猫の個体数の抑制を図るた

めに、より多くの方に制度を利用し

て頂くよう周知するとともに、愛護

動物に関する苦情については保健所

と共同で巡回指導を行う。

89

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：生活排水対策に要する経費

環境課 ○

水質を保全するため、水質汚濁防止

法により公共用水域の水質の測定を

行い、県に報告する。また、市民へ

の河川等への浄化意識の啓発を促

す。

千葉県の北部・北西部に位置する手

賀沼・印旛沼は昭和30年代以降の都

市化の影響により水質が悪化し環境

基準を達成していない状況が続いて

いる。手賀沼・印旛沼に流れ込む鎌

ケ谷市の水域にも更なる水質改善を

図っていく必要がある。

2,488 2,516 3,114 2精査・検証

手賀沼、印旛沼、真間川流域の最上

流部に位置しているため、水質調査

の継続実施・監視に取り組む必要が

ある。

水質改善を図るため、鎌ケ谷市内の

公共用水域10カ所で水質調査を行い

汚染状況の把握をする。

市民の意識向上の為、イベント等で

の水質浄化の啓発活動回数を増や

す。

90

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：四市複合事務組合に要する経

費

環境課

斎場事業の運営にかかる分賦金とし

て、管理運営費と施設整備費を支出

している。

本市民の利用率が高い馬込斎場につ

いては、令和5年2月に大規模改修が

完了するとともに、令和5年4月から

火葬料金や式場料金の改定が行わ

れ、当面の間は大きな改修や使用料

改定の予定はないと想定されるが、

引き続き施設の維持管理や受益者負

担の適正化について、関係3市（船橋

市、習志野市、八千代市）とともに

注視していく必要がある。また、

年々火葬件数が増加しており、2040

年頃までは死亡者増が見込まれるこ

とから、今後の火葬需要の増加への

対応を検討していく必要がある。

100,160 113,794 123,085 2精査・検証

斎場利用状況の将来予測等により、

斎場事業の総合的な検討を行ってい

く必要があるため。

本経費は四市複合事務組合へ支払う

負担金額である。引き続き、適正な

管理運営が行われているか確認す

る。
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91

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：害虫駆除に要する経費

環境課

民有地にできたスズメバチの巣につ

いて、人的被害が及ばないよう、委

託業者に駆除の依頼を行う。

気候変動や生活環境の変化などによ

り、スズメバチの巣の駆除につい

て、市民からの相談や駆除要請が増

加傾向にある。

770 1,148 992 2精査・検証

地球温暖化により、外来生物（害

虫）が生存しやすい生態系になりつ

つあり、またその外来生物が原因で

市民の安全を脅かす生活環境になり

つつあるので、市民の安全・安心の

観点からも、引き続き人の生命の危

険を及ぼすスズメバチについては駆

除を行う必要がある。

近年、千葉県内で特定外来生物であ

るアライグマによる被害が増加して

おり、防除を目的に「千葉県アライ

グマ防除実施計画」が策定されてい

る。本市においてもアライグマの目

撃情報が散見されていることから、

アライグマ防除に取り掛かる必要が

ある。

92

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：手賀沼・印旛沼等水質保全に

要する経費

環境課

手賀沼水環境保全協議会と印旛沼水

質保全協議会で行う水質改善事業に

係る運営費を負担し、湖沼の水質改

善に取り組む。

水質改善を目的とした協議会の運営

並び事業の一部に参画しているた

め、業務運営並びに運営費の効果的

な活用に努める必要がある。

927 889 1,177 2精査・検証

水質改善の啓発活動や協議会の構成

市として当会の効果的な運営を注視

していく必要がある。

手賀沼、印旛沼、真間川流域の最上

流部に位置しているため、水質調査

の継続実施・監視に取り組む必要が

ある。

93

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：環境保全の啓発に要する経費

環境課 ○

令和5年3月に策定した鎌ケ谷市第3次

環境基本計画に基づき、市民・事業

者・行政が一体となって、地球温暖

化対策や生物多様性等の環境保全を

啓発・推進するため、環境講座やイ

ベント、補助事業等を実施する。

市が率先して温室効果ガスの排出削

減を推進していくため、再エネ100％

の電力やガスの導入、国の補助金を

活用して公共施設へ再生可能エネル

ギー設備等を導入してきた。市の事

務事業からだけではなく、さらに、

市域の脱炭素化を進めていくため、

市民・事業者の環境に関する問題意

識の向上を図り、各種情報ツールに

よる情報発信、企業や大学との協働

事業等を実施し、啓発活動を行って

いく。

13,832 14,242 14,844 2精査・検証

事務事業の脱炭素化だけではなく、

市域からの温室効果ガスの排出抑制

についても、市民・事業者に対し

て、効果的に環境保全の意識の醸成

を図る必要があるため、さらに多く

の主体等と協働で事業を進めてい

く。

国が掲げる2050年カーボンニュート

ラルを目指し、本市もゼロカーボン

シティ宣言を行ったことから、引き

続き,PPA方式による太陽光発電設備

等の導入を進める。また、環境保全

団体や学校、庁内他課など、より多

くの主体と連携して事業を実施し、

各種講座やイベント開催等のPR を図

る。

94

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：大気汚染・騒音・振動防止対

策の推進に要する経費

環境課 ○

基地を抱える鎌ケ谷市として市民生

活への影響を把握するため下総航空

基地周辺騒音調査を行う（県4箇所、

市1箇所）。また、県が自動車騒音対

策を計画的総合的に行うため、騒音

規制法第18条により市が自動車騒音

の状況を常時監視することになって

おり、主要幹線道路の自動車騒音監

視業務を行う。

千葉県及び本市が測定した下総航空

基地周辺騒音調査では市内環境基準

値を下回っていた。自動車騒音監視

業務では環境基準達成率は89.7％で

あった。

2,723 2,640 1,469 1拡大・拡充

法令等により市に義務付けられた業

務であるため、主要幹線道路による

公害状況を今後も測定し、結果を注

視していく必要がある。

市が実施する下総航空基地での騒音

調査では、これまで一度も環境基準

値を上回ったことがないこと、県が

実施する騒音調査は毎年継続して実

施する予定であることを鑑み、航空

機騒音の調査は隔年で実施すること

とし、代わりに悪臭相談への対応と

して、臭気測定を実施するための予

算を確保する。
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95

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：地下水汚染防止対策の推進に

要する経費

環境課

地下水汚染の実態を把握するため、

定期調査し地下水汚染状況のモニタ

リングを実施する。また発見された

汚染の解消を目指して、原因究明に

つながる調査を実施する。

令和6年にPFASに係る地下水汚染が

判明したことから、より一層の地域

への情報発信に努めてきた。汚染解

消には原因究明のための継続した調

査が必要となり、また調査の進め方

に関して知見を有する千葉県の協力

を得ながら実施する必要がある。

15,329 7,635 4,834 2精査・検証

汚染原因の特定を目指して、原因究

明につながる調査を実施するととも

に、地域住民のための各種支援策を

継続して実施する。

PFAS等を含めた地下水汚染状況を把

握する必要があるため、汚染井戸の

モニタリングを継続する。また、

ボーリング調査などの機構解明調査

の実施を検討する。

96

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：放射線対策に要する経費

環境課

市民の不安を解消するため、食品等

の放射性物質の簡易測定検査及び、

空間放射線量の測定を行う。

放射線量は長期で安定した値を示し

ているが、科学的にも放射性物質の

半減期が、30年と立証されているた

め、継続したモニタリングを行う。

0 0 28 2精査・検証

除去土壌に関して、令和6年度末に除

去土壌の埋立処分に係るガイドライ

ンが示されたため、今後事業の拡

大・拡充が見込まれる。

除去土壌に関して、令和6年度末に除

去土壌の埋立処分に係るガイドライ

ンが示されたため、今後処分方法の

検討を行い、方法を決定する。

97

会計名：一般

款項目：4-1-3

事業名：水道の衛生対策に要する経費

環境課 ○

地方分権改革の推進のため平成25年

度より保健所から権限移譲された事

務（専用水道、簡易専用水道、小規

模専用水道、小規模簡易専用水道）

を実施する。

届出のある水道施設（16施設）の立

入検査を実施している。また、専門

知識を有する職員の確保・育成が必

要である。

3,450 3,644 3,768 2精査・検証

法令等により、市に義務付けられた

業務であるため、今後もより効率的

な体制で事業を継続していく。

水道施設の立入検査を実施し、適正

な飲用水の確保をするとともに、引

き続き、事務（専用水道及び簡易専

用水道）の習熟を図る。

98

会計名：一般

款項目：6-1-2

事業名：農業総務事務に要する経費

農業振興

課

主に消耗品費、賃金（会計年度任用

職員）及び放射性物質検査等に係る

費用である。

震災から10年以上経過しており、こ

こ数年は放射線量も安定している。

千葉県では放射能検査を終了してお

り（一部林産を除く）近隣市の状況

を踏まえ、事業の在り方を検討す

る。

2,419 2,600 2,734 3縮小・統合

本市では約半数の農業者が消費者に

直接販売する直売所を設けており、

14年間、農産物の放射性物質スク

リーニング検査を実施してきた。

これまで一度も基準値を超過した例

がないことから、今後は事業を縮小

していく。

安心・安全な農産物の提供にあた

り、検査対象の品目数や検体数を減

少して事業を実施する。
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99

会計名：一般

款項目：6-1-3

事業名：農業振興資金融資等に要する

経費

農業振興

課

農協と覚書を取り交わし預託する。

その預託金を原資として農業者に資

金貸付けを行い、利子の一部を市が

負担する。

新規就農者の伸び悩みは後継者不足

だけではなく、機械・設備購入の負

担が大きいと考えられる。

機械・設備購入の際の利子補給を充

実させ、農業経営の安定化及び振興

を図る必要がある。

25,590 25,772 26,091 2精査・検証

農業経営の安定化等をはかるため、

融資制度の効果的な運用を精査・検

証する必要がある。

農業者の更なる利用促進に向け、利

子補給率及び融資範囲について、定

期的に精査・検証する。

100

会計名：一般

款項目：6-1-3

事業名：市民農園に要する経費

農業振興

課
○

市街化区域内にある農地を借り受

け、市民に農園の貸付を行う。

本市が進める都市農業において、市

街化区域内の農地を農業者以外に貸

し出す本制度を継続し、農業への理

解を深める必要がある。近隣の市町

村では、市街化調整区域を市民農園

として貸付けしていることに加え、

民間企業が運営する貸し農園が増加

傾向にある。

1,628 1,716 1,717 2精査・検証
環境整備を行い利用者の利便性を高

めていく必要があるため。

引き続き環境整備等に取り組み、利

用者の利便性の向上を図り、市民農

園の拡充について調査研究する。

101

会計名：一般

款項目：6-1-3

事業名：鎌ケ谷農産物ブランド育成に

要する経費

農業振興

課
○

市内農産物の販路拡大及び安定供給

のためのPRを図る。

原油高騰により燃料や肥料、ビニー

ルなどあらゆる生産資材が高騰し続

けており、農家経営を直撃してい

る。引き続きブランド化に意欲的な

農業者に対して、鎌ケ谷ブランド農

産物認定農家・生産者団体の推進を

図るとともに、鎌ケ谷市の農産物の

特色や活用について改めて見直す必

要がある。

5,865 7,278 7,679 2精査・検証

本市の農業を発展させるためには、

市のマスコットキャラクターかまた

んや農産物ブランドロゴマーク等を

活用した更なる農産物のPRを検討す

る必要があるため。

各種イベントに積極的に参加し、か

またんを活用した農産物のPRを強化

する。

また、昨年度に引き続き販路拡大事

業として、可処分所得の多い都心の

居住者をターゲットにしたイベント

を開催する。

102

会計名：一般

款項目：6-1-3

事業名：援農ボランティア推進に要す

る経費

農業振興

課
○

援農ボランティア養成講座を実施し

て、ボランティアを育成・派遣す

る。

全国的に農業者の高齢化や担い手不

足により年々農業者が減少してい

る。

さらに近年は、都市化の進展に伴い

農業を取り巻く環境は厳しいものに

なっている。

250 250 250 2精査・検証

「自然に触れたい」、「農作業を体

験したい」と考えている市民を援農

ボランティアを通じて、農業者と

マッチングすることにより、人手不

足の解消に繋がるため。

受入れ希望の農業者とのマッチング

を円滑に行うため、受講内容、募集

の工夫、受講期間のあり方を検証

し、受入れ希望農家への講座参加を

促す。

27ページ



令和６年度 令和７年度 令和８年度

NO 決算額 決算額 予算額

令和8年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（簡易評価表）

令和８年度に取組む改革・改善内容事業名 担当課室

優先度

高い事

務事業

うち多

額の経

費対象

事務事業の概要 環境分析（課題含む） 総合評価 総合評価の理由

103

会計名：一般

款項目：6-1-3

事業名：農業振興対策事業に要する経

費

農業振興

課
○

農業経営の安定化を図るべく、補助

金等の支援を行う。

全国的に農業者の高齢化や担い手不

足が進行している。

農林業センサスにおいて、基本三指

標（経営体数・耕地面積・従事者

数）が5年毎の調査の度に減少してい

る。

22,859 12,765 7,796 2精査・検証

営農環境が変化していく中で、各農

業団体へ補助金を交付し、本市の農

業経営の安定的な発展が必要がある

ため。

引き続き農業関係団体の安定的な発

展のため、補助金を交付する。

104

会計名：一般

款項目：6-1-3

事業名：農業関係者等との連携に要す

る経費

農業振興

課

農業行政全般に係る各種事業の実施

案内等の周知徹底と、基本方針の決

定を図るための委員報酬。

農家実行組合は、本市からの情報伝

達や意見集約など本市農業の推進に

おいて重要な役割を果たしている。

農家が減少している現状において、

引き続き協働で取り組む必要があ

る。

142 213 182 2精査・検証

災害時や急を有する農業者に有益な

情報を効率よく提供し取りまとめる

必要があるため。

農業経営体の発展の観点から、相互

連携体制の拡充、農業者にとって有

益な情報の周知を積極的に行う。

105

会計名：一般

款項目：6-1-3

事業名：農業関係団体との協力事業に

要する経費

農業振興

課

農業経営体の育成、健全な運営のた

めに、各農業団体へ負担金を支払

う。

全国的に農業者の高齢化や担い手不

足が進行している。

　農林業センサスにおいて、基本三

指標（経営体数・耕地面積・従事者

数）が５年毎の調査の度に減少して

いる。

1,286 1,220 1,221 2精査・検証

営農環境が変化していく中で、　各

農業団体へ負担金を交付し、本市の

農業経営の安定的な発展が必要があ

るため。

引き続き農業関係団体の安定的な発

展のため、負担金を交付する。

106

会計名：一般

款項目：6-1-3

事業名：果樹剪定枝リサイクル事業

農業振興

課
○ ○

果樹剪定枝等の回収を行い、剪定枝

を原料とした糞尿吸着材等を生産す

る。

従来、果樹剪定枝の処分は、農業者

が畑で焼却処分することが通常で

あった。本市で推進する都市農業で

は、畑の周辺に住宅が立ち並び、焼

却処分が難しくなっている。また、

世界的に温暖化が進み環境問題とし

ても捉えられていることから、単純

に焼却するのではなく、リサイクル

に重点を置く必要がある。

20,385 20,384 20,385 2精査・検証

農業者の負担を軽減するため行政が

事業として介入する意味がある。

また、環境に配慮した農業を持続す

る必要があるため。

事業を安定的に実施するため、現在

取り組んでいる糞尿吸着剤以外の処

理方法を調査研究する。

また、梨の剪定枝等を製鉄に利用す

る取り組みについて、鉄鋼メーカー

であるJFE商事との協議を引き続き進

めていく。
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107

会計名：一般

款項目：6-1-3

事業名：インターネット梨販売事業

農業振興

課
○ ○

本市の特産品である梨の販路拡大の

ため、インターネットを活用して梨

を販売する農家団体に対し、補助金

を交付する。併せてインターネット

梨販売のプロモーション等を継続し

て行う。

本市は、県内有数の梨の産地である

が、産地間競争が激しさを増す中

で、鎌ケ谷の梨の知名度を向上させ

る必要があるため、当該事業により

販路拡大、販売促進、ブランド化の

確立を目指す。

1,563 1,258 1,478 2精査・検証

将来的に農家団体が自走できるよ

う、体制整備を進めるとともに、当

該事業を通して梨のブランド化を図

る必要があるため。

後継者問題や物価高騰の影響もあ

り、農家団体の会員数も減少傾向に

ある。当該事業は、市のプロモー

ション資するものであり、引き続き

当該事業の継続について、精査・検

証する必要がある。

108

会計名：一般

款項目：6-1-4

事業名：畜産振興に要する経費

農業振興

課

鎌ケ谷市家畜防疫協会等に対して、

補助金等の支援を行う。

畜産農家が全国的に減少している

中、引き続き、協会と連携し各種伝

染病の発生の防止と家畜防疫体制の

強化が必要である。

285 285 312 2精査・検証
各種伝染病の発生の防止と家畜防疫

体制の確立のため。

継続して家畜の健康管理や防疫体制

を整えるため負担金を支払う。

109

会計名：一般

款項目：6-1-5

事業名：農地事務に要する経費

農業振興

課

県営手賀沼土地改良施設の維持管理

及び印旛沼流域の土地改良施設の維

持管理費等に係る負担金を支払う。

昭和43年に完成した手賀沼干拓事業

から築後50余年が経過し、老朽化が

目立っている。

これまでも排水機能の低下が見られ

ることから、老朽箇所や不良箇所の

補修、交換整備を行い施設機能の保

全を図る必要がある。

1,178 1,264 1,602 2精査・検証

排水機場の施設維持管理は、受益地

域である流域市町村が携わる必要が

あるため。

引き続き業務内容を精査し、本市の

負担割合に応じた事業費を支払う。

110

会計名：一般

款項目：13-2-5

事業名：森林環境譲与税基金積立に要

する経費

農業振興

課

国内における森林の維持や管理、森

林資源の活用を促進する。

世界的に環境問題が取り上げられ、

木材製品等の利用が増えている。引

き続き庁内へ森林環境譲与税の活用

を促し有効活用していくことが必要

である。

12,539 13,214 13,007 2精査・検証
引き続き精査・検証を行い、事業を

推進していく必要があるため。

引き続き木材製品等への活用につい

て推進するため、財政担当課と協力

して庁内周知等に取り組む。
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111

会計名：一般

款項目：5-1-1

事業名：雇用安定事務に要する経費

商工観光

課
○

中小企業退職金共済掛金補助金の交

付や無料職業紹介の充実及び就職支

援セミナー等の開催により雇用の安

定化を図る。

雇用・所得環境の改善の動きがみら

れるが、中東情勢により、更なる物

価高騰等が生じていることから、雇

用環境に及ぼす影響を中止していく

必要がある。

5,060 4,976 3,835 2精査・検証

経済、雇用情勢については持ち直し

の動きがあるものの中東情勢による

更なる物価高騰が生じており、市内

の中小企業で働く従業員の福祉の向

上及び就労希望者の要望に応えられ

るよう、求人求職の相談・紹介を

し、雇用の安定化を引き続き図って

いく必要があるため。

中小企業退職金共済掛金補助金や無

料職業紹介所の積極的な周知を行う

ことで雇用の安定化を図るほか、各

種就職支援セミナーを近隣自治体と

連携して市広報誌・ホームページ・

SNSにより周知及び実施し、積極的

な就職支援を行う。また、新たにハ

ローワーク船橋と連携した就職相談

会の開催に向けて取り組む。

112

会計名：一般

款項目：7-1-2

事業名：商工業振興に要する経費

商工観光

課
○

市内中小企業等が組織する団体に対

して、補助金交付等による支援を行

う。

長期化する物価高騰や経営者の高齢

化により、商店会の会員数の減少や

解散の傾向がある。

23,348 20,147 20,702 2精査・検証

時限的に補助率を上乗せしている街

路灯撤去やLED化の補助は各団体の

負担軽減に寄与しているものの、中

東情勢により、更なる物価高騰等が

生じていることから、引き続き支援

を行う必要があるため。

老朽化した商店会街路灯の撤去や

LED化を促進することにより、高騰

する光熱費等の財政的負担を軽減を

図ることで、地域活性化につながる

各商店会のイベント開催を後押しす

る。また、令和5年度から8年度と

いった時限的措置として実施してい

る街路灯撤去に係る補助率の引き上

げについて、商店会への意向調査を

実施しながら、方針を決定する。

113

会計名：一般

款項目：7-1-2

事業名：中小企業資金融資等に要する

経費

商工観光

課
○

制度融資の実行や、当該融資におけ

る利子補給金の交付等により、中小

企業の支援を行う。

エネルギー価格等の物価高騰、円

安、市中金利の上昇等の影響によ

り、中小企業は依然として厳しい経

営環境である。

98,258 98,306 109,362 1拡大・拡充

中小企業の経営環境は、物価高騰等

の影響により先行き不透明であるこ

とから、引き続き支援を行う必要が

あるため。

市中金利が上昇傾向にあることか

ら、次年度以降の本市資金融資制度

の金利の決定における参考とするた

め、近隣市等と情報交換の促進を図

る。また、市ホームページやパンフ

レットの配架等により、制度の周知

を図る。

114

会計名：一般

款項目：7-1-2

事業名：企業誘致基本計画推進事業

商工観光

課
○ ○

企業誘致基本計画、企業誘致促進条

例及び施行規則に基づき、企業・地

権者訪問等を実施するとともに、企

業立地奨励金等を活用し、企業誘致

の促進を図る。

引き続き、地域経済活性化や雇用機

会創出、税収増加等に繋がる新たな

企業の立地が求められる。北千葉道

路整備状況等、本市を取り巻く環境

の変化によって、企業進出の機運が

高まることが期待される。

2,977 2,379 10,268 1拡大・拡充

企業の立地は、地域経済活性化及び

市の財政基盤の強化に繋がることか

ら、引き続き、本事業を継続してい

く必要があるため。

令和８年度は企業誘致推進室を設置

し産業用地検討（適地・可能性）調

査を行い企業を誘致する適地を選定

するなど施策を進め企業誘致を促進

していく。
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115

会計名：一般

款項目：7-1-2

事業名：空き店舗活用事業

商工観光

課
○ ○

まちの賑わい創出を図るため、空き

店舗を活用し、商店会の集客及びイ

メージアップに繋がる事業を行う出

店者に対し、店舗改装費等の総額2分

の1（上限70万円）を補助する。

今後、高齢化による後継者問題等に

より閉業する店舗の増加が予想さ

れ、それに伴い、各地域における商

店会の会員数の減少、イベント活動

の縮小など、まちの賑わい喪失に繋

がる懸念がある。

2,610 2,019 2,800 2精査・検証

空き店舗を活用し、商店会の集客及

びイメージアップに繋がる店舗の開

店を支援することで、まちの賑わい

創出を図る必要があるため。

より多くの人に活用してもらえるよ

う様々な媒体での周知を行うととも

に、補助金活用者の事業継続に繋が

るよう実績報告会等を開催し、フォ

ローアップを行う。

116

会計名：一般

款項目：7-1-2

事業名：創業支援事業

商工観光

課
○ ○

本市では創業支援を行うべく、「創

業支援等事業計画」の認定を国から

受けている。

計画に基づく、創業支援セミナーを

専門性に長けた民間事業者に業務委

託し、開催している。

平成28年度以降、創業支援セミナー

を開催しているが、受講者は創業ま

でにある程度の期間を要することか

ら、継続的な支援が必要である。

2,690 2,583 3,000 2精査・検証

セミナーの開催等により、創業機運

の醸成及び創業者等をサポートする

ことで、将来的には商工業の振興及

び地域活性化に繋がるため。

参加者にとってよりよいセミナーに

なるよう、運営委託会社と協議のう

え、開催時期、期間、内容について

検討する。また、今年度より有料化

した受講料の徴収方法を検討するほ

か、徴収の影響について確認する。

117

会計名：一般

款項目：7-1-2

事業名：コミュニティビジネス事業・

ベンチャービジネス事業

商工観光

課
○ ○

コミュニティビジネス事業やベン

チャービジネス事業を行う対象者に

補助金を交付し、新たに起業する人

や市内事業者の支援を行う。

物価高騰や少子高齢化、デジタル社

会の進展等、近年、地域課題も多様

化していることに伴い、申請内容も

多種多様化していることから、多角

的な視点による審査が求められてい

る。

3,007 3,939 2,836 2精査・検証

引き続き、補助金交付による新事業

の支援を行うとともに、実績報告会

の開催による事業者同士の繋がりを

創出する機会を提供することで、市

内商工業の振興及び発展に繋げるた

め。

複数の団体の専門的な知識をもつ委

員で評価審査会を運営し、多角的な

審査を行うとともに、コミュニ

ティ・ベンチャービジネス事業補助

金及び空き店舗活用補助金活用者の

実績報告会への参加を促し、事業者

同士の交流の場を創出することによ

り、更なる事業者間の連携を促す。

118

会計名：一般

款項目：7-1-2

事業名：キャッシュレス決済ポイント

還元事業

商工観光

課
○ ○

市内の対象店舗において、対象の

キャッシュレス決済（スマートフォ

ンを利用したQR決済及びバーコード

決済）サービス等を利用した方に、

ポイント（還元率最大15％）を還元

することで、生活者及び事業者支援

を行うとともに、地域経済を活性化

する。

食料品等の物価高騰の影響は市民生

活に影響するとともに、エネルギー

価格等の物価高騰の影響は事業者に

も影響があり、地域経済への懸念材

料となっている。

0 0 0
4終了・廃

止・休止

国の物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金を活用しており、令和９

年度の実施は予定していないため。

令和7年度に引き続き事業を継続して

実施し、キャッシュレス決済に不慣

れな方向けに利用者向け個別相談会

を実施するとともに、キャッシュレ

ス決済ポイント還元キャンペーンを

実施する。
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119

会計名：一般

款項目：7-1-3

事業名：消費者対策に要する経費

商工観光

課
○

消費者被害に対する相談業務や、啓

発のための講座の開催及びチラシの

配布等を行う。

商品や購入方法の多様化に加え、生

活スタイルに大きな違いが出てきた

ことで、問題が複雑・巧妙化してき

ている。

7,313 7,786 8,136 2精査・検証

商品や購入方法の多様化、消費者問

題の複雑化に対応するため、現在の

状況を精査し、事業内容を検討して

いく必要があるため。

「消費生活」という言葉の認知度向

上のため、引き続き講座・啓発チラ

シの作成を行い、消費者トラブルが

身近であることや相談場所があるこ

とを広くPRする。

120

会計名：一般

款項目：7-1-4

事業名：観光振興に要する経費

商工観光

課
○

観光イベントや観光PR等、本市の魅

力発信に資する取組を行う。また、

鎌ケ谷市ふるさと産品協会が実施す

る宣伝及び販売促進事業等に係る経

費に対し、交付基準により補助金を

支出する。

市の認知度やブランド力向上に資す

るため、ふるさと産品の更なる普

及・促進に取り組むとともに、観光

客のニーズや環境の変化に対応した

観光施策を考えていく必要がある。

1,023 1,074 1,534 2精査・検証

観光は総合産業であり、にぎわいを

創出し、市の魅力を向上させていく

ために、引き続き観光施策を推進し

ていく必要があるため。

観光は総合産業という視点のもと、

関係部署や事業者と連携し、第２期

観光ビジョンに基づいた事業を実施

する。また、第2期観光ビジョンで定

めた新規アクションに着手するとと

もに、28のアクションの実施状況を

把握し、第2期観光ビジョンを進行管

理する。

121

会計名：一般

款項目：7-1-4

事業名：ファイターズ（鎌ケ谷スタジ

アム）連携強化事業に要する経費

商工観光

課
○

知名度の向上や地域の活性化など多

分野にわたり取組を広げていくた

め、本市の重要な地域資源である

ファイターズ鎌ケ谷スタジアムと連

携して事業を実施する。

ファイターズ鎌ケ谷スタジアムの移

転意向表明がなされたが、今後も連

携を強化・継続していくことで合意

している。令和7年度に実施した教育

旅行のほか、鎌ケ谷デーやお披露目

会といった注目度の高いイベントを

引き続き実施することで、市や特産

品のPR等を行う必要がある。

11,017 2,486 3,629 2精査・検証

引き続き、球団との連携を強化・継

続して事業を実施し、更なる市や特

産品のPR等を行う必要がある。

今後の連携の核となる教育旅行や鎌

ケ谷デーやお披露目会などの連携事

業のほか、市内回遊性の向上等に寄

与するロゲイニングといった新規事

業の実施など、球団と連携した事業

に取り組む。

122

会計名：一般

款項目：2-1-9

事業名：協働の推進に要する経費

市民活動

推進課
○

協働によるまちづくりの推進を図る

ため、「鎌ケ谷市 協働のためのアク

ションプラン22」に掲げた各施策を

展開する。

従来からの少子高齢化や地方分権の

進展に加え、新型コロナウイルス感

染症を契機とした地域社会を取り巻

く環境の変化は著しく、地域課題も

新たなものが浮き彫りになるなどさ

らに多様化しており、まちづくりに

おける協働の重要性はますます高く

なっている。

2,423 2,207 3,295 2精査・検証

市民公益活動団体の活動の推進のた

め、「市民活動応援補助金」による

活動支援や、地域づくりコーディ

ネーターの活用により多様な主体を

繋ぐことで、市の市民公益活動を活

性化させる必要がある。

市民とのアクションプランの計画期

間が令和8年度末であったため、令和

7年度に期間を無期限とあした。

市民公益活動団体の活動や多様な主

体の協働の推進のため、「市民活動

応援補助金」や地域づくりコーディ

ネーターの活用促進を図り、包括協

定を締結した大学との協働事業を実

施する。

協働事業に興味を持った自治会がで

てきたので、引き続き支援を行う。
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123

会計名：一般

款項目：2-1-9

事業名：地域振興に要する経費

市民活動

推進課

地域振興を図るため、自治会連合協

議会等や市民まつり実行委員会への

支援を行うもの。

社会意識の変化等による自治会加入

率は低下しているが、地域コミュニ

ティ推進に対する期待はむしろ高

まっており、市民まつりや自治会活

動を通じた地域振興を図る必要が生

じている。

23,689 22,583 21,193 2精査・検証
地域活性化やまちづくりに必要とな

る協働事業であるため。

鎌ケ谷市民まつりや鎌ケ谷市自治会

連合協議会へ支援を行い、市民まつ

りや自治会活動を通じて地域振興を

図る。

124

会計名：一般

款項目：2-1-9

事業名：市民活動推進センターの管理

運営に要する経費

市民活動

推進課
○

市民活動推進センターを拠点とし、

講座やイベントの実施、情報発信等

を通じて市民活動の推進を図る。

市民公益活動団体が、従来からの会

員の高齢化などによる担い手不足に

加え、新型コロナウイルス感染症を

契機とした地域を取り巻く環境の変

化により、活動が停滞気味であった

り、団体の解散を余儀なくされてい

る状態のため、市民公益活動団体の

強化や、多様な主体を繋ぐコーディ

ネーターの育成などが必要である。

3,424 2,863 4,855 2精査・検証

市民公益活動団体の活動の推進のた

め、市の協働アドバイザーや地域づ

くりコーディネーターの一層の周知

を図り、積極的に活用してもらい、

市の市民公益活動を活性化させる必

要がある。

市民公益活動団体の活動や多様な主

体の協働の推進のため、市の協働ア

ドバイザーや地域づくりコーディ

ネーターの一層の周知を図る。

125

会計名：一般

款項目：2-1-9

事業名：男女共同参画推進に要する経

費

市民活動

推進課
○

男女共同参画の推進を図るため、男

女共同参画計画に基づく各施策を実

施し、その進行管理を行う。

令和8年4月から国及び県の第6次計画

が施行された。県では女性支援新法

に沿ったアウトリーチ事業や令和6年

施行の多様性尊重条例に関連した施

策が展開されており、本市の次期計

画での扱いを検討する必要がある。

192 1,768 545 2精査・検証

男女共同参画社会の実現に向け、令

和9年度から開始となる第4次鎌ケ谷

市男女共同参画計画に基づいた事業

を実施していく必要があるため。

男女共同参画推進会議及び男女共同

参画計画策定委員会での会議を通

じ、第4次男女共同参画計画を策定す

る。第4次計画における新規実施事業

について、必要な予算を確保する。

126

会計名：一般

款項目：2-1-9

事業名：男女共同参画推進センターの

管理運営に要する経費

市民活動

推進課

男女共同参画推進センターの運営、

男女共同参画の推進を図るための講

座や啓発事業および、女性が抱える

様々な問題について自らが解決でき

るよう相談事業を実施する。

令和8年4月に独立行政法人JGEPAが

発足。全国のセンターとの連携強化

により、各センター職員の専門性向

上などの機能強化が求められるよう

になる。女性支援新法施行に伴い、

様々な相談内容に対応できるよう支

援体制の検証や、施策の検討が求め

られている。DV被害者や困難な問題

を抱える女性からの相談が重なった

場合に対応できる職員が不足する懸

念が生じている。

5,546 5,606 6,638 2精査・検証

男女共同参画の啓発に関しては、実

施方法を精査しながら継続していく

必要がある。

DV被害者や困難な問題を抱える女性

からの相談・支援については、相談

者の人命に関わる緊急性の高い案件

が発生し、複数重なる場合があるた

め、常に職員が対応できるよう、支

援体制を検証する必要がある。

講座等の事業は市民のニーズを把握

し、テーマ決定を行う。また県が行

う講師派遣制度を活用し、事業費削

減を図る。

DV被害者や困難な問題を抱える女性

等の支援のため、迅速な連絡手段の

確保や、緊急性の高い相談が重なっ

た場合にも対応できるよう、支援体

制について検証を行う。
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127

会計名：一般

款項目：2-1-9

事業名：人権施策に要する経費

市民活動

推進課
○

基本的人権を擁護するため、人権擁

護委員と連携して相談業務及び啓発

活動を実施する。

インターネット上の誹謗中傷や、

ジェンダーに関する問題など、社会

情勢に応じて発生する差別や偏見の

解消に向けた啓発を行っていく必要

がある。

人権擁護委員の成り手の減少が懸念

される。

830 748 1,002 2精査・検証

基本的人権の保障については生活の

根幹をなすものであり、その啓発に

ついては継続的に行う必要があるた

め。

人権擁護委員と連携して市民に対し

相談業務及び啓発活動をすること

で、基本的人権意識の定着を図る。

12月のヒューマンフェスタかまがや

2026にて中学生の人権作文朗読、映

画上映を実施する。

128

会計名：一般

款項目：2-1-9

事業名：自治会集会所整備助成事業

市民活動

推進課
○ ○

防犯・防災活動や環境美化活動な

ど、地域のコミュニティ活動の拠点

となる自治会集会所の新築等に際し

補助金を助成するもの。

集会所の建替を希望する自治会への

相談対応や、集会所を所有していな

い自治会へ借家事業の案内など、地

域の実情に合った事業を行えるよう

支援する必要が生じている。

16,150 21,797 300 2精査・検証

老朽化している自治会が数か所あ

り、今後も計画的な整備が必要とな

るため。

富岡自治会集会所借家事業への補助

を引き続き実施する。

129

会計名：一般

款項目：2-1-12

事業名：各種相談に要する経費

市民活動

推進課

市民が社会生活を営む中で発生する

様々な問題の解決の援助をするた

め、各種相談を実施する。

少子高齢化社会や高度情報化社会な

どによる急速な生活環境や地域社会

との関わり方の変化などにより、相

談内容も多様化・複雑化している。

1,722 1,720 1,732 2精査・検証

各種相談に対する市民ニーズが高い

ため、引き続き市民が必要としてい

る相談を精査し、より効率的な体制

を検討する必要がある。

新型コロナウイルス感染症対策とし

て相談受付可能枠を制限していた

が、令和５年５月より相談受付可能

枠の数を新型コロナ流行前に戻して

対応している。

130

会計名：一般

款項目：2-1-13

事業名：コミュニティセンターの管理

運営に要する経費

市民活動

推進課
○

コミュニティセンター及び軽井沢地

区集会所について、市民の自主的活

動の場を提供するため、施設の維持

管理を行うもの。

指定管理者制度が導入されている3館

については、モニタリング等で利用

者のニーズを把握した上で、指定管

理者に対して適正な指導を行い、継

続的に市民サービスの向上を図って

いく必要が生じている。

46,184 46,824 48,409 2精査・検証

コミュニティセンターは地域住民の

活動及び交流の拠点となっており、

高齢化が進む中、地域住民にとって

の価値が高まっているため。

引き続き指定管理者へのモニタリン

グや利用者懇談会等で利用者からの

意見聴取を実施し、より良い施設の

管理運営を行っていく。
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131

会計名：一般

款項目：2-1-11

事業名：防災対策に要する経費

安全対策

課
○

鎌ケ谷市地域防災計画に基づき、ソ

フト・ハード両面において防災体制

の強化のため計画的な整備を進めて

いく。

避難所環境の向上や、感染症対策、

災害時要配慮者への対応などのため

新たな備蓄品の配備、保管場所の確

保、備蓄品の計画的な管理と更新に

ついて検討する必要がある。また、

災害時の飲料確保のための井戸付耐

震性貯水槽も老朽化しており更新や

修繕を検討する必要がある。

18,499 30,198 22,261 1拡大・拡充

防災備蓄品の保管場所の確保及び効

率的な更新、管理方法を検討してい

く必要がある。災害時の飲料確保の

ための井戸付耐震性貯水槽も老朽化

しており更新や修繕を検討する必要

がある。

衛生用品などの物品についても更新

計画を作成し計画的に更新できる体

制を整え、防災備蓄品の効率的な保

管場所や管理方法について検討す

る。また、災害時の飲料確保のため

の井戸付耐震性貯水槽も更新や修繕

を検討するとともに、飲料確保のた

めの新たな手段を検討する。

132

会計名：一般

款項目：2-1-11

事業名：防災行政無線管理運営に要す

る経費

安全対策

課

災害発生時の市民及び防災関係機関

との重要な情報伝達手段である防災

行政無線を運用するため、適切な維

持管理を行う。

市民の生活様式の多様化や住宅の高

層化・高気密化等により、放送がう

るさい、聞き取りづらい等の様々な

意見が市民から寄せられているが、

今後も災害に備えて必要な整備を行

う必要がある。

17,882 17,062 15,628 1拡大・拡充

災害発生時の市民及び防災関係機関

との重要な情報伝達手段であり、事

業手法等の精査・検証が必要なた

め。

災害に備えて保守点検等の必要な維

持管理を行い、引き続き市民への効

果的な情報伝達手段の調査研究を行

う。

133

会計名：一般

款項目：2-1-11

事業名：防犯対策に要する経費

安全対策

課
○

防犯灯の維持管理、防犯カメラの適

切な運用、自主防犯団体や鎌ケ谷市

防犯協会との連携等により、犯罪の

ない安全で安心なまちづくりを推進

する。

市内刑法犯認知件数は令和元年以降4

年連続で減少していたが令和5年以降

は増加に転じている。電話de詐欺被

害認知件数は令和5年から減少してい

たが、令和7年は増加した。今後も自

治会、関係行政機関等の協力を得て

防犯対策の強化を図り、事業効果を

向上させる必要がある。

47,872 55,302 59,373 1拡大・拡充

自主防犯団体や防犯協会との連携に

よる防犯活動の支援強化を図る必要

があるため。

自主防犯団体への防犯灯維持管理費

補助金及び防犯カメラ設置費補助金

の交付、防犯協会との連携による活

動支援を強化することにより、自主

的な防犯活動による防犯体制を整備

する。また、令和5年度に開始した電

話ｄｅ詐欺対策機器の配付を引き続

き実施する。

134

会計名：一般

款項目：2-1-11

事業名：危機管理に要する経費

安全対策

課
○

鎌ケ谷市危機管理指針に基づき、危

機管理体制の整備等を進める。

国際状況の変化などにより、これま

で以上に危機管理体制の構築の推進

が求められている。危機事案に柔軟

に対応するためマニュアル等の見直

しを適宜行っていく必要がある。

3 1 124 2精査・検証

業務継続計画（BCP）及び危機管理

マニュアルの見直しを適宜行ってい

く必要があるため。

地域防災計画に定める業務継続計画

（BCP）及び緊急事態対応計画に定

める危機管理マニュアルの精査・検

証を行い、適宜見直しをする。
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135

会計名：一般

款項目：2-1-11

事業名：自主防災組織資器材整備に要

する経費

安全対策

課
○

自主防災組織が防災活動を行うため

に必要な防災資器材を交付する。

大規模災害時には、自主防災組織な

どの共助の機能が重要になるが、東

日本大震災から15年以上が経過し防

災に対する意識の高揚と自主防災活

動の充実強化が課題となっている。

665 500 2,700 2精査・検証

引き続き防災活動を行うために必要

な防災資器材を自主防災組織に交付

し、市全体の防災力を拡充してい

く。また、自主防災組織を継続して

支援してくための交付制度を検討し

ていく。

防災活動を行うために必要な防災資

器材の自主防災組織に対し交付し、

市全体の防災力を拡充していく。

136

会計名：一般

款項目：2-1-11

事業名：全国瞬時警報システム新型受

信機導入事業

安全対策

課
○ ○

全国瞬時警報システムの新型受信機

を整備する。

防災気象情報の体系整理を踏まえた

運用変更に対応可能な新型受信機を

整備する必要がある。

0 2,768 0
4終了・廃

止・休止
整備が完了したため。 ー

137

会計名：一般

款項目：2-1-11

事業名：住居用防犯対策費用助成事業

安全対策

課
○ ○

住宅に設置する防犯カメラ等防犯対

策物品の購入・設置費用を補助す

る。

市内刑法犯認知件数は令和元年以降4

年連続で減少していたが令和5年以降

は増加に転じている。電話de詐欺被

害認知件数は令和5年から減少してい

たが、令和7年は増加した。犯罪件数

を減らすためには、市の施策と合わ

せて市民の防犯対策の意識付けが必

要である。

0 0 0
4終了・廃

止・休止

国の物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金によるものであるため。

物価高騰の影響を受ける中、市民の

防犯対策の意識付けのため、各家庭

で購入する防犯カメラや防犯錠、鍵

付き宅配ボックスなどの防犯対策物

品に対し補助を実施する。なお、実

施の際には市ホームページ等を活用

し、広く周知を図る。

138

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：社会福祉事務に要する経費

社会福祉

課
○

社会福祉の向上を図るため、社会福

祉協議会への助成、社会福祉法人等

の監査などを実施している。

高齢化、核家族化の進行、地域のつ

ながりの希薄化とともに、福祉ニー

ズが複雑化している状況にあり、ボ

ランティアの育成や市民に対する意

識啓発などを図っていく必要があ

る。

57,390 109,109 69,890 2精査・検証

福祉ニーズが複雑化している状況の

中、ボランティアの育成方法の検討

や市民に対する意識啓発を図ってい

く必要がある。

社会福祉協議会への活動に対して、

助成を行うとともに連携を図り、福

祉ニーズの対応やボランティアの育

成を図っていく。
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139

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：民生委員・児童委員に要する

経費

社会福祉

課
○

地域において、地域住民の立場に

たって相談に応じている民生委員・

児童委員及び主任児童委員の相談活

動等を支援する。

地域の担い手である民生委員につい

て、定数に達していない状況にあ

る。

また、民生委員の活動しやすい環境

を整備するとともに、地域の福祉

ニーズに対応するため、質の向上を

図っていく必要がある。

7,758 7,812 7,950 2精査・検証

令和7年度は一斉改選の年であり、各

地区の自治会や民生委員と連携を図

りながら候補者をとりまとめ、定数

157名のうち149名が12月1日付けで

委嘱されたが、8名の欠員が生じてい

る。

このことから、今後は欠員分の確保

とともに、民生委員の人材育成に取

り組む必要がある。

民生委員・児童委員の欠員が生じて

いるエリアが発生していることか

ら、今後は欠員分の確保とともに、

民生委員の人材育成を図るため、行

政研修会を開催していく。

140

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：地域福祉に要する経費

社会福祉

課
○

地域福祉の推進を図るため、地域福

祉計画策定・推進委員会において、

地域福祉計画の進捗状況や施策等を

審議するほか、避難行動要支援者の

名簿作成など、地域福祉に関する各

種業務を行う。

高齢化、核家族化の進行、地域のつ

ながりの希薄化とともに、福祉ニー

ズが複雑化している状況にあり、地

域で支え合う取り組みを推進する必

要がある。

3,611 2,854 2,961 2精査・検証

高齢化、核家族化の進行、地域のつ

ながりの希薄化とともに、福祉ニー

ズが複雑化している状況にあり、関

係機関と連携を図り、各施策を総合

的に推進していく必要がある。

地域福祉計画に掲げる施策を推進し

ていくため、関係機関が情報共有や

連携を図ることができる仕組みを構

築し、総合的な推進をしていく。

避難行動要支援者支援制度について

は、個別避難計画の作成について、

優先すべき要支援者や、避難支援者

の避難の受け入れ先などの検討を行

うとともに、関係機関との連携を

図っていく。

141

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：戦没者遺族等の援護に要する

経費

社会福祉

課

先の大戦で犠牲になられた方々に哀

悼の誠をささげ、恒久平和を願い、

毎年1回戦没者追悼式を実施する。

参列する遺族の高齢化等を踏まえ、

実施方法について検討していく必要

がある。

605 598 764 2精査・検証

参列する遺族の高齢化等を踏まえ、

実施方法について検討していく必要

がある。

実施規模などを検証しながら、追悼

式を実施する方向で検討する。

142

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：中国残留邦人等の支援に要す

る経費

社会福祉

課

中国残留邦人等の生活の安定を図る

ため、世帯の状況に応じて給付を行

う。

支援給付対象者の高齢化など、状況

に変化があるため、変化に対応した

細やかな支援が求められている。

8,836 6,368 10,060 2精査・検証

対象者が高齢化しているため、状況

の把握を行うとともに、きめ細かな

支援を行っていく必要がある。

引き続き支援相談員やケースワー

カー、その他関係者と十分に連携し

ながら適切な支援を行っていく。
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143

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：生活困窮者自立支援事業に要

する経費

社会福祉

課
○

生活困窮者の自立支援を図るため、

生活困窮者相談支援事業、住居確保

給付金の支給、就労準備支援事業、

家計改善支援事業を実施する。

福祉に対するニーズは多様化・複雑

化しており、相談窓口の利用促進や

関係機関との連携し、横断的な支援

体制を図るとともに、国の制度にも

注視していく必要がある。

7,405 8,292 9,513 2精査・検証

生活困窮者に対して、制度の利用促

進を目的として周知を図るととも

に、関係機関と連携を図り、横断的

な支援を行う必要がある。

より一層制度の周知を図るため、チ

ラシやしおり、ホームページを見直

すとともに、引き続き関係機関と連

携を図り相談や支援を行っていく。

144

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：低所得者支援給付金（３万

円）に要する経費

社会福祉

課

物価高騰の負担感が大きい低所得世

帯への負担軽減を図るため、令和6年

度の住民税非課税世帯に対して1世帯

あたり3万円を支給するとともに、当

該世帯のうち、18歳以下の児童がい

る子育て世帯につきましては、児童

一人当たり2万円を支給する。

国の交付金の状況を踏まえ給付金の

支給を検討していく。
283,065 86,192 0

4終了・廃

止・休止
事業終了のため 事業終了

145

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：定額減税補足給付金（不足額

給付）に要する経費

社会福祉

課

低所得者支援給付金については、エ

ネルギー・食料品など、価格高騰の

影響を受けた低所得者世帯への支援

を図るため、令和5年度の住民税均等

割のみ課税世帯に対して7万円を支給

するとともに、令和5年度の住民税非

課税世帯及び住民税均等割のみ課税

世帯のうち、18歳以下の児童がいる

子育て世帯は、児童1人あたり5万円

を支給する。

定額減税補足給付金については、令

和6年1月1日時点で住民登録がある者

が支給対象となり、定額減税の可能

額が、令和6年分推計所得税額又は令

和6年度個人住民税所得割額を上回る

者を対象に、その上回る額の合算額

を基礎として1万円単位で切り上げた

額を支給する。

国の交付金の状況を踏まえ給付金の

支給を検討していく。
0 362,205 0

4終了・廃

止・休止
事業終了のため 事業終了
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146

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：低所得世帯食料品支援給付金

に要する経費

社会福祉

課

食料品の物価高騰に対する低所得者

への支援として、国の交付金を活用

し、令和7年度住民税非課税世帯及び

住民税均等割のみ課税世帯に対し

て、1世帯あたり2万円を給付する。

令和8年8月21日までを申請期限と

し、対象者からの申請を受け付けて

いる。

今後の給付金については、国の交付

金動向を注視していく。

0 0 0
4終了・廃

止・休止

令和8年8月21日までの申請期限で、

9月末までに支給事務を完了させるた

め。

令和8年8月21日までを申請期限とし

て、対象者へは案内や勧奨通知送付

し、迅速かつ適切に給付金を支給す

る。

147

会計名：一般

款項目：3-1-2

事業名：総合福祉保健センターの管理

に要する経費

社会福祉

課

総合福祉保健センターの安全な利用

を確保するため、施設の維持管理、

補修等を実施する。

少子高齢化の進展などにより、業務

の多様化や複雑化など、行政サービ

スを取り巻く環境が変化しているこ

とに伴い職員数が増加するなど、相

談窓口や執務スペースは不足してお

り、その確保とともに、利用者が安

心して安全に利用できるように施設

管理に努める必要がある。

44,309 41,556 46,543 1拡大・拡充

分館の整備と併せて、既存の総合福

祉保健センターの運用についても検

討し、必要に応じて改修などを行

う。

分館の整備と併せて、既存の総合福

祉保健センターの運用についても検

討し、必要に応じて改修などを行っ

ていく。

148

会計名：一般

款項目：3-1-2

事業名：総合福祉保健センター改修事

業

社会福祉

課
○ ○

総合福祉保健センターの長寿命化を

図るとともに、利用者の安全性を確

保するため、必要な改修等を実施す

る。

総合福祉保健センターは平成３年９

月に行政機能及び保健福祉の中核を

担う施設として整備しており、施設

の長寿命化を図るため、計画的な改

修を行う必要がある。

また、分館整備事業の実施に伴い、

本館の運用を踏まえた改修等の検討

をする必要がある。

4,884 98,436 0 1拡大・拡充

総合福祉保健センターの長寿命化を

図るとともに利用者の安全を確保す

るため、老朽化した設備等の改修を

検討していく。

総合福祉保健センターの長寿命化を

図るとともに利用者の安全を確保す

るため、老朽化した設備等の改修を

検討していく。

149

会計名：一般

款項目：3-1-2

事業名：総合福祉保健センター分館整

備事業

社会福祉

課
○ ○

総合福祉保健センターの相談窓口や

執務スペースの適切な確保のため、

新たに分館を整備する。

分館には子育て関連部署の移転を予

定していることから、子育て家庭が

利用しやすく、DXに配慮する施設内

容を検討していくとともに、本館の

運用等についても検討していく必要

がある。

0 26,872 654,620 2精査・検証

令和9年5月の供用開始に向けて、工

事を実施するとともに、必要な備品

等の設置などを行う必要がある。。

令和9年5月の供用開始に向けて、工

事を実施するとともに、必要な備品

等の設置などを行う必要がある。
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150

会計名：一般

款項目：3-3-1

事業名：生活保護事務に要する経費

社会福祉

課
○

生活保護制度の適正な運用を行うた

め、生活保護システムを利用して生

活保護費の経理事務を行い、生活に

困窮する被保護世帯に対して最低限

度の生活を保障するとともに、経済

的・精神的・社会的自立を図る。

業務内容が複雑化しており、また国

の制度改正に合わせて対応する必要

がある。

また、最高裁判決を踏まえた生活保

護費追加給付に係る事務を行う必要

がある。

112,782 68,035 37,159 2精査・検証

法定受託事務として実施。生活保護

に係る事務の効率化・迅速化、給付

の適正化を図る必要がある。

また、被保護世帯に対し、最低限度

の生活保障、自立支援をするととも

に、適切で効果的な支援について検

証を行う必要がある。

ケースワーカーの人材育成を図ると

ともに、被保護世帯に対して、最低

限度の生活保障、自立支援を行って

いく。

また、最高裁判決を踏まえた追加給

付についても、対象者への周知や迅

速な支給を行っていく。

151

会計名：一般

款項目：3-3-2

事業名：生活保護に要する経費

社会福祉

課

生活に困窮する被保護世帯に対し、

最低限度の生活を保障するため、生

活扶助、住宅扶助、医療扶助等を支

給する。

生活保護の相談及び開始件数は増加

傾向にある。さらに、昨今の物価高

騰の影響もあり、今後も生活保護世

帯の増加が見込まれる。

また、最高裁判決を踏まえた生活保

護費追加給付に係る支給を行う必要

がある。

2,660,235 2,755,089 2,890,300 2精査・検証

被保護世帯の最低限度の生活を保障

するため、適切な扶助費の支給を行

う必要がある。

被保護世帯の状況把握を行うととも

に関係機関と連携を図ることによ

り、最低生活を保障した上で、経済

的及び社会的な自立に向けて支援を

行う。

また、最高裁判決を踏まえた生活保

護費追加給付に係る支給する。

152

会計名：一般

款項目：3-1-1

事業名：障がい者支援事務に要する経

費

障がい福

祉課
○

障がい者（児）への支援等を適切に

実施するため、生活状況や障害者手

帳、障害福祉サービス、自立支援医

療等の関連する情報をシステムで管

理し、併せて事務の効率化を図る。

また、障がい者計画・障がい福祉計

画及び障害児福祉計画を策定するこ

とから、市民アンケート調査など行

う。

システムの標準化が終了したことか

ら、エクセル等システム外で管理し

ている市の独自サービスや手当等の

データについても、システム移行が

事務の適正管理に必要となる。

18,643 25,566 19,890 1拡大・拡充

データの移行、市の独自手当等のシ

ステム構築等に係る費用が必要とな

るため。

重度身体障がい者福祉手当など市が

独自で行っている手当など、エクセ

ル等で管理しているものを、障害福

祉システム管理に移行する。

153

会計名：一般

款項目：3-1-3

事業名：福祉作業所の管理運営に要す

る経費

障がい福

祉課

指定管理者に福祉作業所友和園の運

営を委託し、利用者に障害福祉サー

ビス（生活介護・就労継続支援B

型）を提供する。

利用者及び介護を担っている家族が

高齢化している。新たに利用者を増

やす必要がある。
677 835 695 2精査・検証

障がい者の社会的自立を支援するた

め、継続して障害福祉サービスを提

供する必要があるため。

友和園の指定管理期間が令和８年度

末をもって満了するため、令和９年

度から５年間の指定管理に伴う基本

方針を定め、プロポーザルによる業

者選定等を経て、令和９年４月１日

から新たに指定管理による業務を開

始する。
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154

会計名：一般

款項目：3-1-4

事業名：障がい者の支援に要する経費

障がい福

祉課

医療費や交通費の助成、グループ

ホームの家賃補助等、負担の軽減や

日常生活の便宜を図ることにより、

障がい者（児）の地域生活を支援す

る。

介護を担う家族の高齢化や親亡き後

の生活を考えて、障がい者への自立

支援及び地域での生活を促すため、

グループホーム等の利用を促進して

いく。

241,403 225,453 245,755 1拡大・拡充

家族の高齢化に伴い、グループホー

ムで生活をする障がい者が年々増加

しており、それに伴い家賃補助や運

営費補助も増加するため。

各種補助金及び助成金を適正に支給

する。

155

会計名：一般

款項目：3-1-4

事業名：障がい者介護給付費等審査会

に要する経費

障がい福

祉課

障害福祉サービスを利用するために

必要となる「障害支援区分」を、月

1～2回行う審査会で審査する。

障害福祉サービスの利用者の増加に

伴い、審査件数が増加傾向にある。
1,848 1,982 2,307 2精査・検証

障害福祉サービスを利用するために

必要な手続きであり、継続して実施

する必要があるため。

審査会資料を1週間前に送付し、委員

に事前に見てもらうことで、当日の

運営を効率的に行う。

156

会計名：一般

款項目：3-1-4

事業名：障がい支援区分認定調査に要

する経費

障がい福

祉課

障害福祉サービスを利用するために

必要となる「障害支援区分」を、月

1～２回行う審査会で審査する。

障害福祉サービスの利用者の増加に

伴い、審査件数が増加傾向にある。
1,065 1,487 1,768 2精査・検証

障害福祉サービスを利用するために

必要な調査であり、継続して実施す

る必要があるため。

ケースワーカーがケースワークに注

力できるよう、業務の負担を軽減す

るため、認定調査に係る事務の委託

化を導入した。

157

会計名：一般

款項目：3-1-4

事業名：自立支援給付事業に要する経

費

障がい福

祉課
○

障害者（児）が安心して自立した地

域生活を営むことができるように、

障がいの程度や生活状況等を踏ま

え、障害福祉サービスや自立支援医

療等の決定や給付を行う。

障害福祉サービスの利用が増加して

おり、これに伴い扶助費も増加して

いる。相談体制が強化されたことか

ら、障害福祉サービスの利用者が大

幅に増加している。

3,214,162 3,407,709 3,735,182 1拡大・拡充

障害福祉サービスは、障がい者

（児）が地域で、できるだけ自立し

た生活を送るためには欠かせないも

のであるとともに、利用者が増加し

ているため。

相談支援専門員やサービス事業所等

の関係機関と情報共有など連携を強

化し、障がい者の状況に応じた適切

な支援を行う。
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158

会計名：一般

款項目：3-1-4

事業名：地域生活支援事業に要する経

費

障がい福

祉課
○

障害者（児）が安心して自立した地

域生活を営むことができるように、

地域の特性や利用者の状況等に応じ

たサービスや給付を行う。

市の相談業務の中核をなす基幹相談

支援センターでの相談件数の増加

や、移動支援サービスの対象者拡

大、福祉タクシー券の助成額増額な

ど、事業費が拡大傾向となってい

る。

113,153 112,070 118,094 1拡大・拡充

今後も引き続き日常生活用具給付費

の増加、移動支援サービスの対象者

報酬単価の見直しなどを行うため。

基幹相談支援センターの役割が増大

していることから、委託内容及び委

託費も含めて検討を行う。

また、市や障害福祉サービス事業所

など関係機関との連携を強化し、地

域における相談支援体制の強化を図

る。

159

会計名：一般

款項目：3-1-4

事業名：五市共同知的障害者更生施設

に要する経費

障がい福

祉課

五市（市川市、松戸市、習志野市、

浦安市、鎌ケ谷市）が共同で設立し

た障害者支援施設等の運営に係る負

担金を支出する。

もくせい園など五市共同施設の老朽

化の問題がある中、長期的に安定し

た運営を行う必要がある。

32,182 32,182 32,183 2精査・検証

当該法人は、市内で唯一の入所施設

を運営しており、施設の運営が継続

できるよう、運営費や今後必要とな

る大規模修繕等の経費の負担につい

て各市の負担金を増額させる必要が

あるため。

安定した運営が継続できるよう、五

市負担金（法人運営経費）のあり方

について、五市課長会議等で協議を

行う。

160

会計名：一般

款項目：3-1-4

事業名：小規模作業所等の支援に要す

る経費

障がい福

祉課

創作活動や生産活動の機会や社会と

の交流の場等を提供する団体に対し

て補助金を交付する。

利用登録者数は、ほぼ横ばいである

が、実際に通所できる利用者は減少

している事業所があることから、障

がい者の地域や社会との交流の場を

確保するため、引き続き運営を支援

する必要がある。

8,619 6,059 14,420 2精査・検証

障害福祉サービスの利用が難しい障

がい者等が日中を過ごしたり、他者

と交流したりする場として必要な施

設であることから、引き続き運営に

対し支援が必要。

引き続き補助金を交付するととも

に、地域生活支援センターの安定的

な運用のため、補助金交付要件の見

直しを図る。

161

会計名：一般

款項目：3-1-4

事業名：障がい者の手当の支給に要す

る経費

障がい福

祉課

障がい者（児）に対して、国の手当

や市の手当の支給を行う。

支給対象者が多く、支給条件も複雑

であることから、正確な事務処理が

求められる。

126,996 126,004 130,190 2精査・検証
法令に基づく手当であり、継続して

支給を行う必要があるため。

正確かつ効率的な事務処理が求めら

れるため、適宜事務の見直しを行う

必要がある。
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162

会計名：一般

款項目：3-1-4

事業名：障がい者福祉施設等の助成に

要する経費

障がい福

祉課

施設整備補助事業の支援のため、償

還金の一部を助成する。
対象は1件のみ 812 0 791

4終了・廃

止・休止

対象の2件の内、1件については5年度

で償還が終了した。

対象の償還が、令和8年度で終了し

た。

163

会計名：一般

款項目：3-1-5

事業名：身体障がい者福祉センターの

運営に要する経費

障がい福

祉課

身体障がい者の創作活動及び教養の

向上に関すること、また、身体障が

い者の社会との交流促進に関するこ

とを実施する。

受講者の高齢化が進みADLの低下が

みられる人が多くなっていることが

参加者の減少に繋がっている。引き

続き若年や壮年障がい者の参加を促

す取り組みを行っていく必要があ

る。また、視覚障がいや聴覚障がい

への理解が進むよう支援を続けてい

く必要がある。

10,170 10,465 11,367 2精査・検証

新規受講者確保のため特別講座(軽ス

ポーツ・ごちゃまぜ音楽会等)を企画

し広報等の周知機会を増加させた結

果、新たな受講者獲得に繋がった。

また県障害者スポーツ大会の事前登

録を行い障がい者が気軽に参加でき

るよう支援した結果、参加者の増加

がみられた。

新規受講者の確保策として、毎月実

施の通常講座の他に季節イベントと

して特別講座を企画・実施してい

く。特別講座はボランティア団体と

の協働や個人ボランティアや近隣の

小中学生にも参加を呼びかけ、健常

者や参加者同士の交流の機会を増や

す。

164

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：児童総務事務に要する経費

こども支

援課
○

「鎌ケ谷市こども計画」に掲げる新

たな基本理念の実現を目指し、5つの

基本方針に位置づける取組を推進す

るとともに、地域子ども・子育て支

援事業について、計画的な推進を図

る。

こども計画に掲げる取組について、

関係所属所において、評価、点検、

改善策など検討し、次年度の取組に

反映していく必要がある。

25,956 19,172 12,769 2精査・検証

こども計画に掲げる取組について、

庁内連携推進会議で確認・検証する

とともに、子ども・子育て会議で報

告等行っていくため。

こども計画やこども向けのこども計

画概要版を関係機関へ配布し、周知

を図るとともに、こども計画に掲げ

る事業の実績等について、子ども・

子育て会議に報告し、改善策等を検

討する。

165

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：家庭児童相談に要する経費

こども支

援課
○

こどもとその家族に関する相談、児

童虐待の予防、早期発見、対象家庭

への支援を行う。また、鎌ケ谷市虐

待防止対策等地域協議会の運営を行

う。

児童虐待への迅速な対応が求められ

ていることから、職員の専門知識や

対応技術の向上を図るとともに、関

係機関と情報共有等の連携を行いな

がら、児童虐待等への対応を行う必

要がある。

13,928 23,258 23,899 1拡大・拡充

近年の児童虐待相談対応件数の増加

に伴い、令和7年度は虐待対応専門員

の1名増員や、「子育て世帯訪問事

業」「親子関係性支援事業」の新

設、この2事業を含む家庭支援事業に

対し、ハイリスク家庭等に対し利用

勧奨や措置の制度を設置した。

こども家庭センターを開設し、母子

保健及び児童福祉が一体的な支援を

行っている。そのため、専門職の児

童虐待対応への質の向上を目的に児

童精神科医をスーパーバイザーとし

た事例検討を実施する。また、子育

て世帯の育児負担の軽減のため、子

育て短期支援事業の委託施設を1施設

増やし、子育て支援の充実を図る。
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166

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：ファミリー・サポート・セン

ターの運営に要する経費

こども支

援課
○

様々な事情で一時的に子どもの世話

ができない場合等、地域の住民同士

で相互援助の形式で支え合いを行

い、子育て支援を実施する。

依頼件数は前年度と横ばいではある

が、依頼を受ける提供会員数が減少

しているため、提供会員一人当たり

の実施件数は増加しているため、提

供会員の確保が課題である。

3,003 2,844 4,308 2精査・検証

事業の安定化、サービスの向上を図

るため、提供会員の確保と質の向

上、事業の効率化を検討していく必

要がある。

依頼件数に対応するため提供会員の

確保が急務であり、利用時間や利用

時間の見直し、研修に虐待予防の内

容を追加し、提供会員の質の向上を

図る。

利用申請にロゴフォーム等を活用し

事務の効率化を検討する。

167

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：つどいの広場の運営に要する

経費

こども支

援課
○

つどいの広場を開設し、おおむね3歳

未満の乳幼児とその保護者が気軽に

つどい相互交流する場を提供する。

少子化や核家族化、地域社会の変化

など子育てをめぐる環境が変化して

いる。子育て中の親の孤立感や不

安・負担感が大きくなっている。

13,831 15,315 20,972 2精査・検証

事業の質の向上を図るため、利用者

のニーズに合わせた事業展開を検討

する。

令和7年度に実施した利用者アンケー

トをもとに、ニーズに沿った事業展

開を行う。

168

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：子ども医療費助成に要する経

費

こども支

援課

保護者が負担する子どもの医療に要

する費用について、当該費用の全部

又は一部を助成することにより、子

どもの保健対策の充実及び保護者の

経済的負担の軽減を図る。

令和5年8月診療分からは、高校生等

まで年齢を拡大のうえ通院等に係る

医療費を助成対象としているが、所

得制限撤廃分及び小学校４年生から

高校生等までに係る医療費等につい

ては市単独事業として助成してい

る。

436,241 429,991 449,715 1拡大・拡充

令和5年8月診療分より、助成対象者

を高校生等まで拡大し、同一月に同

一の医療機関入院10日、通院5回を超

えた場合の受診は無料となる月額上

限制度の導入を行った。引き続き保

護者の経済的負担の軽減を図ってい

く。

令和5年8月診療分より、助成対象者

を高校生等まで拡大し、同一月に同

一の医療機関入院10日、通院5回を超

えた場合の受診は無料となる月額上

限制度の導入を行った。子育て世代

の経済的支援を推進するため、引き

続き広く周知を行い、必要な助成を

実施していく。

169

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：子育て支援センターの運営に

要する経費

こども支

援課

子育てに関する情報提供を行うとと

もに相談を通して子育ての不安軽減

を図る。

子育て及び子育て支援に関する講習

を行う。

サービスの向上及び相談事業の充実

を図るとともに利用者のニーズを把

握する必要がある。

9,443 10,274 11,302 1拡大・拡充

事業の質の向上を図るため利用者の

ニーズに合わせた事業展開を検討す

る。

アドバイザーの資質の向上及び相談

事業の充実を図るためアドバイザー

を対象に研修を実施する。また利用

者のニーズに沿った事業展開を実施

するためアンケート調査を行う。

44ページ



令和６年度 令和７年度 令和８年度

NO 決算額 決算額 予算額

令和8年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（簡易評価表）

令和８年度に取組む改革・改善内容事業名 担当課室

優先度

高い事

務事業

うち多

額の経

費対象

事務事業の概要 環境分析（課題含む） 総合評価 総合評価の理由

170

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：未熟児等養育医療に要する経

費

こども支

援課

身体の発育が未熟なままで生まれ、

入院を必要とする乳児に対して、そ

の治療に係る医療費を一部助成す

る。

市民への周知を行うとともに、対象

家庭を支援するため、健康増進課な

どの関係機関と連携を図る必要があ

る。

6,153 4,173 7,704 2精査・検証
対象家庭を支援し、制度の周知を図

る必要があるため。

対象家庭を支援するため、窓口での

受付方法及び周知方法を再度確認の

うえ、チラシ等の見直しを行い、窓

口業務の改善を図る。

171

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：利用者支援事業に要する経費

こども支

援課

こどもやその保護者又は妊娠してい

る方が、教育・保育施設や地域

子ども・子育て支援事業等を円滑に

利用することができるよう、子

育て支援コーディネーターによる支

援を行う。

子育てに不安や負担を抱えている世

帯のニーズを把握し、切れ目のない

支援を提供することが求められてい

る。

4,284 4,546 5,173 2精査・検証

事業の質の向上を図り、利用者の

ニーズに合わせた事業展開を検討し

ていく必要があるため。

子育て支援に関する情報発信をホー

ムページ等で計画的に実施する。ま

た、令和9年度の分館整備に向け、利

用者支援事業等の相談事業について

改めて整理し、相談支援体制の強化

を図る。

172

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：高校生等医療費助成に要する

経費

こども支

援課

子育て世帯の生活の支援を行うた

め、子ども医療費助成の対象となら

ない高校生を対象として、医療費の

一部を助成するもの。

令和5年8月診療分からは、子ども医

療費助成制度に統合した。令和5年7

月分までの医療費助成については、

令和7年7月31日に申請期限が到来す

るため、7年度で事業終了となる。

1,584 72 0
4終了・廃

止・休止

令和5年8月診療分からは、子ども医

療費助成制度に統合した。令和5年7

月分までの医療費助成については、

令和7年7月31日に申請期限が到来

し、7年度で事業を終了した。

高校生年代の児童について、子ども

医療費助成の対象として、引き続き

助成を行う。

173

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：物価高対応子育て応援手当に

要する経費

こども支

援課

令和7年11月21日において閣議決定

された「「強い経済」を実現する総

合経済対策」において、0歳から高校

生年代までの子ども一人あたり2万円

の手当を支給するもの。

物価高対応子育て応援手当の申請期

限は令和8年4月30日までとなってお

り、適正な事務を遂行していく必要

がある。

0 295,434 0
4終了・廃

止・休止

令和8年4月30日に申請期限を迎える

ため。
申請者に対して適正な支給を行う。
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174

会計名：一般

款項目：3-2-2

事業名：児童手当に要する経費

こども支

援課

高校生3年生相当までの児童を養育し

ている保護者に対し、家庭等におけ

る生活の安定と児童の健やかな成長

のため、児童手当を支給するもの。

令和6年10月の制度改正に伴い、支給

事務の多くに変更が生じていること

から、方法やスケジュールについて

検討し、適正かつ円滑な事務を遂行

していく必要がある。

1,618,682 2,042,972 2,121,439 2精査・検証

法令に基づく事業であるため、市が

制度改正を行うことができないが、

事務の効率化と適正化を図る必要が

あるため。

引き続き制度の周知を行い、適正か

つ円滑な事務を遂行していく

175

会計名：一般

款項目：3-2-3

事業名：母子等福祉に要する経費

こども支

援課
○

 ひとり親家庭等の父母等及び児童に

対し、医療費及び調剤費の一部を助

成するもの。

令和2年11月診療分から現物給付化を

実施したことに伴い、利便性が向上

した。引き続き、適正かつ円滑な事

務を遂行していく必要がある。

58,923 71,675 80,970 1拡大・拡充

令和7年3月の所得税法等の改正に伴

い、令和8年11月から新たに特定親族

特別控除が追加されることになった

ことから、受給者数が増加する見込

であるため。

引き続き適正な助成事務を遂行する

ため、制度案内チラシの見直しを行

い、市民へ制度の周知を図る。

176

会計名：一般

款項目：3-2-3

事業名：児童扶養手当に要する経費

こども支

援課

18歳未満の児童を養育しているひと

り親家庭の生活の安定と自立を助

け、児童の福祉の増進を図るため、

児童扶養手当を支給するもの。

申請書類等が複雑で、家庭の事情な

どを踏まえたきめ細やかな対応を行

い、適正に事務を遂行していく必要

がある。

303,833 290,725 330,728 1拡大・拡充

令和7年3月の所得税法等の改正に伴

い、令和8年11月から新たに特定親族

特別控除が追加されることになった

ことから、1世帯あたりの受給金額が

増大され、受給者数の増加が見込ま

れるため。

引き続き、適正な助成事務を遂行す

るため、市ホームページや案内チラ

シの見直しを行い、市民へ制度の周

知を図る。

177

会計名：一般

款項目：3-2-5

事業名：児童遊園の管理に要する経費

こども支

援課
○

市内16箇所の児童遊園について、適

切な管理を行い、児童に健全な遊び

を提供する。

遊具、フェンスなどの老朽化が進ん

でおり、安全を確保するため、計画

的な修繕等が必要である。

また、草刈りや清掃等を依頼してい

る自治会から、高齢化により対応が

難しいとの意見が寄せられている。

0 12,935 5,797 1拡大・拡充

児童遊園を適正に管理するととも

に、楽しく利用しやすい児童遊園と

する必要があるため。

こどもたちの身近な魅力的な遊び場

となるよう、計画的に遊具の改修を

行うとともに、児童遊園内の電灯に

ついて、LED化を進める。
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178

会計名：一般

款項目：3-2-5

事業名：児童センターの管理運営に要

する経費

こども支

援課
○

児童への健全な遊びを通して、その

体力を増進し、情操を豊かにする。

こども達にとって快適な居場所とな

るように、施設の老朽化への対応及

び利便性の向上を図る必要がある。

75,463 82,675 86,806 1拡大・拡充
児童や保護者のニーズを把握し、子

育て支援事業の充実を図る。

家庭・学校・地域と連携をとりなが

ら、こどもの育成に適した遊びや教

室を実施するとともに、乳幼児をも

つ保護者を対象としたサロンや講座

を開催する。

179

会計名：一般

款項目：3-2-5

事業名：放課後児童クラブの管理運営

に要する経費

こども支

援課
○

保護者が労働等により昼間家庭にい

ない小学校就学児童に、授業の終了

後に適切な遊びと生活の場を与え

て、その健全な育成を図る。

女性の社会進出及び共働き世帯の増

加に伴い、放課後児童クラブの利用

者は増加している。

277,993 281,200 294,726 1拡大・拡充

放課後児童クラブの安定的な運営を

継続するため、運営業事者と連携

し、質・サービスの向上を図る必要

がある。

放課後児童クラブの現場確認を定期

的に実施するとともに、運営事業者

と連携を図りながら、クラブを運営

していく。

180

会計名：一般

款項目：3-2-5

事業名：こども発達センターの管理運

営に要する経費

こども支

援課

心身の発達に心配のある児童に対

し、個々の状況に合わせて、発達に

沿った様々な支援を行う。

関係機関や市民に対し、障がいにつ

いての理解が深められるように情報

提供、支援強化を行い、障がい理解

の普及、啓発を図る。

54,635 55,160 69,341 1拡大・拡充

児童発達支援、障害児相談支援等の

業務の他、地域の障害児支援の中核

的役割を担う機関として、市内事業

所に対する研修等を引き続き実施

し、関係機関と連携し切れ目のない

支援体制の強化を行う。

日々の事務の効率化等を図るため、

センター専用システムの導入に向け

て継続して検討する。

児童発達支援センターとして中核機

能を発揮するため、昨年度に引き続

き地域の事業所と交流会や施設見学

を実施する。

また、他機関との連携を密に行い、

ライフステージに応じた適切な支援

が確保できるように支援体制の構築

をしていく。

なお、児童発達支援システムの導入

に向けての検討を継続する。

181

会計名：一般

款項目：3-2-5

事業名：放課後児童クラブ整備・改修

事業

こども支

援課
○ ○

「放課後児童健全育成事業の整備及

び運営に関する基準を定める条例」

に基づき、放課後児童クラブの施設

整備・改修を行う。

利用児童数の状況を踏まえ、クラブ

室の環境整備、児童の安全性及び利

便性を図る必要がある。

2,959 21,270 0
4終了・廃

止・休止

令和7年度に西部小学校第１放課後字

度クラブ及び道野辺小学校第3放課後

児童クラブの改修工事が完了したた

め、終了とする。

ー
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182

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：児童総務事務に要する経費

幼児保育

課
○

保育認定を受けた子どもに対して必

要な助成を行う。

複雑な制度について分かりやすい周

知に努め、必要な方に適正な助成等

（認可外・一時預かり事業等利用

費、特定教育・保育施設等実費徴収

助成金、保育手当）を実施し、待機

児童対策に資する取り組みを継続す

る。

17,218 20,280 12,253 2精査・検証

子ども・子育て支援制度及び幼児教

育・保育の無償化の実施に伴い、必

要な補助・助成を実施しているが、

今後、効率的な事務の執行が必要で

ある。

適正な給付事務を継続するととも

に、前年度実績に基づき事務内容、

予算等を精査して事業執行の精度を

向上させる。

183

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：民間保育所等の補助に要する

経費

幼児保育

課
○

民間保育所等の安定的運営のため補

助金を交付する。また、保育士の確

保、離職防止のため必要な処遇改善

事業を行う。

保育需要が増加する中、保育の質を

確保しながら、受入れ数を確保する

ことにより、待機児童対策を図る必

要がある。

348,048 331,735 414,402 1拡大・拡充

国・県の補助基準額改正増及び物価

高騰などによる保育事業者から増額

の要望を受けており、今後も増額が

想定されるため。

継続的に補助金を交付するととも

に、国や県の状況も踏まえ、補助基

準額の見直し等を検討する。

内定額と交付決定・確定額に乖離が

ある施設については、事業内容を精

査の上、各園に分配できるよう実施

状況の把握に努める。

184

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：私立幼稚園等に要する経費

幼児保育

課
○

幼児教育・保育の無償化に伴い、施

設等利用給付認定を受けた子どもに

対して必要な助成を行う。

保育需要が増大するなか、幼稚園の

積極的な利用を働きかけ、待機児童

対策を図る必要がある。

419,611 389,629 375,573 3縮小・統合

令和元年度より幼児教育・保育無償

化が実施され、必要な補助・助成を

実施しているが、今後効率的な事務

の執行が必要である。

令和8年度にはさつま幼稚園が認定こ

ども園に移行する予定であることか

ら、対象児童が減少していく見込で

あるため。

継続的に補助金を交付するととも

に、国や県の状況も踏まえ、補正予

算等により対応を行う。

185

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：病児保育に要する経費

幼児保育

課

集団保育で受け入れられない病児・

病後児に対して、病院内にて保育す

る。

病児保育・病後児保育を実施し、子

育て支援の充実を図る必要がある。
7,876 8,281 7,920 1拡大・拡充

市内では病後児保育のみを鎌ケ谷総

合病院1施設で実施している現状であ

る。（病児保育については白井市と

協定を締結し、白井聖仁会病院にて

実施）鎌ケ谷総合病院において病児

保育の実施を推進していくため。

鎌ケ谷総合病院での病児保育事業の

新規実施に向けて、引き続き協議を

進めていく。
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186

会計名：一般

款項目：3-2-1

事業名：民間保育所等整備助成事業

幼児保育

課
○ ○

待機児童対策及び保育サービスの充

実のため、民間事業者による保育施

設整備に対して助成を行う。

保育需要が増加するなか、保育の質

を確保しながら、利用定員数を確保

することにより、待機児童ゼロを継

続する必要がある。

12,612 246,884 517,766 1拡大・拡充

令和7年度から令和9年度にかけ、毎

年1施設ずつ整備を行うことから、整

備費に対する補助金の増額の他、運

営開始した事業所に対する運営費補

助金及び委託料を確保する必要があ

る。

令和8年度及び令和9年度の開園を予

定する2施設について、令和8年度中

に整備が完了となるため、整備費に

対して助成する。

また、開園後に必要となる運営費補

助金及び委託料を適切に助成する。

今後の保育の見込み量を踏まえて、

保育需要を満たせる量を確保できる

よう、新たな保育施設等の整備につ

いて検討を行う。

187

会計名：一般

款項目：3-2-2

事業名：施設型給付に要する経費

幼児保育

課

市内公立保育園以外の保育所・認定

こども園等に入園している児童の給

付費を支払う。

保育需要が増加するなか、積極的な

入所を働きかけ、待機児童対策を図

る必要がある。

1,201,913 1,312,304 1,541,067 1拡大・拡充

今後も保育需要に対応する必要があ

るとともに、令和8年度中にはさつま

幼稚園が幼保連携型認定こども園に

移行するため、対象施設が増加とな

る。

令和9年度に新たに施設型給付費対象

施設が発生しても対応できるよう、

公定価格等を検証し、適切な予算要

求を行う。

188

会計名：一般

款項目：3-2-2

事業名：地域型保育給付に要する経費

幼児保育

課

小規模保育事業等に入園している児

童の給付費を支払う。

保育需要が増加するなか、積極的な

入所を働きかけ、待機児童対策を図

る必要がある。

474,127 492,991 580,687 1拡大・拡充

今後も保育需要に対応する必要があ

るとともに、国家公務員給与の増額

や保育士配置基準が改定されたこと

により、公定価格単価が増額となっ

ているため。

利用率の動向や各施設の加算認定状

況を精査して、的確な予算要求を行

う。

189

会計名：一般

款項目：3-2-4

事業名：保育園総務事務に要する経費

幼児保育

課

保育園の運営に係る事務について、

システムの運用により、適正、迅速

な事務を行う。

保育園運営に係るシステムを改良す

ることにより、より効率の高い事務

執行ができる体制を構築する。

8,610 3,084 4,114 2精査・検証

より効率的な保育園運営に向けて、

システムの改良等、検証を行う必要

があるため。

令和8年1月に標準システムに切り替

わったことによる課題の改善につい

て精査・検証を進める。

49ページ



令和６年度 令和７年度 令和８年度

NO 決算額 決算額 予算額

令和8年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（簡易評価表）

令和８年度に取組む改革・改善内容事業名 担当課室

優先度

高い事

務事業

うち多

額の経

費対象

事務事業の概要 環境分析（課題含む） 総合評価 総合評価の理由

190

会計名：一般

款項目：3-2-4

事業名：市立保育園の管理運営に要す

る経費

幼児保育

課

公立保育園が良好な保育環境を維持

できるよう管理運営を行う。

保育士を安定的に確保することによ

り、保育の質の維持・向上を図る必

要がある。

463,997 444,671 452,874 1拡大・拡充

発達の問題や医療的なケアのため、

保育に配慮が必要な児童の受入に伴

い、保育士を安定的に確保し、保育

の質の維持・向上を図る必要があ

る。また、施設の老朽化に伴う修繕

等の対応が必要であるため。

会計年度任用職員に加えて保育士派

遣委託も組み合わせることにより、

必要な保育士を確保することで、令

和８年度当初における人員体制を構

築できるように対応を図る。

園運営を続けての大規模改修が困難

であることから、施設の点検委託等

を適切に実施し、予防修繕に努め

る。

191

会計名：一般

款項目：3-2-4

事業名：中高齢者交流保育事業に要す

る経費

幼児保育

課

公立保育園における保育士を補助す

る職員として、人生経験豊かな中高

齢者1名を配置する。

中高齢者の園内における活用方法に

ついては、さらなる検討を行う必要

がある。

1,809 1,952 2,376 2精査・検証

中高齢者の知識や経験を保育園の運

営に活用する方法について、検証を

行う必要がある。

引き続き園や園児の発達や情緒の成

長等への効果を検証する。

192

会計名：一般

款項目：3-2-4

事業名：乳児等通園支援事業に要する

経費

幼児保育

課

保育園や幼稚園等に所属していない

0歳6か月から満3歳未満の子どもを、

月10時間を上限とし、保護者の就労

条件等にとらわれず、保育するもの

保育需要が増加するなか、保育の質

を確保しながら、実施施設の増設を

行い利用定員枠の拡充を図る必要が

ある。

0 3,191 8,116 1拡大・拡充

令和8年度以降、他の自治体の実施施

設も利用可能となるため、市民に

とっては利用施設の選択肢が増加す

ることとなる。

また、実施施設の拡充については、

希望する施設の状況等を踏まえて調

整していく必要がある。

現状の利用状況や新たに導入を希望

する施設に対し、実施に向けた協議

等を行うとともに必要な予算要求を

行う。

193

会計名：一般

款項目：3-2-4

事業名：保育園改修事業

幼児保育

課
○ ○

公立保育園の保育環境を良好に維持

し、施設の長寿命化を図るため、施

設の大規模改修等を行うもの。

公立保育園は建築から40年以上経過

しており、老朽化により改修を要す

る箇所が増加している。

104,164 66,776 0 1拡大・拡充

公立保育園の良好な保育環境を維持

し、長寿命化を図るため、計画的な

改修を進めていく必要があるため。

第2次実施計画の策定にあたり、LED

照明改修や保育室の改修、外壁屋上

防水工事など、各園の現状を把握し

つつ優先順位をつけながら計画して

いく。
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194

会計名：一般

款項目：3-1-3

事業名：社会福祉センターの管理運営

に要する経費

高齢者支

援課

市民相互の交流の増大及び地域の連

帯の強化を図ることにより、市民福

祉の増進に資することを目的とし

て、社会福祉センターの管理運営を

指定管理者制度により推進するも

の。

新型コロナウイルス感染症により利

用者数が減少傾向にあったが、令和5

年度から利用者数が増加に転じてい

る。利用者数の増加に繋げるための

事業や環境改善を図る必要がある。

24,196 24,361 25,748 1拡大・拡充

利用者数が増加傾向にあるととも

に、利用者アンケートを基に、老朽

化している設備について改善を図る

ことや、入退館に係るシステム導入

について検討を行う必要があるた

め。

施設利用者の増加を図るため、利用

者アンケート等に基づき、施設の環

境改善を行うとともに、周知を行

う。

195

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：高齢者在宅福祉に要する経費

高齢者支

援課
○

在宅の高齢者や介護者の負担を軽減

するため、補聴器の購入、紙おむつ

の給付、緊急通報システムの設置、

寝具乾燥等サービス、住宅改修費の

助成等を実施するもの。

高齢化の進展に伴い、各種サービス

の利用者数は年々増加していく傾向

にある。介護が必要になっても、引

き続き在宅での生活が継続できるよ

う、制度の周知を図る必要がある。

17,008 21,015 26,391 3縮小・統合

各種サービスの利用者数は増加傾向

にあるとともに、そのニーズも変化

してきていることから、ニーズに合

わせた事業を検討し、必要なサービ

スを提供していく必要があるが、令

和9年度から紙おむつ給付事業につい

ては、介護保険特別会計に計上する

予定であるため、縮小・統合とし

た。

継続して各種サービスを必要とする

方に適切にサービスを提供するとと

もに、事務の効率化等について検討

を行う。

また、紙おむつ給付事業について、

事業内容をの精査を図ったうえで、

介護保険特別会計に計上することを

検討する。

196

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：高齢者生きがい対策に要する

経費

高齢者支

援課
○

高齢者の健康増進や交流の場づくり

の推進を図るため、敬老事業、老人

憩の家設置、老人クラブの支援、は

り・きゅう・マッサージ等費用助成

を実施するもの。

高齢化の進展に伴い、敬老事業の対

象者やはり・きゅう・マッサージ等

費用助成事業費が年々増加してい

る。

老人クラブや老人憩の家の設置数に

ついては、横ばい傾向にあり、支援

を行う必要がある。

36,285 37,246 36,003 2精査・検証

各補助金について、適切に補助金給

付を行う必要があるとともに、老人

クラブや老人憩の家事業の支援を継

続して実施する必要があるため。

老人クラブ補助金交付基準について

見直しを図るとともに、老人憩の家

運営委託について、事業者及び利用

者からのアンケート結果を基に、事

業内容の精査を行い、改善を行う。

197

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：介護事業者の助成に要する経

費

高齢者支

援課

市が作成した市町村計画に基づき、

公的介護施設等の整備等を行う事業

者に対して、当該施設等の整備に要

する費用の一部を助成するもの。

介護施設等における防災・減災対策

を推進するため、スプリンクラー等

の整備、老朽化に伴う大規模修繕の

他、自家用発電設備や水害対策に伴

う改修等の支援を行う必要がある。

3,055 0 1 2精査・検証

地域密着型施設からの要望に基づ

き、必要額を助成する必要があるた

め。

国・県等からの通知に基づき、対象

となる施設からの申請を受け付ける

とともに、助成を行う。

51ページ



令和６年度 令和７年度 令和８年度

NO 決算額 決算額 予算額

令和8年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（簡易評価表）

令和８年度に取組む改革・改善内容事業名 担当課室

優先度

高い事

務事業

うち多

額の経

費対象

事務事業の概要 環境分析（課題含む） 総合評価 総合評価の理由

198

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：高齢者の施設措置に要する経

費

高齢者支

援課
養護老人ホームへの入所措置費。

高齢化に伴い対象者が増加傾向にあ

る。
25,512 32,442 37,766 2精査・検証

対象者の状態や緊急性の判断に基づ

き、他の介護サービスを利用する等

の対応ができないか等を精査する必

要がある。

措置を行う要件等の整理を行うとと

もに、介護保険制度など他事業の活

用を絶えず検証する。

199

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：老人福祉施設の助成に要する

経費

高齢者支

援課

施設整備に必要な費用で、福祉医療

機構から借り入れた資金及び元金に

ついて、補助を行うもの。

本助成は、補助対象法人の安定的な

運営に必要不可欠であり、今後も償

還計画に基づき、補助していく必要

がある。

2,091 2,066 2,042 2精査・検証

事業計画や実績報告を踏まえ、法人

の運営状況等を把握し、適切な額を

補助していく必要があるため。

安定的な法人の運営を目指し、補助

額を精査し、交付していく。

200

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：福祉有償運送の事務に要する

経費

高齢者支

援課
○

営利を目的としない法人（NPO法人

等）により行われるボランティア輸

送で、公共交通機関の利用が困難な

者を対象に行う福祉有償運送事業に

ついて、その実施事業者の運営状況

等を審議するもの。

鎌ケ谷市を区域とする運営している

福祉有償運送事業者は3社あるが、利

用者数が増加しない状況にあるとと

もに、ドライバーの確保等が課題と

なっている。

0 27 43 3縮小・統合
令和9年度に更新を行う予定がなく、

協議会の開催予定がないため。

令和8年度に更新を行う事業所が2社

あることから、更新作業を実施す

る。

201

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：介護保険運営推進事業に要す

る経費

高齢者支

援課

介護保険の円滑かつ公正な運営を図

るため「介護保険運営及びサービス

推進協議会」で議論を行う。また、

介護サービス事業を実施する事業者

を選定する委員会を開催する。

令和7年度は第10期鎌ケ谷市高齢者保

健福祉計画・介護保険事業計画策定

のための実態調査の結果をとりまと

めた。

高齢者人口の増加に伴い要介護（支

援）認定者も増加傾向にあり、サー

ビス内容等の見直しや充実強化につ

いて、議論を重ねる必要がある。

82 5,781 5,180 3縮小・統合

介護保険事業の円滑な運営を検証す

る基本的な事業であり、絶えず検証

を要する。

また、3年毎に計画を改定する義務が

あり、該当年度に必要な経費を適切

に計上する必要がある。

介護保険運営及びサービス推進協議

会において、介護にかかわる広範囲

な意見を、介護保険制度に反映させ

制度を円滑に運用する。

3年毎に計画を改定する必要があり、

令和8年度は令和7年度にとりまとめ

た実態調査の結果をもとに計画策定

を行う。
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202

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：介護サービス利用者負担対策

事業に要する経費

高齢者支

援課

障害ホームヘルプサービスの利用に

おいて定率負担額が0円となっている

者が介護保険の適用を受けることと

なった場合には、利用者負担を全額

免除する。

対象者は限定されるが、高齢化に伴

い増加が見込まれる。
0 0 2 2精査・検証

対象者の把握について検証を要す

る。

引き続き低所得者の負担軽減を図

り、適切な介護サービスを利用でき

るようにする。

203

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：シルバー人材センターに要す

る経費

高齢者支

援課

高齢者の社会参加を促進するため、

シルバー人材センターへ補助金を支

出し、就労しやすい環境づくりを推

進するもの。

雇用年齢の延長や高齢者の意識の変

化などの社会環境の変化により、シ

ルバー人材センターの会員数が増加

しているものの、平均年齢が上昇し

ている。

16,110 16,110 16,110 2精査・検証

高齢者の社会参加促進の一環とし

て、シルバー人材センターに対し

て、補助金を交付するものであるこ

とから、昨年度の実績や活動状況を

踏まえ、補助額を精査検証するた

め。

高齢者の生きがい支援の一環とし

て、シルバー人材センターの活動を

支援するため、運営費補助金を交付

する。

204

会計名：一般

款項目：3-1-6

事業名：介護人材確保対策事業に要す

る経費

高齢者支

援課
○

介護サービスに従事する人材の確

保、介護サービスの安定的な供給を

図るため、特定の研修修了者に対し

て、資格取得費用の一部を補助す

る。

介護サービス従事者が不足してお

り、介護保険利用者の増加と共に

サービス不足となることが課題。補

助金の活用等を通して人材確保を継

続する。なお、千葉県の介護人材確

保対策事業費補助金の対象であり、

県から3/4の補助を受けることができ

る。

246 537 875 2精査・検証

積極的に補助金を活用して研修を受

講することが望ましいが、各事業所

のニーズ調査等の検証が必要であ

る。

介護サービスに従事する人材の確

保、介護サービスの安定的な供給を

図るため積極的に周知を行う。

205

会計名：介護

款項目：1-1-1

事業名：介護保険事務に要する経費

高齢者支

援課

介護保険の事務処理全般にかかる事

業経費。

介護保険システム関連経費が大部分

を占めており、法改正等の都度改修

費用がかかる。

また、都度介護保険システムの法改

正対応に伴いシステム改修経費の増

額が必要となってくる。

63,239 144,073 125,843 1拡大・拡充

介護保険に係る事務処理全般の管理

を行っており、事務を適正に進めて

いく上で検証を要する。

介護保険システムの法改正対応に伴

う改修経費は適宜国等から情報収集

を行っていく。

事務経費及びシステム関連経費の削

減。

介護保険システムの法改正対応に伴

う改修経費の精査。
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206

会計名：介護

款項目：1-2-1

事業名：介護保険料賦課徴収に要する

経費

高齢者支

援課
○

介護保険電算システムにより介護保

険料の賦課・徴収等の処理を行い、

出力された帳票をもとに各種事務を

行う。

高齢化による被保険者の増加に伴

い、給付費も増加している。安定的

な財源確保のため、介護保険料も引

き上げとなっており、滞納額の増加

要因になりうるが、滞納整理を強化

しており、徴収率は90％台後半を維

持している。

11,980 17,044 17,877 2精査・検証

介護保険の安定的な財源確保のため

の事業であり、保険料の賦課徴収に

関しては、介護保険法に基づき適正

に実施するため、検証を要する。

介護保険料の収納相談の充実、電子

マネー収納及びコンビニ収納の更な

る周知ときめ細やかな納付相談対応

により、収納率の向上を図る。

207

会計名：介護

款項目：1-3-1

事業名：介護認定審査会に要する経費

高齢者支

援課
介護認定審査会の開催経費。

高齢化に伴い審査会の必要回数や審

査件数が増加している。
22,061 24,137 28,703 2精査・検証

公平で効率的な審査が出来るよう絶

えず検証しているが、審査件数が増

加しているため、抜本的なシステム

の見直しを検討していく必要があ

る。

令和7年度から開始しているペーパー

レス化を本格実施する。また、国の

介護連携情報基盤整備に向けた準備

を行う。

208

会計名：介護

款項目：1-3-2

事業名：介護認定調査等に要する経費

高齢者支

援課

介護認定審査会に提出する書類（主

治医意見書、調査資料）の作成費。

高齢化に伴い作成件数が増加してい

る。
40,498 44,029 68,178 2精査・検証

効率的に調査資料が作成できるよう

絶えず検証しているが、システムの

見直しを検討していく必要がある。

国の介護連携情報基盤整備に向けた

準備を行う。

209

会計名：介護

款項目：2-1-1

事業名：介護サービス給付費に要する

経費

高齢者支

援課
○

要介護認定者が介護サービスを利用

した際に、介護保険制度の定めると

ころにより、介護サービス給付費を

支給するものである。

高齢化による要介護認定者、サービ

ス受給者の増加に伴い、介護給付の

増加が見込まれる。

7,731,174 8,176,034 8,441,085 1拡大・拡充

介護サービスの提供により、要介護

状態の維持、改善に努め、住み慣れ

た地域で自立した生活を送れるよう

検証を要する。介護保険認定者数・

給付受給者数の増加により給付費は

増加する見込である。

高齢者の住まいを整備する住宅改修

をはじめとした介護給付は介護保険

法に基づき継続して実施する。ま

た、給付費の適正化事業にも努めて

いく。
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210

会計名：介護

款項目：2-1-2

事業名：特例介護サービス給付費に要

する経費

高齢者支

援課

認定の効力が生じる日よりも前に、

緊急その他やむを得ない理由により

サービスを受けた場合等において、

サービス給付費を償還払いする。

過去の実績はないが、高齢化による

要介護認定者、サービス受給者の増

加に伴い発生する可能性はある。

0 0 40 2精査・検証
対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

211

会計名：介護

款項目：2-1-3

事業名：地域密着型介護サービス給付

費に要する経費

高齢者支

援課

鎌ケ谷市在住の要介護認定者が市が

指定した地域密着型サービス事業所

の介護サービスを利用した費用の保

険給付分。

高齢化による要介護認定者、サービ

ス受給者の増加に伴い、介護給付の

増加が見込まれる。

734,426 763,851 809,587 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施。

引き続き給付費適正化に努める。

212

会計名：介護

款項目：2-1-4

事業名：特例地域密着型介護サービス

給付費に要する経費

高齢者支

援課

認定の効力が生じる日よりも前に、

緊急その他やむを得ない理由により

サービスを受けた場合等において、

サービス給付費を償還払いする。

過去の実績はないが、高齢化による

要介護認定者、サービス受給者の増

加に伴い発生する可能性はある。

0 0 10 2精査・検証
対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

213

会計名：介護

款項目：2-2-1

事業名：介護予防サービス給付費に要

する経費

高齢者支

援課

要支援認定者が介護予防サービスを

利用した費用の保険給付分。

高齢化による要支援認定者、サービ

ス受給者の増加に伴い給付費の増加

が見込まれる。

143,911 151,712 165,130 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施。

引き続き給付費適正化に努める。
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214

会計名：介護

款項目：2-2-2

事業名：特例介護予防サービス給付費

に要する経費

高齢者支

援課

認定の効力が生じる日よりも前に、

緊急その他やむを得ない理由により

サービスを受けた場合等において、

サービス給付費を償還払いする。

過去の実績はないが、高齢化による

要支援認定者、サービス受給者の増

加に伴い、発生する可能性はある。

0 0 20 2精査・検証
対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

215

会計名：介護

款項目：2-2-3

事業名：地域密着型介護予防サービス

給付費に要する経費

高齢者支

援課

鎌ケ谷市在住の要支援認定者が市が

指定した事業所の予防サービスを利

用した費用の保険給付分。

高齢化による要支援認定者、サービ

ス受給者の増加に伴い給付費の増加

が見込まれる。

0 98 3,651 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

対象サービスが限定的であるため、

対象者の有無によって減少すること

もあるが、基本的には高齢化の進展

による介護保険認定者数・給付受給

者数の増加により給付費は増加する

見込である。

介護保険法に基づき継続して実施。

引き続き給付費適正化に努める。

216

会計名：介護

款項目：2-2-4

事業名：特例地域密着型介護予防サー

ビス給付費に要する経費

高齢者支

援課

認定の効力が生じる日よりも前に、

緊急その他やむを得ない理由により

サービスを受けた場合等において、

サービス給付費を償還払いする。

今まで実績はないが、高齢化による

要支援認定者、サービス受給者の増

加に伴い、発生する可能性はある。

0 0 1 2精査・検証
対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

217

会計名：介護

款項目：2-3-1

事業名：審査支払手数料に要する経費

高齢者支

援課

介護サービス等提供事業者からの給

付費請求に係る審査支払事務を国民

健康保険団体連合会に委託している

ため、その手数料経費。

高齢化による要介護認定者、サービ

ス受給者の増加に伴い、審査支払手

数料も増加するものと思われる。

8,464 9,067 9,300 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。
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218

会計名：介護

款項目：2-4-1

事業名：高額介護サービス費に要する

経費

高齢者支

援課

被保険者が在宅・施設・地域密着型

サービスを利用した月の利用者負担

額が上限額を超えた場合支給する。

高齢化による要介護認定者、サービ

ス受給者の増加に伴い、高額介護

サービス費の増加も見込まれる。

234,211 252,503 250,189 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

219

会計名：介護

款項目：2-4-2

事業名：高額介護予防サービス費に要

する経費

高齢者支

援課

被保険者が在宅・施設・地域密着型

サービスを利用した月の利用者負担

額が上限額を超えた場合支給する。

高齢化による要介護認定者、サービ

ス受給者の増加に伴い、高額介護

サービス費の増加も見込まれる。

52 80 110 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

220

会計名：介護

款項目：2-5-1

事業名：高額医療合算介護サービス費

に要する経費

高齢者支

援課

医療及び介護の両制度における自己

負担額の合計額が高額となった場合

に、一定の上限額を超えた分を支給

する。

高齢化に伴い介護・医療とも給付の

増加が見込まれる。
31,989 36,973 40,305 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

221

会計名：介護

款項目：2-5-2

事業名：高額医療合算介護予防サービ

ス費に要する経費

高齢者支

援課

医療及び介護の両制度における自己

負担額の合計額が高額となった場合

に、一定の上限額を超えた場合支給

する。

高齢化に伴い介護・医療とも給付の

増加が見込まれる。
0 0 1 2精査・検証

対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。
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222

会計名：介護

款項目：2-6-1

事業名：市特別給付費に要する経費

高齢者支

援課

第1号被保険者の保険料を財源として

要介護者や要支援者に対し、法律で

定められている保険給付以外の鎌ケ

谷市独自の給付サービス。

高齢化による要介護認定者、サービ

ス受給者の増加に伴い、当事業の利

用者も増えていくことが見込まれ

る。

2,799 3,011 3,055 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

要望が多かった保険給付外サービス

として引き続き事業を実施し、利用

者の日常生活を支援していく。

223

会計名：介護

款項目：2-7-1

事業名：特定入所者介護サービス費に

要する経費

高齢者支

援課

負担限度額認定を受けた要介護被保

険者が介護保険施設へ入所等サービ

スを利用した際の食費・居住費（滞

在費）について、基準額と自己負担

の限度額との差額を、国民健康保険

団体連合会を通じて事業者に支払

う。

高齢者の増加に伴い、要介護認定

者、介護サービス利用者も増加して

おり、負担限度額認定の対象者数も

増加すると思われる。

193,392 193,209 201,514 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

224

会計名：介護

款項目：2-7-2

事業名：特例特定入所者介護サービス

費に要する経費

高齢者支

援課

低所得の要介護被保険者が認定の効

力の生じる日より前に、緊急その他

やむを得ない理由により、介護保険

施設への入所等サービスを利用した

際の食費・居住費（滞在費）につい

て、償還払いで支給する。

今まで実績はないが、高齢化による

要介護認定者、サービス受給者の増

加に伴い、発生する可能性はある。

0 0 20 2精査・検証
対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

225

会計名：介護

款項目：2-7-3

事業名：特定入所者介護予防サービス

費に要する経費

高齢者支

援課

負担限度額認定を受けた要支援被保

険者が短期入所サービスを利用した

際の食費・居住費（滞在費）につい

て、基準額と自己負担の限度額との

差額を、国民健康保険団体連合会を

通じて事業者に支払う。

高齢者の増加に伴い、要支援認定

者、支援サービス利用者も増加して

おり、負担限度額認定の対象者数も

増加すると思われる。

53 9 53 1拡大・拡充

保険給付内容の精査、検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。
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226

会計名：介護

款項目：2-7-4

事業名：特例特定入所者介護予防サー

ビス費に要する経費

高齢者支

援課

低所得の要支援被保険者が認定の効

力の生じる日より前に、緊急その他

やむを得ない理由により、介護保険

施設への入所等サービスを利用した

際の食費・居住費（滞在費）につい

て、償還払いで支給する。

過去の実績はないが、高齢化による

要支援認定者、サービス受給者の増

加に伴い、発生する可能性はある。

0 0 1 2精査・検証
対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。

227

会計名：介護

款項目：3-1-1

事業名：財政安定化基金拠出金に要す

る経費

高齢者支

援課

介護保険財政の安定化のため、千葉

県に設けられた財政安定化基金に

国、県、市が3分の1ずつ拠出する。

各保険者において適切に給付費等を

見込むことにより、交付・貸付が減

少しており平成21年度以降、拠出金

は0円となっている。

0 0 1 2精査・検証
千葉県を通じて、他市の状況を検証

する必要がある。

介護保険法に基づき適正に事務を進

める。

228

会計名：介護

款項目：4-1-1

事業名：予防事業に要する経費

高齢者支

援課

閉じこもり防止により、要介護状態

への軽減を図る。

談話室事業において推進員の高齢化

が進んでいる。

事業継続にあたり物価高の影響から

補助額増額の意見が上がっている。

5,034 630 692 1拡大・拡充

参加者が安全に人との関わり合いを

通して生き生きとした活動ができる

よう検証する。

また、おむつ給付について介護保険

特別会計に計上している他市を参考

に検討を行う。

新たに談話室事業を担う推進員や各

事業に参加する人員が増えていくよ

う市民に周知をしていく。

談話室への補助額については、事業

内容の精査、他市等の状況把握を行

い、検討をしていく。

また、おむつ給付の介護特会移行を

検討する。

229

会計名：介護

款項目：5-1-1

事業名：介護予防・生活支援サービス

事業に要する経費

高齢者支

援課

要支援認定者、事業対象者が総合事

業を利用した費用の保険給付分。

高齢化による要支援認定者、サービ

ス受給者の増加に伴い、給付費の増

加見込まれる。

240,244 250,123 266,359 1拡大・拡充

介護サービスの提供により、要支援

状態の維持改善に努め、住み慣れた

地域で自立した生活を送れるよう検

証を要する。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施。
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230

会計名：介護

款項目：5-1-2

事業名：介護予防ケアマネジメント事

業に要する経費

高齢者支

援課

総合事業利用者の介護予防ケアマネ

ジメント費。

高齢化に伴い、給付の増加が見込ま

れる。
30,390 33,732 33,094 1拡大・拡充

対象者の把握について検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施。

231

会計名：介護

款項目：5-2-1

事業名：介護予防把握事業に要する経

費

高齢者支

援課

一般介護予防事業対象者に対する実

態把握に関する経費

高齢化に伴い、今後把握数の増加が

見込まれる。
627 535 1,059 2精査・検証

実態把握者数の増減について絶えず

検証する必要がある。

引き続き地域包括支援センターと連

携し、実態把握に努める。

232

会計名：介護

款項目：5-2-1

事業名：介護予防普及啓発事業に要す

る経費

高齢者支

援課
介護予防講座等における講師謝礼

高齢化に伴い、今後も事業の実施が

必要である。
1,695 877 1,267 2精査・検証

参加者の状況やニーズについて把握

し、事業内容等について検証をして

いく。

今年度より、植栽講座を実施する予

定。介護予防の講義や体操に加え、

植栽という趣味活動の内容を行うこ

とで、これまで市の介護予防事業に

参加をしたことのない方の参加を促

していく。

233

会計名：介護

款項目：5-2-1

事業名：地域介護予防活動支援事業に

要する経費

高齢者支

援課

介護予防事業委託事業として鎌ケ谷

健幸サポーターの養成と健幸サポー

ターが地域で活動をする際の施設使

用料等の助成を行う。

高齢化に伴い、今後も介護予防の事

業が必要である。
340 1,256 873 1拡大・拡充

年2回、健幸サポーター養成事業を実

施しており、サポーター数の増加が

見込まれるため。

市民へ事業を周知し、健幸サポー

ター数の増加を図る。
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234

会計名：介護

款項目：5-2-1

事業名：地域リハビリテーション活動

支援事業に要する経費

高齢者支

援課

一般介護予防事業における「地域リ

ハビリテーション活動支援事業」の

一環として、市内リハビリテーショ

ン専門職の関与を促進し、介護予防

の充実を図る。

地域住民への普及啓発をより強化し

ていく必要があると同時に、事業に

ご協力いただけるリハビリテーショ

ン専門職を増やす必要がある。

0 3,999 6,642 1拡大・拡充

地域における介護予防の取組を機能

強化していく必要があるため、拡

充・拡大とした。

住民主体の通いの場へリハビリテー

ション専門職を派遣し、介護予防の

推進を図る。

235

会計名：介護

款項目：5-3-1

事業名：包括的支援事業に要する経費

高齢者支

援課
○

介護予防ケアマネジメント、総合相

談、権利擁護ケアマネジメントを包

括的に行う。

高齢化に伴い相談件数が増加すると

ともに、介護するがいない方の金銭

面を含めた介護や生活の相談、老老

介護や高齢者虐待の疑いなど、相談

内容も複雑化してきている。

115,455 118,025 124,364 1拡大・拡充

相談内容の複雑化において基幹型地

域包括支援センター、3包括の活動を

絶えず検証していく。

基幹型地域包括支援センターによる

後方支援を行い、地域包括支援セン

ターの人員配置における基準緩和に

伴い、人員を整備する。

236

会計名：介護

款項目：5-3-2

事業名：介護サービス適正化事業に要

する経費

高齢者支

援課

介護給付を必要とする被保険者に対

し、適切にサービス提供を促し、費

用の効率化を図る。

給付費が増加しているため精査が必

要。
2,338 2,411 2,562 2精査・検証

適正にサービスが提供されているか

絶えず検証していく。

介護給付費適正化のためのシステム

を利用し、介護給付費の適正化等を

進めていく。

237

会計名：介護

款項目：5-3-2

事業名：家族等支援事業に要する経費

高齢者支

援課

高齢者本人並びに家族等の身体的、

精神的負担の軽減を図ることを目的

とした事業（徘徊高齢者位置情報提

供サービス、見守りシールの提供

等）を実施するもの。

サービス利用者が維持・減少傾向に

あることから、事業実施内容につい

て精査する必要があるとともに、事

業の周知方法について検討する必要

がある。

772 757 1,530 1拡大・拡充

各種サービスの利用者数は維持・減

少傾向にあるとともに、そのニーズ

も変化してきていることから、ニー

ズに合わせた事業を検討し、必要な

サービスを提供していく必要がある

ため。なお、令和９年度から紙おむ

つ給付事業については、介護保険特

別会計に計上する予定であるため、

拡大・拡充とした。

継続して各種サービスを提供すると

ともに、各種サービスの周知を行

う。

また、紙おむつ給付事業の一般会計

から介護保険特別会計への移行につ

いて、検討する。
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238

会計名：介護

款項目：5-3-2

事業名：成年後見人制度利用支援事業

に要する経費

高齢者支

援課

市長申立て事務、後見人報酬助成、

市民後見人養成研修委託費等、後見

制度の利用促進に伴う事務費や助

成。

中核機関について設置の検討が必要 3,545 3,296 6,475 2精査・検証
市長申立ての必要性に関して、対象

者ごとの精査・検証が必要。

他課・他機関と連携し、後見制度の

利用促進をしつつ、対象者ごとに事

業利用の必要性を確認する。

239

会計名：介護

款項目：5-3-2

事業名：福祉用具・住宅改修支援事業

に要する経費

高齢者支

援課
○

介護給付を受けていない虚弱の高齢

者に対し、住宅改修について専門職

が助言や指導を行うとともに、手す

りの設置費用の助成を行う。

介護保険給付の住宅改修と棲み分け

し、介護認定を受けていない虚弱な

高齢者を対象としている。これまで

利用者は多くはないが、今後、高齢

化に伴い、利用者は増加すると思わ

れる。

148 0 163 2精査・検証 広く周知するための方法が課題。 継続して事業の周知を図る。

240

会計名：介護

款項目：5-3-2

事業名：地域自立生活支援事業に要す

る経費

高齢者支

援課

在宅1人暮らし高齢者等に対して栄養

相談における管理栄養士によるｱｾｽﾒﾝ

ﾄ結果に基づいて配食ｻｰﾋﾞｽを提供す

ることにより、在宅生活が維持でき

るよう支援する。

高齢化に伴い、給付増加が見込まれ

る。
4,332 4,340 6,126 2精査・検証

既存の組織等を活用しながら、地域

に不足するサービスの検証を行う必

要があるため。

今後も継続して事業を実施する。

241

会計名：介護

款項目：5-3-2

事業名：認知症総合支援事業に要する

経費

高齢者支

援課
○

認知症について理解を深め、認知症

の方、またその家族が住みやすい地

域づくりを目指す事業（認知症カ

フェ、認知症初期集中支援チーム、

認知症推進員、認知症サポーター養

成講座等）。

認知症相談窓口の周知を強化する必

要がある。認知症サポーター養成講

座受講の機会を増やす必要がある。

4,171 4,089 5,130 2精査・検証
体制を変更した事業について。関係

機関と連携し行う。

初期集中支援チームの体制変更し実

施する。認知症カフェの周知・強化

を図る。認知症サポーター養成講座

の受講機会を設け普及啓発を図る。
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242

会計名：介護

款項目：5-3-3

事業名：在宅医療・介護連携推進事業

に要する経費

高齢者支

援課

相談窓口の運営、多職種の講演会・

研修を実施。

研修会を実施することで連携、支援

体制を強化していく必要がある。
4,050 1,205 1,612 1拡大・拡充

相談窓口の運営方法、研修結果につ

いて絶えず検証する。

相談窓口機能の強化、多職種のネッ

トワークの構築を図る。

243

会計名：介護

款項目：5-3-4

事業名：生活支援体制整備事業に要す

る経費

高齢者支

援課

地域資源の開発支援・支援者の養

成、ネットワークの構築。

地域での問題解決能力を高めてい

く。また、個別支援を行う。
9,193 9,195 9,212 1拡大・拡充

地域資源の開発支援・支援者の養

成、ネットワークの構築を検証し、

次年度に活かしていく。

また、第２層における個別相談支援

の拡充を図っていく必要がある

第2層協議体の活動を地域に周知する

とともに円滑に運営できるよう支援

する。また、より一層、個別支援の

強化を図る。

244

会計名：介護

款項目：5-3-5

事業名：地域ケア会議推進事業に要す

る経費

高齢者支

援課

地域包括ケアシステム構築のための

有効な手法である地域ケア会議を開

催する際の専門職報償費。

支援困難ケース会議で挙がった、地

域としての課題を把握、分析してい

く必要がある。

46 48 70 2精査・検証
専門職から助言をいただくことの効

果を精査・検証する。

地域ケア会議推進に関する会議の内

容を充実させる。

245

会計名：介護

款項目：5-4-1

事業名：審査支払手数料に要する経費

高齢者支

援課

サービス費用の請求に対する審査・

支払いに対しての手数料。

今後、利用者の増加に伴い手数料の

増加が見込まれる。
8,464 9,067 9,300 1拡大・拡充

保険給付内容の精査・検証を要す

る。

高齢化の進展による介護保険認定者

数・給付受給者数の増加により給付

費は増加する見込である。

介護保険法に基づき継続して実施す

る。
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246

会計名：介護

款項目：6-1-1

事業名：介護保険財政調整基金積立金

に要する経費

高齢者支

援課

介護保険事業の財政運営を安定的に

行えるよう基金を設置し、事業運営

の中で生じる剰余金を当該基金に積

み立てる。

介護保険財政が安定的に運営できる

よう、余剰金については毎年度積立

てを行っている。

238,721 51,849 1 2精査・検証
保険給付内容の精査、検証を要す

る。

計画値と実績値の検証を行い、剰余

金の発生を最小限に留める必要があ

るが、剰余金が発生した場合は財政

調整基金に積み立て、介護保険運営

に役立てていく。

247

会計名：介護

款項目：7-1-1

事業名：第１号被保険者保険料還付金

に要する経費

高齢者支

援課

過年度分の還付発生者に対し、保険

料の還付を行う。

高齢化による被保険者の増加によ

り、還付金発生の増加も予想され

る。

2,003 2,562 2,500 2精査・検証
対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき事業を継続す

る。

248

会計名：介護

款項目：7-1-2

事業名：国庫支出金等過年度分返還金

に要する経費

高齢者支

援課

前年度の介護給付費に対し、交付を

受けた負担金及び交付金に超過交付

があった場合に返還する。

過去の実績や事業量の見込みから介

護給付費の算定を行い交付申請をし

たが、決算に伴い返還金が生じたた

め返還を行った。

115,742 77,039 10,000 2精査・検証
保険給付内容の精査、検証を要す

る。

介護保険費用等積算については、計

画値と実績値の検証を行い返還金を

最小限にしていく。

249

会計名：介護

款項目：7-1-3

事業名：第１号被保険者還付加算金に

要する経費

高齢者支

援課

過誤納となった保険料に対し還付加

算金を加えて還付する。

高齢化による被保険者の増加によ

り、還付金発生の増加も予想され

る。

0 0 30 2精査・検証
対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき事業を継続す

る。
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250

会計名：介護

款項目：7-1-4

事業名：高額介護サービス費貸付金に

要する経費

高齢者支

援課

介護サービス費の支払いに困窮する

者に対し、高額介護サービス費の支

給見込額の範囲内で無利子で貸付を

行う。

過去の実績はないが、高齢化による

要介護認定者、サービス受給者の増

加に伴い、発生する可能性はある。

0 0 10 2精査・検証
対象者の把握について検証を要す

る。

介護保険法に基づき、生活困窮者が

安心して介護サービスが利用できる

よう、引き続き実施する。

251

会計名：一般

款項目：4-1-1

事業名：保健衛生事務に要する経費

健康増進

課
○

市民が適正な医療を受けられるよう

医療機関の情報を提供するととも

に、一次・二次救急医療の体制を整

備する。

少子高齢化の進行や医療従事者の地

域偏在等、地域医療を取り巻く環境

は厳しさを増しているため、身近で

相談できるかかりつけ医を持つこと

や、医療機関の情報提供、医療従事

者の確保、ICTの活用等が対策として

あげられている。また、南海トラフ

地震、首都直下地震は今後30年以内

の発生が高い確率で予想されてお

り、災害医療体制を整備する必要が

ある。

24,731 25,989 21,377 1拡大・拡充

一次・二次救急医療体制、災害医療

体制を整備していく必要があるた

め。

災害医療検討部会、対策会議等を開

催し、関係機関との連携を強化す

る。

病院前救護所マニュアルを制定す

る。

トリアージ訓練、病院前救護所訓練

等により、災害時の体制を整備す

る。

災害時用医薬品等の更新を行う。

鎌ケ谷市新型インフルエンザ等対策

行動計画の改定を受け、新型インフ

ルエンザ等対応マニュアル改定に向

けた準備を行う。

252

会計名：一般

款項目：4-1-1

事業名：健康づくり推進に要する経費

健康増進

課
○

食育を含めた健康づくりの第一次予

防である健康増進を進めるととも

に、疾病の予防を図るため、第３次

いきいきプラン健康かまがや２１、

第３次鎌ケ谷市食育推進計画を推進

する。

新型コロナウイルス感染症拡大や時

代の流れにより、働き方やライフス

タイルに大きな変化があった。特

に、朝食の摂取状況について悪化傾

向がみられる。健康寿命の延伸のた

め、若い世代から正しい生活習慣を

選択できるような普及啓発が必要で

ある。

4,649 5,213 2,548 2精査・検証

子どもから高齢者まで、ライフス

テージ・ライフスタイルに合わせた

栄養・食生活支援を引き続き行う必

要があるため。

朝食を食べる人を増やすため、継続

して「早ね早起き朝ごはん食育講演

会」を開催する他、全ての講座で朝

食の必要性や生活リズムについて教

育を行う。

個々に合わせた生活習慣病やフレイ

ル予防のための教育を行う。

253

会計名：一般

款項目：4-1-1

事業名：がん患者アピアランスケア支

援事業等に要する経費

健康増進

課

がん患者のがん治療による外見の変

化を補完する医療用補正具等を購入

等した者に対し補助する。

がん患者が負う心理的及び経済的負

担を軽減し、患者の社会参画やQOL

（生活の質）の向上を図ることを目

的とする。

1,969 1,645 2,274 2精査・検証

アピアランスケアはコンスタントに

申請を受付している。若年がん患者

の在宅療養支援事業は令和7年度に交

付決定があり、徐々に周知がされて

いるため。

ホームページ、広報紙、チラシ等に

よる市民への周知。補助対象となる

アピアランスケアの要件を精査し、

令和７年度にリーフレットを改定し

たので、反響を確認する。
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254

会計名：一般

款項目：4-1-2

事業名：各種健（検）診に要する経費

健康増進

課
○

がん疾患等の早期発見、早期治療を

促進し、市民の健康保持と増進を図

るために各種健（検）診を行う。

健康増進法で努力義務とされている

骨粗鬆症検診を8年度から開始する。

関係機関と連携し、検診体制を整備

するとともに、受診率、検査結果等

を検証する。

国等の指針、市民の要望、受入医療

機関等の状況により、個別検診の導

入など、検診体制を検討する必要が

ある。

93,963 88,752 106,476 1拡大・拡充

個別検診、節目検診等の導入をふま

えた、がん検診を整備するととも

に、各種検診の周知について見直す

必要があるため。

骨粗鬆症検診の導入により、疾病の

早期発見・予防につなげる。

生活保護特定健康診査で全員に貧血

検査を実施する。

乳がん個別検診の導入について検討

する。

若年者の子宮がん、乳がん検診受診

率向上のため、リーフレット送付や

line通知等を行う。

自治体検診DXの動向を注視し、今後

のがん検診事業の方向性を検討す

る。

255

会計名：一般

款項目：4-1-2

事業名：予防接種に要する経費

健康増進

課
○

感染症の発生及びまん延を防止する

ため、感染防止対策を講じるととも

に予防接種を行い、公衆衛生の向上

及び増進を図る。

RSウイルス感染症ワクチン、20価高

齢者肺炎球菌ワクチン、高齢者イン

フルエンザ高用量ワクチンが新たに

定期接種化された。帯状疱疹任意接

種が要件を変更し、実施となった。

毎年、新規の定期接種が開始となっ

ており、遅滞なく実施する必要があ

る。

令和10年度から予防接種事務デジタ

ル化が開始するため、計画的に準備

する必要がある。

予防接種による健康被害救済制度に

係る事務を遅滞なく行う必要があ

る。

363,464 423,231 456,473 1拡大・拡充

新たに定期接種化された予防接種の

接種率は不明であるため、想定での

予算確保が必要である。また、予防

接種事務デジタル化に係るアプリ、

システム改修等の費用を要するた

め。

新たに定期接種化されたRSウイルス

感染症、高齢者インフルエンザ等の

接種体制を整備する。

予防接種事務デジタル化に係る情報

収集及び計画立案、関係機関への情

報提供を行う。

HPVワクチン、MRワクチン等の未接

種者への個別通知を行う。

256

会計名：一般

款項目：4-1-2

事業名：胃内視鏡検査（胃がん検診）

事業

健康増進

課
○ ○

50歳以上の胃がん検診の検査項目に

ついて、集団検診の胃部エックス線

検査に加えて、医療機関による胃内

視鏡検査（２年に１回）を導入す

る。

国等の指針やガイドライン等の一部

改正において、任意型から対策型の

検診になったことから、令和５年度

から胃がん検診の検査項目に胃内視

鏡検査を追加した。

精度管理の一環として、担当医を対

象にした6か月に1度の画像評価及び

定期的な研修会を開催する必要があ

る。

2年毎の検診であり、開始年度に受診

数が多かったため、隔年で受診者数

の偏りがみられる。

22,120 27,450 26,262 2精査・検証

検診精度の向上のため、絶えず担当

医と協議し、事業の精査・検証をし

ていく必要があるため。

精度管理の一環として実施している

担当医を対象とした研修会の内容に

ついて、関係者と協議し決定する。
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257

会計名：一般

款項目：4-1-4

事業名：健康管理事務に要する経費

健康増進

課

円滑な事業展開のために必要な専門

職を会計年度任用職員として配置し

成人保健事業を実施する。

事業に携わる専門職員の資質・技能

の向上を図るとともに、市民の健康

増進を図るため、時代の状況に応じ

た事業内容の見直しと改善が必要で

ある。

9,559 10,769 499 2精査・検証

令和7年度からこども家庭センターを

設置したことに伴い、母子保健事業

に必要な費用は母子保健に要する経

費へ移動し、成人保健に要する経費

の高齢者の保健事業と介護予防の一

体的実施事業以外の経費を移動し

た。引き続き、成人層への事業の精

査をしていく必要があるため。

新規に骨粗鬆症検診事後指導の実施

する。

258

会計名：一般

款項目：4-1-4

事業名：母子保健に要する経費

健康増進

課
○

こども家庭センターにおいて、妊娠

期から子育て期まで切れ目のない支

援を提供するため、母子保健に関す

る啓発、健診、相談、育児支援を行

う。

親が孤立せず、子育てを楽しみ、成

長を確認できるよう、関係機関と協

働し、継続した育児支援が必要であ

る。

95,041 106,627 120,214 1拡大・拡充

母子保健の電子化及び、産後ケア事

業の利用人数の増加・対象の拡充に

伴う事務量の増加や市民対応の複雑

化のため。

切れ目ない支援のため、産後ケア事

業の通所型及び訪問型において、対

象を1歳未満まで拡充する。

市民の利便性の向上及び事務の効率

化のため乳幼児健診をWeb問診とす

る。

259

会計名：一般

款項目：4-1-4

事業名：成人保健に要する経費

健康増進

課

40歳以上の市民を対象に、健康教

育・相談・家庭訪問等を行い、生活

習慣病予防などの健康づくりへの支

援を行う。

参加者や健康教育等の相談者が７０

代の高齢者に多く、若い世代への働

きかけが難しいことが課題である。

また、他課で行っている支援及び事

業と連携しながら支援を行う必要が

ある。

1,844 1,953 3,120 2精査・検証

高齢者の保健事業と介護予防の一体

的実施の一環として、通いの場等で

のポピュレーションアプローチに加

え、ハイリスクアプローチを行う必

要があるため。

R8年度からハイリスクアプローチと

して低栄養改善事業及び口腔改善事

業を関係課と連携し新規実施する。

260

会計名：一般

款項目：4-1-4

事業名：歯科保健に要する経費

健康増進

課

市民の生涯にわたる口腔の健康保

持・増進のため、歯科健康診査・予

防処置・健康教育・健康相談を実施

する。

子どものむし歯は減少傾向にある

が、子どもの歯肉炎や、成人の進行

した歯周炎を持つ者の割合は依然高

いことが課題である。

3,914 3,257 6,091 2精査・検証

成人歯科健康診査では、新たに国の

歯周病検診マニュアルに基づいた健

診内容の実施や、船橋市内歯科医療

機関でも受診が始まり、関係機関と

調整しながら事業を進める必要があ

るため。

国の歯周病検診マニュアルに沿った

成人歯科健康診査の実施及び船橋市

内歯科医療機関での受診開始。65

歳、70歳への口腔機能測定の追加。
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261

会計名：一般

款項目：4-1-4

事業名：精神保健に要する経費

健康増進

課
○

市民のこころの健康づくりや、精神

障がい者が地域で生活しやすいよう

に、講演会や学習会・相談・家庭訪

問等を実施する。また、自殺対策に

携わる人材の養成や関係機関と連携

を図る。

精神疾患を理解し、市民・関係機関

と協働し地域で支えていく必要があ

る。

698 708 770 2精査・検証

誰もが住み慣れた地域で生活しやす

いよう支援が必要であり、併せて自

殺対策を精査・検証しながら進める

必要があるため。

精神保健学習会や、全中学校を対象

にした「SOSの出し方に関する教

育」のパンフレット配布、学校教育

課と共催し心の健康講演会「子ども

のSOSの適切な受け取り方を学ぶ」

を開催、「ゲートキーパー養成教

育」等の自殺対策を継続実施する。

262

会計名：一般

款項目：4-1-4

事業名：フッ化物洗口に要する経費

健康増進

課

保育園・幼稚園・小学校・中学校特

別支援学級においてフッ化物洗口を

行い、生涯むし歯になりにくい強い

永久歯をつくる。

洗口が全小学校全学年で円滑に継続

実施できるようにするため、関係者

と協働で行う必要がある

3,078 3,407 4,159 2精査・検証

子どものむし歯予防は、歯科医療費

の抑制につながり、有効性が高い。

今後も園医・学校医の協力を得て、

継続的に事業を進める必要があるた

め。

小学校2～6年生については、学校と

実施時期を調整のうえ継続実施、小

学校１年生については、教育と洗口

指導後、フッ化物洗口を週に1回実施

する。

263

会計名：一般

款項目：4-1-4

事業名：伴走型相談支援・出産子育て

応援給付金に要する経費

健康増進

課

妊婦等包括相談支援事業及び妊婦の

ための支援給付金（妊娠届出後5万

円、胎児の数の届出後5万円）事業を

一体的に実施することにより、妊娠

期から子育て期まで安心して子育て

できるよう、切れ目ない支援を行

う。

孤立予防や育児不安の軽減等、市民

の多様化する子育て支援のニーズに

対応するため、支援サービスの充

実、関係機関との連携を図る必要が

ある。

9,905 78,422 0 1拡大・拡充

こども家庭センターにおいて、妊娠

期から子育て期まで継続的な相談支

援体制を維持および複雑化する市民

対応のため、適切な会計年度任用職

員の配置と、関係機関との連携を図

るとともに、支援方法等について、

継続的に検討していく必要があるた

め。

妊娠届出時の専門職による全数面

接、妊娠7カ月アンケート及び産後の

サービス等の情報提供、新生児訪問

全数実施を継続し、母子の孤立予防

や育児不安に早期に対応し、必要時

関係機関と連携していく。

新生児訪問を助産師と個人委託に変

更するとともに記録の電子化を図

る。

264

会計名：一般

款項目：4-1-4

事業名：産婦健康診査事業

健康増進

課
○ ○

産後間もない時期の産婦に対し、母

体の身体的機能の回復、授乳、精神

状況の把握等を行い、安心して子育

てができるよう、産後2週間及び1か

月健診の費用助成(1回につき5,000

円)を行う。

産後の身体状況、精神状況の変化が

激しい時期の健康状態を把握し、産

後うつの早期発見・早期対応を行う

ため、医療機関や関係機関との連携

を図る必要がある。

3,496 4,410 6,393 2精査・検証

産後の身体的、精神的健康状態を把

握し、必要時関係機関と連携を強化

していく必要があるため。

産婦健康診査の費用助成及び、産後

うつの早期発見、早期対応を実施。

委託医療機関について、拡大できる

よう近隣の医療機関と調整、契約を

する。
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265

会計名：介護

款項目：5-2-1

事業名：介護予防普及啓発事業に要す

る経費

健康増進

課

介護予防講座や地区活動で啓発を行

うとともに、講座参加者から健康づ

くりボランティアを育成し、介護予

防活動の推進を図る。

ボランティアの高齢化による後継者

不足の課題があるため、ボランティ

ア養成の方法等について検討する必

要がある。また、ボランティアを育

成し、活動が継続・活性化するよう

に支援するとともに、協働していく

必要がある。

290 130 382 2精査・検証

介護保険法の介護予防普及啓発事

業、地域介護予防活動支援事業に位

置付けられており、事業内容等を継

続的に検討していく必要があるた

め。

フレイル予防の健康教育を実施す

る。

健康づくりボランティア定例会を定

期的に実施するなど、活動を継続支

援する。

きらり鎌ケ谷体操普及員の育成し、

増員を目指す。

266

会計名：一般

款項目：8-4-1

事業名：都市計画事務に要する経費

都市計画

課
○

市の都市計画について適正な誘導と

計画に沿ったまちづくりを実現する

ため、都市計画に関する様々な事項

を審議会に諮る。また、法令に基づ

く許可、届出業務を実施し、用途地

域等の都市計画情報を提供する。

本市の都市施設（都市計画道路

等）、地域地区（生産緑地地区等）

の変更に伴い、数値地形図データ他

備え付け資料図を修正し、都市計画

図の印刷、都市計画支援システム

データの更新を行う必要がある。

4,084 3,309 8,738 2精査・検証

広く一般に本市の都市計画を周知す

る必要があることから必要不可欠で

ある。

都市計画変更に関する様々な事項に

ついて、都市計画審議会に諮り手続

きを進める。

267

会計名：一般

款項目：8-4-1

事業名：開発指導事務に要する経費

都市計画

課

良好な居住環境の確保を目的とし

て、市街化区域での宅地造成、大規

模建築や市街化調整区域の住宅建築

などに伴う開発許可制度の適切な運

用を行うもの。

市街化区域における開発許可等の申

請件数は、コロナ禍を経てテレワー

ク導入企業の増加に伴う住宅需要の

影響により、宅地造成が令和５年度

から増加傾向となっている。また、

市街化調整区域においては、少子高

齢化に対応する社会福祉施設等の相

談が増加傾向にあり、今後も相談及

び許可申請の増加が見込まれる。

令和４年度に実施した国による大規

模盛土造成地の第１次スクリーニン

グの結果を受け、第二次スクリーニ

ングが必要な箇所の実施が課題と

なっている。

3,807 3,638 86 1拡大・拡充

良好な居住環境の確保のため、公共

施設等の整備及び開発等の立地につ

いて、開発許可基準や規則を定めて

おり、開発許可制度の適切な運用は

今後も必要であり、法令等の改正に

合わせて適宜検証が必要である。ま

た、大規模盛土造成地の第二次スク

リーニングの調査等が必要である。

鎌ケ谷市宅地開発指導要綱の精査及

び条例化、立地基準の調査研究を行

う。

268

会計名：一般

款項目：8-4-1

事業名：公共交通機関の整備促進に要

する経費

都市計画

課

北総線沿線の活性化に資するため、

北総線車両のラッピングを、千葉県

及び北総線沿線の自治体と北総鉄道

で構成する「北総線沿線地域活性化

協議会」の事業として実施するも

の。

沿線地域の知名度向上や、地域に活

力を生む若年層、子育て世代の北総

線沿線への居住促進に繋げる必要が

ある。

1,593 2,064 2,065 2精査・検証

本事業により広告が掲載された車両

が東京都内や日本の空の玄関口であ

る羽田空港に運行した。それによ

り、多くの方に本市を認知頂く機会

となり、本市を訪れて頂くことで賑

わいの創出や居住のきっかけとな

り、本市の活性化に繋がるため。

北総線沿線の自治体、千葉県及び北

総鉄道（株）で、地域の魅力発信に

資する広告を作成し、車体外板への

ラッピング及び車内広告スペースに

掲出する。
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269

会計名：一般

款項目：8-4-1

事業名：景観形成事務に要する経費

都市計画

課
○

鎌ケ谷市景観条例に基づき、重点地

区の届け出制度及び景観審議会、景

観アドバイザーなどの専門的意見の

活用、市民と事業者等の理解と協力

によって、望ましい景観の確保と誘

導を図るもの。

良好な都市景観の形成を図るため、

地区の特性に合わせた景観形成内容

の周知や現状の把握に取組む必要が

ある。

34 83 72 2精査・検証

景観行政を進めていく上で第三者的

な立場の専門家意見を活用するため

景観審議会及び景観アドバイザーは

必要不可欠である。

景観届出の内容について、現状を景

観審議会に報告し検証を行う。ま

た、市と事業者が行っている届出事

務の円滑化を図る。

270

会計名：一般

款項目：8-4-1

事業名：公共交通事業者等特別支援金

に要する経費

都市計画

課

燃料の価格上昇等が公共交通事業者

の経営に及ぼす影響を緩和し、事業

の維持及び継続を図る国の交付金等

を活用し、事業継続及び燃料高騰分

対応を目的に助成する。

バスやタクシー等の運転手が不足し

ていること、燃料高騰の影響も大き

いことから、国の交付金等を活用し

引き続き助成を行う必要がある。

1,508 0 0 2精査・検証

バスやタクシー等の運転手が不足し

ていること、燃料高騰の影響も大き

いことから、国の交付金等を活用し

引き続き助成を行う必要がある。

国の交付金等を活用し燃料高騰等に

対応した検討をする。

271

会計名：一般

款項目：8-4-1

事業名：コミュニティバス運行助成事

業

都市計画

課
○ ○

市内の交通不便地区における課題解

消や公共施設等の利用促進を図るた

め、運行事業者への一部補助などに

より公共交通網の充実を図るもの。

運行ルート、バス停留所の改善要望

や高齢者等の移動の確保等、コミュ

ニティバス利用者の利便性について

検討する必要がある。

82,858 89,319 97,184 1拡大・拡充

超高齢社会への対応として、地域活

動や生涯学習の参加などからコミュ

ニティバスの運行は不可欠である。

令和8年度から始まった新たな運行に

ついて、検証を行い次回の見直しに

向けて課題を整理する。持続可能な

公共交通体系の構築を目的に令和7年

に実施した基礎調査に基づいて、地

域公共交通計画を策定する。

272

会計名：一般

款項目：8-4-1

事業名：北千葉道路沿線土地利用整備

構想策定事業

都市計画

課
○ ○

市長公約である「北千葉道路の整備

を見通したまちづくり」を進めるた

め、北千葉道路沿線の将来土地利用

に係る調査・検討を行い、整備構想

を取りまとめる。

北千葉道路の事業化を見据え、市民

意向や企業ニーズの把握を踏まえな

がら、土地利用の方向性及び実現化

方策の検討が必要。

14,442 7,761 0
4終了・廃

止・休止

事業については、令和8年3月に策定

した市街化調整区域の土地利用方針

をもって、完了した。北千葉道路沿

線の企業の立地促進等については、

企業誘致推進室が担当する企業誘致

推進事業で引き継いで検討する。

ー
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273

会計名：一般

款項目：8-4-2

事業名：新鎌ケ谷地区広域交流拠点形

成推進に要する経費

都市計画

課

新鎌ケ谷地区において更なる広域交

流拠点機能の集積や地区の賑わいづ

くりのため地域の活性化やコミュニ

ティの形成を推進する。

地区の現状及び、まちづくり活動に

対する企業、地域住民の意識が把握

できてきた中で、今後理解と協力を

得られるよう市内部における他事業

との調整を図る必要がある。

29,100 29,569 33,322 1拡大・拡充

新鎌ケ谷地区において、魅力ある地

域づくりをするためには、新鎌ケ谷

駅自由通路の適切な維持管理は、必

要不可欠であるため。また、住民の

意識醸成に合わせた施策展開が必要

であり、さらに、地区周辺のまちづ

くりも検討していく必要があるた

め。

新鎌ケ谷駅自由通路の点検や、活用

方法などの検討を行う。また、地域

住民のまちづくり活動に対する意識

醸成を見据えつつ、利用者や住民

ニーズに適した対応を検討する。

274

会計名：一般

款項目：8-4-2

事業名：市街地整備に要する経費

都市計画

課

鉄道駅周辺をはじめとする市街地に

おいて、都市機能の充実や交流の促

進を図り、にぎわいと活力のある市

街地の形成を推進する。

市街地整備に関する適正な予算計上

や支出のため、項目ごとにその必要

性や効率性をよく検討する必要があ

る。

4,410 2,467 2,814 2精査・検証
効果とコスト削減に配慮しつつ、継

続していく必要があるため。

市街地の整備に関する現状を適切に

把握し、職員の知識向上や、地域と

の連携に配慮しつつ、より効果的な

手法の検討をする。

275

会計名：一般

款項目：8-4-2

事業名：近隣商業拠点整備に要する経

費

都市計画

課

近隣商業拠点において、北初富駅周

辺地区整備事業に必要な東京10号線

延伸新線跡地の用地購入費の支払い

を行うもの。

近隣商業拠点の整備に関する適正な

予算計上や支出のため、項目ごとに

その必要性や効率性をよく検討する

必要がある。

1,354 1,341 0
4終了・廃

止・休止

東京10号線延伸新線跡地の用地取得

費の支払いが令和７年度をもって完

了したため。

ー

276

会計名：一般

款項目：8-4-2

事業名：都市軸形成促進事業

都市計画

課
○ ○

都市軸において、立地の特性を活か

した魅力ある都市機能の充実を図る

ため、初富駅周辺地区の整備を推進

する。

初富駅周辺整備事業は、用地の確保

や建物移転等が伴うため、関係住民

の理解と関係機関との調整が必要で

ある。

7,288 0 7,257 1拡大・拡充

初富駅前広場等の整備は、新京成線

連続立体交差事業の事業効果を高め

るための関連事業として、また、市

の都市基盤としての整備、通学路の

安全性を高める側面から推進する必

要があるが、用地の確保に向け関係

地権者と合意形成を図る必要がある

ため。

用地の確保や事業への理解が得られ

るよう関係地権者と合意形成を図

る。
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277

会計名：一般

款項目：8-4-2

事業名：近隣商業拠点整備事業

都市計画

課
○ ○

近隣商業拠点において、地域コミュ

ニティの場、日常生活に身近な商業

等のサービス機能の充実を図るた

め、北初富駅周辺地区の整備を推進

する。

北初富駅周辺整備事業は、円滑な駅

前広場等の施工のため、関係住民の

理解と関係機関との調整が必要であ

る。

4,063 267,454 305,499 1拡大・拡充

令和8年度は北初富駅前広場及び進入

路の整備工事等が完了予定であり、

令和9年度は鉄道用地北側に雨水貯留

施設を設置する工事費等を計上する

予定であるため。

北初富駅前広場及び進入路の整備工

事等を実施する。

278

会計名：一般

款項目：8-1-1

事業名：用地事務に要する経費

道路河川

整備課

事業用地取得後に係る参考図書の購

入及び協議会負担金、研修費、旅費

及び消耗品等の購入。

事業用地取得事務に関する法改正等

による基準の変更等に迅速に対応す

る必要がある。

3,617 2,735 327 2精査・検証
事業用地取得事務に係る経常的な経

費であるため。

事務の効率化を図りながら、事務経

費の執行を行う。

279

会計名：一般

款項目：8-2-1

事業名：道路橋梁事務に要する経費

道路河川

整備課

主要市道や一般市道等の整備に伴う

業務を遂行するうえで必要な経費。

道路網の整備、生活道路等の整備は

追いついていない。

また、市管理用地を適正に維持管理

していく必要がある。

5,326 2,873 7,832 1拡大・拡充

道路整備及び用地の維持管理を進め

ていくうえで必要な経費であるた

め。

関係機関と連携し交付金等の導入を

積極的に図り道路事業を推進する。

280

会計名：一般

款項目：8-2-3

事業名：主要市道整備事業

道路河川

整備課
○ ○

主要市道の歩道整備や舗装改良など

を行い、利用者の安全性や利便性を

高め、生活環境の向上を図る。

主要市道でありながら歩道が整備さ

れておらず、また舗装の劣化や損傷

により改善が必要な路線を対象に、

事業を推進する必要が生じている。

199,583 82,997 105,090 1拡大・拡充

市民意識調査「道路の状況」の結果

から、不満足度を下げるために、主

要市道の整備を推進していく必要が

あるため。

交付金を活用し事業の推進を図ると

ともに、用地取得済箇所は保全工事

等により、歩行者の安全性の確保に

取り組む。
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281

会計名：一般

款項目：8-2-3

事業名：交差点改良事業

道路河川

整備課
○ ○

交通量の多い主要な交差点を対象

に、歩道設置や右折車線設置等の交

差点改良を実施し、利用者の安全性

の向上を図る。

交通が集中する交差点において、歩

道待機スペースが無く、また交差点

形状が悪いため見通しが阻害され、

改善が必要な交差点がある。

35,006 19,086 35,001 1拡大・拡充

市民の方や学校関係者からの改善要

望が多い交差点を中心に、整備を推

進していく必要があるため。

交付金を活用し事業の推進を図ると

ともに、用地取得済箇所は保全工事

等により、歩行者の安全性の確保に

取り組む。

282

会計名：一般

款項目：8-2-3

事業名：一般市道整備事業

道路河川

整備課
○ ○

一般市道において、排水施設の整

備、舗装改良、狭隘路線の拡幅を行

い、地域住民の利便性と生活環境の

向上を図る。

排水施設や舗装状況等に課題がある

一般市道については、更なる改善が

必要である。

82,225 96,622 25,230 1拡大・拡充

生活道路など市民生活に密接した一

般市道の安全性や快適性の向上を図

るため、引き続き整備を推進してい

く必要があるため。

市道3818号線地質土質調査委託を実

施する。シェアサイクルステーショ

ン等として活用するため初富駅西側

の県有地を取得する。

283

会計名：一般

款項目：8-2-3

事業名：私道整備事業

道路河川

整備課
○ ○

未舗装私道の舗装及び舗装済み私道

の補修を行い、地域住民の利便性と

生活環境の向上を図る。

私道舗装整備要綱の見直しを行い、

補修工事についても実施することと

なったことから、この制度を広く市

民に周知する必要がある。

1,682 217 33 2精査・検証

道路は市民生活に必要不可欠である

ことから、地域の要望を精査検証し

ながら事業を進めていく必要がある

ため。

申請のあった際には早期に私道整備

工事を発注することが出来るよう、

申請者と調整を行う。

284

会計名：一般

款項目：8-2-3

事業名：通学路整備事業

道路河川

整備課
○ ○

児童や生徒が安全に通学できるよう

歩道を整備し通学路の安全性向上を

図る。

緊急合同点検等により対策が必要な

通学路を抽出し歩道整備に取り組ん

でいるが、他にも対策が必要な路線

がある。

20,851 43,771 38,492 1拡大・拡充

市民の方や学校関係者からの改善要

望が多い通学路の整備を推進してい

く必要があるため。

交付金を活用し事業の推進を図ると

ともに、用地取得済箇所は保全工事

等により、歩行者の安全性の確保に

取り組む。
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285

会計名：一般

款項目：8-3-1

事業名：河川事務に要する経費

道路河川

整備課

河川事業を行う中で必要な経費を支

出する。

旅費、事務用品及び各種協会への負

担金が主な内容であり経常的な経費

である。

924 1,277 1,074 2精査・検証

河川事業を進めていく上で、必要な

経費であるが、さらに精査・検証が

必要であるため。

関係機関と連携し交付金等の導入を

積極的に図り河川事業を推進する。

286

会計名：一般

款項目：8-3-3

事業名：河川・水路整備事業

道路河川

整備課
○ ○

鎌ケ谷市の雨水流末に位置する河

川、水路改修事業について、事業主

体市に流域面積に応じた負担金を支

出する。

都市化の進展や集中豪雨などの気象

状況により、雨水の流出量が増加

し、河川の施設能力を超えるように

なった。下流の整備が進むことによ

り、市内の河川・水路施設の整備を

図る。また、浸水被害に対する改善

要望等が多い。

8,099 386 1,249 1拡大・拡充

治水対策として有効な事業であるこ

とから、雨水流末の河川、水路の整

備を引き続き実施する必要があるた

め。

事業主体市と協議し1時間当たり

50mmの降雨に対応した整備を行

う。

287

会計名：一般

款項目：8-3-3

事業名：準用河川整備事業

道路河川

整備課
○ ○

鎌ケ谷市内の準用河川の流下能力向

上を目的に、1時間当たり50mmの降

雨に対応した改修を行う。

都市化の進展や集中豪雨などの気象

状況により、雨水の流出量が増加

し、河川の施設能力を超えるように

なった。河川整備が進むことによ

り、浸水被害の改善を図る。また、

浸水被害に対する改善の要望等が多

い。

403,696 329,326 61,040 1拡大・拡充

浸水被害により、市民の生命・財産

に被害が及ぶ恐れがあるため、速や

かに改修を行う必要があるため。

浸水被害改善に向け国交付金の確保

に努め、浸水被害の軽減に効果的な

整備及び用地取得等を進める。

288

会計名：一般

款項目：8-3-3

事業名：地域排水整備事業

道路河川

整備課
○ ○

鎌ケ谷市内の道路冠水を解消するた

めの地域排水施設の能力不足や未整

備箇所について、下流への影響を考

慮しつつ、河川・水路までの施設整

備を行う。

都市化の進展や集中豪雨などの気象

状況により、雨水の流出量が増加

し、道路冠水等の浸水被害が生じて

いる。また、浸水被害に対する改善

要望等が多い。

111,783 2,632 9,880 1拡大・拡充

治水対策として有効な事業であるこ

とから、放流先の整備状況や費用対

効果を考慮し、事業を進める必要が

あるため。

浸水箇所の調査や雨水集水桝浸透化

整備の効果を検証する。
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289

会計名：一般

款項目：8-3-3

事業名：雨水貯留池整備事業

道路河川

整備課
○ ○

大雨時における流出抑制のための貯

留池整備を行う。

都市化の進展や集中豪雨などの気象

状況変化により、雨水の流出量が増

加し、河川の施設能力を超えるよう

になった。整備は現時点で可能な最

も効果のある箇所に整備を図る。ま

た、浸水被害に対する改善要望等が

多い。

23,554 37,079 0 2精査・検証

放流先の河川の能力が不十分となっ

ている中で、貯留池整備は有効な治

水対策であるため。

令和7年度に整備が完了した串崎新田

貯留池について、台風による浸水被

害が確認されていないものの、降水

量が少量の台風であったことから、

引き続き整備効果の検証を行う。

290

会計名：一般

款項目：8-4-3

事業名：街路事務に要する経費

道路河川

整備課

都市計画道路などの街路事業の業務

を遂行するうえで必要となる経費。

都市計画道路等の街路事業の整備率

が低く、機能的な道路ネットワーク

の構築に至っていない。

また、市管理用地を適正に維持管理

していく必要がある。

7,562 3,454 3,483 1拡大・拡充
街路事業を進めていくうえで必要な

経費であるため。

事業の効率化を図りながら事業経費

の執行を行う。

市管理用地の適正な維持管理を行

う。

291

会計名：一般

款項目：8-4-3

事業名：北千葉道路整備推進に要する

経費

道路河川

整備課

沿線７市等で構成する北千葉道路建

設促進期成同盟の事務局として要望

活動や特別講演会に伴う事務を行

う。

効果的な要望活動を行い、北千葉道

路の早期事業化及び全線同時開通を

目指す。

2,046 2,209 2,355 1拡大・拡充
未事業化区間の早期事業化を推進す

るために必要な経費であるため。

事業の進展に合わせて活動内容を精

査し、引き続き国、県に対して効果

的な要望活動を行う。

292

会計名：一般

款項目：8-4-3

事業名：都市計画道路３・４・５号船

橋我孫子バイパス線整備事業

道路河川

整備課
○ ○

交通の円滑化と周辺地域の利便性向

上を図るため、県道船橋我孫子線の

バイパス道として県が事業主体とな

り整備を進めている。

バイパス道としての機能を早期に発

揮するべく事業に取り組んでいる。
2,852 2,813 8,064 1拡大・拡充

北千葉道路の推進に伴い、道路ネッ

トワーク構築の観点からバイパス道

の整備は重要となるため。

引き続き、千葉県と連携し情報共有

を図りながら効率的な用地取得に取

り組む。
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293

会計名：一般

款項目：8-4-3

事業名：新鎌ケ谷西側地区都市計画道

路整備事業

道路河川

整備課
○ ○

新鎌ケ谷地区を東西に連絡する都市

計画道路を整備することにより周辺

地区の交通渋滞などを解消させると

ともに歩行者等の安全性を図る。

用地取得を鋭意進めており、戸建て

地権者を中心に協力を得られ約４３

パーセントの取得率である。引き続

き地権者の協力を得ながら事業を推

進する。

24,107 228 55,555 1拡大・拡充

新鎌ケ谷周辺地区など中心市街地の

交通環境改善が期待される事業であ

ることから引き続き事業を推進して

いく必要があるため。

交付金を活用し事業の推進を図ると

ともに、用地取得済箇所は保全工事

等により、歩行者の安全性の確保に

取り組む。

294

会計名：一般

款項目：8-4-5

事業名：（仮称）緑道整備事業

道路河川

整備課
○ ○

新鎌ケ谷駅から北初富駅までの東京

10号線延伸新線跡地について、令和7

年度の供用開始に向けて自転車歩行

者専用道路の整備を行う。

新鎌ケ谷・北初富地区自転車歩行者

専用道路が完成し、令和7年4月15日

に供用を開始した。

168,290 11,540 0
4終了・廃

止・休止

新鎌ケ谷・北初富地区自転車歩行者

専用道路の整備が完了したため。
ー

295

会計名：一般

款項目：8-1-1

事業名：道路管理に要する経費

道路河川

管理課

市道及び法定外公共物の財産、機能

の適正な管理を行う。

開発行為による道路の帰属等によ

り、道路は増加傾向にあり、境界確

定や占用許可等の管理業務が増加し

ている。

26,714 28,997 39,208 2精査・検証

道路台帳の電子化により、窓口での

照会等の時間短縮に繋がり業務改善

が図れたが、今後も施設に付随する

情報や図書関係の管理のシステム化

を検討して行く必要があるため。

道路台帳情報の更新及び追加情報の

検討。

296

会計名：一般

款項目：8-1-4

事業名：交通安全対策に要する経費

道路河川

管理課
○

交通安全意識向上のため、警察等の

関係機関と連携し、交通安全運動を

通じての啓発活動や小中学生、未就

学児童を対象とした交通安全教室を

開催し、交通ルールの指導を行う。

交通事故発生件数のうち高齢者が占

める割合が増加傾向にあるため、高

齢者への交通安全対策が課題であ

る。

28,231 27,543 28,041 2精査・検証

鎌ケ谷市内の令和7年の人身事故件数

は年間199件であり、令和3年の254

件から減少傾向にあるが、今後も効

果的な交通安全対策を行う必要があ

るため。

交通安全運動など交通安全意識向上

の場を活用した啓発パンフレットの

配布、交通事故発生箇所における安

全対策の検証。
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297

会計名：一般

款項目：8-1-4

事業名：自転車駐車場整備・維持管理

に要する経費

道路河川

管理課

（公財）自転車駐車場整備センター

で設置・運営している新鎌ケ谷駅東

口暫定自転車等駐車場用地購入及び

新鎌ケ谷駅西口暫定自転車等駐車場

の用地借地に関すること。

新鎌ケ谷駅周辺の自転車等駐車施設

のセンター運営は時限契約であるた

め、市営に引き継いだ後の維持管理

業務の体制構築が課題である。

13,002 12,887 700 2精査・検証

市内駅周辺では自転車等駐車場は十

分に確保されているが、民間駐車場

は今後の土地利用により減少する可

能性があり、駐車場確保のための取

組が必要となるため。

民間自転車駐車場の動向への注視。

298

会計名：一般

款項目：8-1-4

事業名：放置自転車対策に要する経費

道路河川

管理課

市内6駅周辺で指定している放置禁止

区域内における自転車の放置指導、

撤去、移送及び保管、返還業務。

放置禁止の啓発活動として、公共施

設等へのポスター掲示や広報車によ

る広報活動を行うが、実施期間や対

象範囲が限られており、今後の拡充

が課題である。

8,083 7,271 8,076 2精査・検証

撤去台数は、令和2年度の127台から

令和7年度が95台と減少傾向が続いて

いるが、依然として道路での自転車

の放置の実態があることから、今後

もより効果的な啓発を行う必要があ

るため。

啓発パンフレットを配布し、自転車

利用者への周知とマナー向上を図

る。

299

会計名：一般

款項目：8-1-4

事業名：交通災害共済事務に要する経

費

道路河川

管理課

県内41市町村で共同して運営する交

通事故による死傷者に対する共済制

度で、この制度への加入受付、見舞

金の支払を行うもの。

　自転車保険への加入の義務化や民

間の保険制度の充実などから、令和6

年度の加入者数1,493人に対し、令和

7年度加入者数は1,150人に留まっ

た。今後の動向に注視しつつ、加入

数維持の方策を継続する。

　なお、R8年度から、交通安全対策

に要する経費での計上となる。

174 94 0 3縮小・統合

令和8年度から「8款交通安全対策に

要する経費」に当該事業を移行した

ため。

交通安全共済制度の動向を注視しつ

つ、加入数維持のための方策の継続

300

会計名：一般

款項目：8-1-4

事業名：通学路・歩道等整備事業

道路河川

管理課
○ ○

登下校時における児童生徒の安全確

保を図るため、通学路の交通安全施

設の整備を行う。

また、歩道等総合整備計画に基づ

き、道路区画線及びカラー舗装の整

備を行うとともに、道路照明灯、

ガードレール、道路反射鏡、道路標

識等の交通安全施設の整備を行う。

歩道整備には予算と時間が必要なた

め、本事業による新規対策箇所は増

加すること及び対策済み箇所の維持

管理費用も増加することが予想され

る。

36,531 35,375 36,550 2精査・検証

令和5年度から「10款通学路安全対策

事業」を当該事業に移款した安全施

設設置工事などを含め、引き続き道

路の機能管理面の安全確保の責務を

継続する。

通学路安全対策および歩道等総合整

備計画に基づく効果的な整備の推

進。
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301

会計名：一般

款項目：8-1-4

事業名：交通安全施設更新事業

道路河川

管理課
○ ○

経年劣化により老朽化した各種安全

施設（道路反射鏡等）の更新工事を

行う。

市民要望やパトロール等により随時

行う補修、更新と並行し、老朽化対

策として事後保全型から予防保全型

の維持管理へ対応する必要がある。

2,856 2,449 2,600 2精査・検証
法定管理者の責務として機能維持に

努めることが必要なため。

日常点検を含む法定点検に対応した

市の点検方法の検討。

302

会計名：一般

款項目：8-2-1

事業名：北千葉道路沿線地籍調査事業

道路河川

管理課
○

北千葉道路の早期開通に向けて、土

地の所有者、地番、地目を調査し、

境界の位置と面積を測量調査するも

の。

地籍調査では、土地所有者等の立会

いや合意が必要であり、特に都市部

では権利関係が複雑な土地もあり、

境界の確認や調査に時間を要するこ

とが予想される。

0 24,429 65,059 1拡大・拡充

北千葉道路については、市内の区間

が事業化されておらず、事業着手前

に沿線の地籍調査を実施し、土地境

界等を明確にすることで、用地取得

等に要する期間を短縮することが可

能となる。よって、年度毎の調査対

象面積に応じた予算の拡充が必要で

ある。

地籍調査の意義及び作業の内容を十

分に周知し、引き続き土地所有者等

の信頼の確保と調査の円滑な推進を

図る。

303

会計名：一般

款項目：8-2-2

事業名：道路維持・補修事業

道路河川

管理課
○ ○

市民要望や市内パトロール等により

得た情報を基に調査、検討を行い必

要に応じて道路補修を実施する。

市民要望やパトロール等により随時

行う補修、更新と並行して、老朽化

対策として事後保全型から予防保全

型の維持管理へ対応する必要があ

る。

168,050 151,385 144,573 2精査・検証
法定管理者の責務としての機能維持

に努めることが必要なため。

日常点検を含む法定点検に対応した

市の点検方法の検討。

304

会計名：一般

款項目：8-3-1

事業名：河川管理に要する経費

道路河川

管理課

河川施設（貯留池等を含む）の財

産、機能の適正な管理を行う。

水路（法定外公共物）が国から譲与

されたことから、境界確定や占用許

可等の管理業務が増加している。

3,316 3,020 3,723 2精査・検証
河川台帳を整備し、河川のさらに適

正な管理を図る必要があるため。

河川台帳電子化のための検討を行

う。
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305

会計名：一般

款項目：8-3-2

事業名：流域環境整備事業

道路河川

管理課
○ ○

河川、水路、調整池の適正な管理を

行うため、除草、清掃やパトロール

の委託を行うとともに、必要な補修

工事を行う。

施設の老朽化に伴う大規模な修繕や

長寿命化対策が必要。
48,898 49,944 45,831 2精査・検証

法定管理者の責務としての機能維持

に努めることが必要なため。

鎌ケ谷市の河川等施設に応じた効率

的な点検方法の検討。

306

会計名：一般

款項目：8-1-2

事業名：建築指導に要する経費

建築住宅

課
○

建築基準法、建設リサイクル法、建

築物省エネルギー法、低炭素法等に

基づく各種申請の審査、検査、指

導、相談及び建築物全般に関する相

談。

違反建築物等の防止を図るために検

査済証交付率の向上が必要となるほ

か、相隣間トラブルへの対応が必

要。

10,722 10,255 11,030 1拡大・拡充
法律に基づく業務であるが、窓口や

受付業務の対応方法など検討が必要

令和7年度は検査済証交付率は、前年

度と同等だった。パトロール件数が

前年度を下回った。引き続き、宅

地・建物のパトロール等を計画的に

実施し、違反建築物等の防止の促進

を図る。また、建築データベースシ

ステムが令和８年度中に契約期間が

終了の為リプレイスを行う。

307

会計名：一般

款項目：8-1-2

事業名：住宅耐震改修促進事業

建築住宅

課
○ ○

旧耐震基準による木造住宅の耐震診

断・改修工事費の一部補助や無料耐

震相談会、危険コンクリートブロッ

ク塀除却補助を行うもの。

耐震基準の木造住宅や、危険コンク

リートブロック塀は依然として市内

に多く存在することから、これらの

促進を図るため補助の申請を増加さ

せる必要がある。

5,617 2,406 5,280 2精査・検証

補助内容の拡充や、耐震化の必要性

の周知及び相談を市が行うことで、

市民が安心して相談等を行うことが

出来る。

相談会の簡易耐震診断で耐震基準を

下回った所有者に対し、耐震補助の

申請を促す。また、通学路沿いなど

のブロック塀の点検を計画的に行

い、危険なブロック塀等の所有者に

対して補助制度の利用を周知するこ

とで、木造住宅の耐震化及び危険コ

ンクリートブロック塀の除却の推進

を図る。

308

会計名：一般

款項目：8-1-3

事業名：施設建設監理に要する経費

建築住宅

課
○ 他課から依頼を受けて行う営繕業務

厳しい財政状況を反映して改修工事

のサイクルは伸びてきているが、施

設の老朽化に対する改修は必須であ

り、今後も継続していく。

1,020 1,024 5,973 3縮小・統合
市民サービスの維持、向上を図る為

には適正な施設管理、改修が必要。

脱炭素化など施設改修の依頼事業が

多く、また、その他にも修繕につい

ての相談も多いことから、施設点検

等積極的に事前調整を行うと共に、

安全、適切な工事監理を実施する。

また、公共施設等総合管理計画改定

を実施する。
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309

会計名：一般

款項目：8-5-1

事業名：市営住宅の管理運営に要する

経費

建築住宅

課
○

市営住宅の施設等の適切な維持管理

及び適切な入居者管理を行う。

市営住宅（全146戸）は昭和47年か

ら昭和62年の間に建設され、住宅

セーフティネットの中核として、福

祉的な対応が求められているが、入

居希望者数はほぼ横ばいである。入

居者から施設の老朽化に伴う改善要

望や、入居者の高齢化等に伴い福祉

的対応が必要。

20,290 18,000 19,710 2精査・検証

適切な施設の維持管理及び入居者管

理を図るために修繕箇所の増加やシ

ステムの更新など必要な経費の増加

が見込まれるため。

家賃納入について管理システムを利

用した口座振替への誘導を積極的に

行うとともに、滞納者については個

別にきめ細かな対応をする等徴収率

の向上を目指す。

310

会計名：一般

款項目：8-5-1

事業名：市営住宅長寿命化事業

建築住宅

課
○ ○

対症療法型の維持管理から予防保全

型の維持管理へ転換することによっ

て、対象施設の耐久性の向上、躯体

の経年劣化の軽減等を行うことで長

寿命化を図る。

対象施設は、老朽化が進み、更新時

期を迎えるものが増加する。これら

を建替えや改修・修繕など効率的に

長寿命化計画を推進していく必要が

ある。

134,666 41,822 279,116 2精査・検証

市営住宅は、老朽化が進み更新時期

を迎えるものが増加するため、建替

えや改修・修繕など効率的に長寿命

化計画を推進していく必要がある。

粟野市営住宅2号棟内装改修（第1

期）工事を実施する。

311

会計名：一般

款項目：8-5-2

事業名：住宅政策に要する経費

建築住宅

課

特定空家等を除却するために必要な

資金を貸し付ける。

経済的理由で管理不全な状態の空家

等が放置され、空家等が社会問題化

している。

31 33 443 2精査・検証

空家等が社会問題化している中、経

済的理由で管理不全な状態の空家等

が放置されることを防止する必要が

ある。

特定空家等所有者に対し法に基づく

措置手続きを行うとともに、貸付制

度等の情報提供を行う。

312

会計名：一般

款項目：8-5-2

事業名：空家等対策事業

建築住宅

課
○ ○

空家等対策計画に基づきこれまでの

空家等対策に加え、空家等の適正な

管理の推進とあわせて空家等の有効

活用といった視点も含め、総合的、

計画的な空家等対策を実施する。

空家等の所有者が死亡し、相続人の

存在が明らかでないときや、相続人

全員が相続放棄をするなどして、管

理不全な空家等が放置されるケース

が増えつつある。

3,351 1,549 3,089 1拡大・拡充

生活環境の保全及び防犯のまちづく

りを推進するために、空家等につい

て更なる適正な管理の推進と件数の

抑制に取り組む必要がある。

令和6年2月に策定した第2期空家等対

策計画に基づき、空家等対策補助金

の活用を促進する。また、相続財産

清算人選任の申し立てを1件行う。
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313

会計名：下水道事業

款項目： - -

事業名：下水道事業会計（収益的収入

及び支出）

下水道課  公共下水道施設の適切な維持管理

老朽化する公共下水道施設につい

て、計画的に改築・更新を進める。

下水道整備後の水洗化が急務となっ

ている。

0 0 0 1拡大・拡充

長期的な施設の状況を予測しなが

ら、計画的かつ効率的な管理を行う

ため、点検･調査を実施する必要があ

る。

水洗化の促進を行い、生活環境の改

善を図る必要がある。

下水道施設の調査・点検を実施す

る。

水洗化の普及を促進し、生活環境の

改善を図る。

314

会計名：下水道事業

款項目： - -

事業名：下水道事業会計（資本的収入

及び支出）

下水道課  
事業認可を取得している区域の管

きょの設計、施工

昭和49年度に印旛処理区、昭和57年

度に手賀沼処理区、平成25年度に江

戸川左岸処理区において、順次事業

に着手し公共下水道の整備を進めて

いるが、本市が各処理区の最上流域

に位置しているため普及率は近隣市

よりも低い。

0 0 0 1拡大・拡充

公共用水域の水質保全や衛生的で快

適な生活環境の向上を図るため、公

共下水道の計画的な整備を進める。

コスト縮減や実施時期など効率的に

整備を進める。

315

会計名：一般

款項目：8-4-5

事業名：公園維持管理に要する経費

公園緑地

課
○

都市公園及びふれあいの森の清掃、

除草、樹木剪定、施設の管理及び維

持工事を実施する。

都市公園及びふれあいの森の箇所数

の増加や既存施設の老朽化に伴い、

維持管理費が増加している。

267,608 211,896 215,178 1拡大・拡充

公園数の増加及び施設の老朽化に伴

い、維持管理需要は増加している。

公園サポーターの活動は、維持管理

の補完に加え、地域住民の公園への

関心や愛着の醸成にも寄与している

ことから、活動の充実を図るととも

に、効率的な維持管理に努める必要

がある。

公園施設の適正な維持管理に努め

る。また、公園サポーターと密に調

整を行い、公園の状態に即した管理

を行う。

316

会計名：一般

款項目：8-4-5

事業名：緑化推進に要する経費

公園緑地

課
○

公園用地の賃貸借、ふれあいの森の

使用貸借、保全林等の指定、用地取

得などを行い、緑の保全と創出を行

う。

個人所有の樹林地の適正な維持管理

には相当な費用を要することから、

個人で維持管理していくのが難し

く、相続発生などをきっかけに宅地

化する傾向にある。

21,457 22,597 13,648 2精査・検証

緑の基本計画に掲げた緑の将来像の

実現に向けて、緑の保全と緑化の推

進が必要である。

公園用地の賃貸借、ふれあいの森、

保全林等の指定により緑の保全に努

め、緑とふれあえる場を提供する。
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317

会計名：一般

款項目：8-4-5

事業名：地区公園整備事業

公園緑地

課
○ ○

市制記念公園の水遊び場周辺設備の

改修工事を実施する。

日照対策として日除け施設を整備し

た。今後は利用状況によりさらなる

利便性向上を図る。

28,955 5,159 0
4終了・廃

止・休止

令和7年6月末で完成し、供用開始し

た。

当該施設の適切な維持管理を継続的

に継続する。

318

会計名：一般

款項目：8-4-5

事業名：街区公園整備事業

公園緑地

課
○ ○

街区公園整備のための測量及び実施

設計などを実施する。

アンケート調査では、公園は災害時

の避難地としての役割や、かまどベ

ンチの設置などが多く要望されてお

り、防災意識の高揚が見受けられ

る。

128,653 4,061 1,955 2精査・検証

緑の将来像の実現に向けて、市民一

人当たり公園面積の必要水準を目指

し、整備を進めていく必要があるた

め。

西佐津間公園の一部において、寄附

を受けた土地を活用するため、実施

設計を行う。また、川慈公園の用地

取得に向けた測量及び不動産鑑定を

行う。

319

会計名：一般

款項目：8-4-5

事業名：公園施設長寿命化事業

公園緑地

課
○ ○

公園施設の長寿命化計画に基づき、

計画的な更新、改修を行い、安全性

の確保を図る。

修繕費や更新費の平準化を図り、計

画的に事業を進めるためには、国費

の確保が必要である。

22,413 8,873 14,344 1拡大・拡充

安心、安全な公園の実現を目指し、

公園施設の老朽化に応じて、順次、

維持や更新をさらに進める必要があ

るため。

繰越予算による事業として貝柄山公

園北口トイレ改修工事及び遊具更新

工事を実施し、補正予算による市制

記念公園展望塔改修事業を行う。

320

会計名：一般

款項目：8-4-5

事業名：（仮称）緑道整備事業

公園緑地

課
○ ○

東京10号線延伸新線跡地の「公園・

緑地・広場ゾーン」について、緑に

ふれあい、市民のコミュニティ、憩

い、健康増進の機能を有する施設の

整備を行う。

整備については、社会資本整備総合

交付金を活用し、市の財政負担の軽

減を図ることとする。なお、交付金

は、グリーンインフラ活用型都市構

築支援事業を活用する。

10,012 157,808 0
4終了・廃

止・休止

北初富ほほえみ公園（（仮称）緑

道）の整備工事が完了し、供用開始

を行った。

供用開始を行った公園の利用者の動

向等について注視し、今後の維持管

理上の課題等について整理する。ま

た、公園を含む緑道全体の愛称につ

いて市民募集を行い、親しみのある

公共施設として普及を行う。
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321

会計名：一般

款項目：2-1-6

事業名：出納事務に要する経費

会計課

支出伝票等の審査支払事務や領収済

通知書等による収入票の作成及び公

金の出納管理を行う。

出納事務の正確かつ迅速な処理、安

全な資産管理など、適正な会計事務

の執行を確保する必要がある。

令和8年9月末で指定金融機関での小

切手の取扱いが終了することから、

小切手の代替方法を確立する必要が

ある。

5,112 21,865 21,398 2精査・検証

出納事務は、地方自治法に規定され

た欠かすことのできない事務であ

り、事務方法を検証していきながら

継続すべき事業であるため。

限られた職員数で事務処理を行える

よう、担当事務だけではなく会計事

務全般を行うことができるよう業務

遂行能力の向上を図る。

小切手で対応しているゆうちょ銀行

振替口座からの収納金の移替えにつ

いて自動資金付替へ切替える。

322

会計名：一般

款項目：10-1-1

事業名：教育委員会運営に要する経費

教育総務

課

定例会を開催し、鎌ケ谷市の教育方

針や教育行政に係る議決事項を審議

し、決定している。

教育に携わる者の意欲や達成感の向

上を図り、鎌ケ谷市の教育行政を推

進することが課題である。

2,217 2,229 2,449 2精査・検証

鎌ケ谷市の教育行政の発展のため、

的確な情報や学校の課題を引き続き

定例会を通して把握する必要があ

る。

鎌ケ谷市教育委員会の更なる活性化

を図るため、引き続き学校や教育機

関との意見交換の場を設ける。

323

会計名：一般

款項目：10-1-2

事業名：教育委員会事務局の運営に要

する経費

教育総務

課

鎌ケ谷市の教育の向上を図るため、

教育行政の総括的事務及び教育施策

の調整を行う。

各担当課との連携を密に業務を実施

し、教育委員会の活動を市民に周知

することにより、市民の関心を高め

る必要がある。

361 328 620 2精査・検証

教育委員会の点検・評価の作成・公

表などを通じて引き続き教育行政に

関する事務及び調整を図り、情報共

有、情報連携をする必要がある。

教育委員や学識経験者からの意見を

踏まえて点検・評価の作成・公表を

するなど地域住民の意向を踏まえ、

地域に根差した教育行政を展開す

る。

324

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：教育事務に要する経費

教育総務

課

学校の記念行事への負担金補助等を

行っている。

児童・生徒にとって、有意義な記念

行事となるように、今後も継続して

実施する。

1,551 1,517 629 2精査・検証

小中学校の卒業生への記念品贈呈事

業は令和7年度をもって取り止めとし

たところであるが、学校記念行事に

係る補助の内容等の妥当性について

も、継続して検証する必要がある。

児童・生徒のニーズを踏まえ、学校

記念行事の取組内容の検証や令和7年

度をもって取り止めとした卒業記念

品事業に代わる事業等について可能

性を含め検討を行う。
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325

会計名：一般

款項目：10-2-1

事業名：小学校の管理運営に要する経

費

教育総務

課
○

良好や教育環境とするため、学校施

設の適切な維持管理を行う。

学校の施設や備品等の老朽化が著し

く、適切な対応が求められている。
324,006 315,000 348,516 2精査・検証

引き続き、適切な教育環境を維持し

ていく必要がある。

学校施設の点検や要望等に基づく修

繕等を実施するなど、学習環境の質

を落とすことなく維持するため、時

宜を捉えた対応を行う。また、公会

計化に伴う事務の更なる改善が可能

な事項等を把握し、対応を検討す

る。

326

会計名：一般

款項目：10-2-1

事業名：義務教育施設維持補修事業

教育総務

課
○ ○

老朽化した施設、設備等について、

計画的に施設改修を行い、学習環境

の向上を図る。

学校施設のLED化や避難所となる体

育館への空調設備の設置などを優先

的に実施する一方で、施設の老朽化

に伴う長寿命化改修のペースを前倒

しする必要がある。

915,247 801,563 1,182,750 1拡大・拡充

学校施設のLED化や避難所となる体

育館への空調設備の設置などを優先

的に実施する一方で、施設の老朽化

に伴う長寿命化改修のペースを前倒

しする必要がある。

中部小・第三中・第四中の体育館空

調設備設置、中部小・第三中・第四

中の受変電設備改修、初富小・五本

松小・第五中のLED照明改修、鎌ケ

谷中の校舎外壁・屋上防水改修等を

行う。

327

会計名：一般

款項目：10-2-1

事業名：義務教育施設楽器更新事業

教育総務

課
○ ○

小中学校において、購入から年数が

経過し、老朽化が進んでいる楽器の

更新を行う。また、リース方式によ

り更新したグランドピアノ（鎌ケ谷

小学校・音楽室）の賃借料の支払い

を行う。

学校施設における楽器については、

老朽化が著しいことや高額であるこ

とから、計画的に更新を行っていく

必要がある。

11,230 9,030 5,279 2精査・検証
引き続き、計画的に更新していく必

要がある。

鎌ケ谷小学校音楽室のグランドピア

ノ（1台）のリースの継続及び楽器備

品の更新（小・中を隔年で実施）を

行う。

328

会計名：一般

款項目：10-2-2

事業名：小学校の図書に要する経費

教育総務

課
○

計画的かつ継続的に学校図書館用図

書の購入を進める。

全校に図書館司書を配置し、蔵書の

整備を進め、令和3年度に全小学校の

図書館図書標準100％を達成したが、

今後もこれを継続していく必要があ

る。

9,544 9,535 9,557 2精査・検証
引き続き、図書を充実させる必要が

ある。

学校図書館の有効利用を図り、児

童・生徒の読書意欲を高めるため、

全小学校における図書館図書標準

100％を継続していく。
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329

会計名：一般

款項目：10-3-1

事業名：中学校の管理運営に要する経

費

教育総務

課
○

良好な教育環境とするため、学校施

設の適切な維持管理を行う。

学校の施設や備品等の老朽化が著し

く、適切な対応が求められている。
171,898 220,918 244,085 2精査・検証

引き続き、適切な教育環境を維持し

ていく必要がある。

学校施設の点検や要望等に基づく修

繕等を実施するなど、学習環境の質

を落とすことなく維持するため、時

宜を捉えた対応を行う。また、公会

計化に伴う事務の更なる改善が可能

な事項等を把握し、対応を検討す

る。

330

会計名：一般

款項目：10-3-2

事業名：中学校の図書に要する経費

教育総務

課
○

計画的かつ継続的に学校図書館用図

書の購入を進める。

全校に図書館司書を配置し、蔵書の

整備を進め、平成30年度に全小学校

の図書館図書標準100％を達成した

が、今後もこれを継続していく必要

がある。

7,019 6,964 6,975 2精査・検証
引き続き、図書を充実させる必要が

ある。

学校図書館の有効利用を図り、児

童・生徒の読書意欲を高めるため、

全中学校における図書館図書標準

100％を継続していく。

331

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：外国語指導助手に要する経費

学校教育

課

外国青年を招致して外国語教育の充

実を図るとともに、小学校の外国語

活動などを通して国際社会に生きる

児童生徒を育てる。

市内小中学校に外国語指導助手が入

ることで、児童生徒が生きた英語に

触れられ、意欲が向上している。週1

回のミーティングを実施し、学校内

での業務のほか、外国語指導助手内

での情報共有を図っている。

55,210 58,837 65,484 1拡大・拡充

児童生徒の意欲は向上しているた

め、継続していく。JETプログラムを

利用した外国語指導助手の採用を継

続してきたが、個人の生活に関する

補助業務が多く、企業を利用した派

遣を令和6年度から1名追加してい

る。今後、JETプログラムと比較し、

事務業務について精査する。

教育委員会の指導訪問時には外国語

活動もしくは外国語の授業展開を実

施し、市内の先生と授業実践につい

て情報共有し、指導力の向上を図

る。

JETプログラムで承知している外国青

年と企業の派遣と比較し、事務業務

について精査する。

332

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：教職員の研修に要する経費

学校教育

課
○

市内小中学校の教職員の資質・能力

向上と専門性の確立を図るため、研

修・研究の支援を行う。

市内小中学校で自主的に行っている

研修等の支援をしている。研修や研

究内容について担当指導主事が関わ

り充実した研究になるようにしてい

る。

398 450 527 2精査・検証

研修は毎年各学校がテーマを決め取

り組んでいる。市内の教員の若年齢

化が進み、経験が浅いため、市主催

の研修に県の講師等を依頼して実施

している。

教員の指導力向上のために、講師を

依頼して研修を実施する。教員の自

主的な研修への依頼を受けて指導主

事を派遣したり、東葛飾教育事務所

指導主事の派遣調整を行う。
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333

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：教育指導に要する経費

学校教育

課
○

鎌ケ谷市学力調査、学校図書館司書

の全校配置、小学校の理科支援員の

配置、日本語指導講師の派遣、デジ

タル教科書の継続使用、いじめ対

策、自主公開助成金や研究指定助成

金等を行う。

デジタル教科書の有効活用や、学力

テストについてのデジタル実施を検

討していく必要がある。市の指定や

県の指定での研究について、市の指

導主事を派遣して充実した内容にす

る必要がある。

68,236 67,065 87,589 2精査・検証

継続して学力調査を実施することで

経年結果があり分析できているが、

テストのデジタル化が進んできてお

り、切り替え時期の検討をした。切

り替えることで、経年の結果が見ら

れなくなる。令和7年度から県の指定

が多くなっている。

市の研究指定で初富小学校が全教科

で2年目となり、鎌ケ谷中学校が道徳

3年目となる。授業公開へ向けて研究

を行う。担当指導主事が研究内容に

ついて確認していく。

334

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：小中学校体育文化活動に要す

る経費

学校教育

課

豊かな人間性を育むために、体育文

化活動で全国・関東大会等に出場し

た児童生徒の参加費等の助成を行

う。

各種負担金が増額となっている。市

主催の行事においてバスを確保して

おく必要があり、バス代も値上がり

している。児童生徒の体育文化活動

の向上を図るため、児童生徒の大会

等の出場経費の軽減を図る必要があ

る。

4,373 4,460 4,637 2精査・検証

体育文化活動で全国・関東大会等に

出場した児童生徒の参加費の助成を

行った。今後も引き続き行う。

体育文化活動の向上を図るために、

引き続き大会等の出場の経費削減を

図り、制度の周知も行う。市主催の

行事のバスの確保も行う。

335

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：学校運営に要する経費

学校教育

課

入学通知書、入学予定通知書、学齢

簿及び学区別人口統計等を作成す

る。また、学校施設環境の整備を行

うため、学校用務員業務委託を行

う。

市職員の用務員が配置されている学

校と業務内容に差が生じないよう、

学校及び業者との調整が必要とな

る。

25,819 35,496 30,979 2精査・検証

学校用務員業務の民間委託は、人件

費の削減を図るため、継続的に行う

事業であり、今後も推進する必要が

ある。学校用務員の退職者が出た学

校について、新たな人員配置に代わ

り、民間委託により人員補充を行

う。

学校用務員について、学校及び委託

業者と連携をとり、円滑な学校運営

を図る。

336

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：情報教育に要する経費

学校教育

課

小中学校14校の児童生徒のタブレッ

ト端末の賃料やICT支援員報償費等の

負担をするもの。

各学校工夫して校務用端末を使用し

ている。各学校での活用方法につい

て情報共有していく。令和8年度の校

務用端末の入れ替えを予定してい

る。

98,903 98,119 148,966 2精査・検証

各学校でのカラー印刷が増加した。

印刷枚数を抑えつつ、有効活用して

いく必要がある。

小中学校14校の児童生徒のタブレッ

ト端末の賃料やICT支援員報償費等の

負担をするもの。
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337

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：少人数教育推進に要する経費

学校教育

課

市内小中学校に1名ずつ少人数教育指

導教員（きらり先生）を配置し、き

め細やかな学習指導を行う。

各学校での活用についてサポートし

やすい算数・数学で少人数体制で授

業に入っていることが多い。各学校

からの事例を集めて情報共有を継続

して実施していく。

33,707 35,523 41,420 2精査・検証

市内小中学校の指導において、効果

的な指導がなされている。事例研修

などを定期的に行い、指導教員の指

導力向上を図っていく必要がある。

連絡協議会において事例紹介を行

い、効果的な指導方法について周知

し、参加者で情報共有する。

338

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：学校地域支援に要する経費

学校教育

課

中学校の部活動外部指導を５校で実

施、また部活動移行に向けて外部指

導者を会計年度任用職員として採用

する。小中学校からの希望により社

会人講を師派遣する。市内小中学校

に地域住民によるボランティアを募

り、学校教育活動を支援していく。

地域学校協働本部事業14校実施。

昨年度より第五中学校で文化部の指

導員を採用した。部活動外部指導者

は各学校とも充実している。社会人

講師派遣は小学校からの希望で活用

している。ボランティア公募は各学

校にて行い、実情に応じた活動がで

き、成果を上げている。

6,633 5,031 6,135 1拡大・拡充

部活動の地域移行に向けて中学校の

校長先生方に説明し、各校の先生方

への説明動画の作成、先生・生徒へ

のアンケートを実施した。コミュニ

ティ・スクールの設置に向けて、地

域学校協働本部事業の全小中学校展

開を目標に協議会を実施した。社会

人派遣を継続する。

地域協働活動についてコーディネー

ターの県主催の研修への参加を促す

とともに、校長先生方への研修を実

施する。全14校でコミュニティ・ス

クールの運営を行い、問題点の洗い

出し等を行っていく。

339

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：特別支援教育推進に要する経

費

学校教育

課

市内小中学校に1名ずつ、鎌ケ谷小学

校と中部小学校と道野辺小学校は２

名ずつ、特別支援教育推進指導教員

（ほほえみ先生）を配置し、また学

校教育課指導室内に心理発達相談員

を置き、きめ細かな教育支援を行

う。

特別支援学級には属さない通常級に

おける児童生徒についての対応をし

ており、個々の児童生徒に合った対

応が重要となっている。必要として

いる児童生徒数が増加しているた

め、現状のほほえみ先生の人数で対

応が可能か、もしくは増員するのか

検討していく必要がある。

43,843 45,217 50,626 2精査・検証

特別な支援を要する児童生徒が増加

しており、保護者からの教育的ニー

ズの高まりが継続している。

児童生徒への効果的な指導について

情報共有できる機会を設け、個々の

児童生徒に応じた対応ができるよう

にしていく。

340

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：小中学校ＩＣＴ環境整備事業

学校教育

課
○ ○

GIGAスクール構想に対応した高速大

容量通信ネットワークの環境維持お

よび、児童生徒1人1台の学習用コン

ピュータの維持管理および校務用端

末の整備を行う。

令和7年度で回線増強を実施。実施後

に校務用端末整備に伴う環境の確認

をする必要がある。

119,364 165,603 184,002 1拡大・拡充

校内での活用については、ＩＣＴ活

用推進委員会において各学校の実践

事例を持ち寄り、情報共有する。

千葉県の共同調達に参加し、端末の

入れ替え及び整備がある。契約事務

等遺漏がないように手続きを進めて

いく。
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341

会計名：一般

款項目：10-1-3

事業名：中学校部活動地域移行事業

学校教育

課
○ ○

中学校の部活動外部指導を5校で実

施、また部活動移行に向けて外部指

導者を会計年度任用職員として採用

する。小中学校からの希望により社

会人講師を派遣する。

部活動外部指導者は各学校とも充実

している。社会人講師派遣は小学校

からの希望で活用している。

116 2,744 7,026 1拡大・拡充

部活動の地域移行に向けて中学校の

校長先生方に説明し、各校の先生方

への説明動画の作成、先生・生徒へ

のリーフレットを作成した。

部活動地域移行運営協議会にて問題

点の洗い出し等を行っていく。先

生・生徒・保護者へリーフレットの

配布とともにアンケートを再度実施

する。

342

会計名：一般

款項目：10-1-4

事業名：心身障がい児の教育に要する

経費

学校教育

課

特別支援学級に在籍する児童生徒の

安全確保のため、特別支援学級等介

助員を配置する。保護者の経済的負

担軽減のために必要な援助を行う。

対象となる児童生徒の増加が継続し

ており、介助員の確保と各学校及び

保護者との調整が課題である。ま

た、就学前の学校見学や体験の件数

が増加しており、担当指導主事の負

担及び心理発達相談員が行う検査や

相談の負担が増加している。

136,133 162,361 210,689 1拡大・拡充

市内小中学校の特別支援学級の児童

生徒の増加に伴い、特別支援学級数

も増加している。介助員の人員確保

が必要なため。また、医療行為を必

要とする児童のための看護師の配置

が必要となっているため。

市内小学校に必要な介助員および看

護師の人員確保を行い、適正に配置

する。

343

会計名：一般

款項目：10-2-2

事業名：要保護・準要保護に要する経

費

学校教育

課

経済的に就学困難な児童の保護者に

対して就学援助を行う。

前年と引き続き、認定者が見込みよ

りも増加しなかったことから、保護

者への制度の周知方法について調査

研究していく必要がある。

51,091 44,690 63,360 2精査・検証

義務教育の機会均等を図るため、継

続的に行う事務であり、保護者への

周知徹底を引き続き行う必要があ

る。

今年度よりシステム標準化が導入さ

れ、迅速な認定及び通知が可能にな

ることが見込まれる。関連部署との

連携を取りながら、制度の周知を徹

底に努めたい。

344

会計名：一般

款項目：10-5-1

事業名：学校保健事務に要する経費

学校教育

課
○

児童生徒の心身の発達と健康を保持

するため、環境衛生検査、健康診

断、感染症予防等を行う。

学校において、児童生徒の健康の保

持増進を図るため、医師会、歯科医

師会、薬剤師会や民間事業者と連携

していく必要がある。

34,164 35,091 38,996 2精査・検証

円滑な検診の実施にむけ、課題の解

決に向けた検討を継続して行う必要

がある。

児童生徒等の定期健康診断につい

て、現行の精度を保ち、かつ児童生

徒のプライバシーや心情に配慮して

実施する。
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345

会計名：一般

款項目：10-5-1

事業名：学校安全事務に要する経費

学校教育

課
○

学校管理下における児童生徒等のケ

ガ等に対する日本スポーツ振興セン

ターの災害共済や、全国市長会との

契約による補償等に要する経費を負

担する。また、小学校新1年生に交通

安全用として黄色い帽子を配布す

る。

災害共済は、他の制度との併用が多

く見られることから、学校管理下の

災害については災害共済給付制度を

優先することを保護者に対し周知徹

底していくことが必要です。

10,710 10,218 10,785 2精査・検証

児童生徒が安全な学校生活を送る上

で継続的に行う事務であり、保護者

への周知徹底を引き続き行う必要が

ある。

各学校の養護教諭と連携し、事務手

続きを正確に行う。

346

会計名：一般

款項目：10-5-1

事業名：通学路安全対策事業

学校教育

課
○ ○

第4次通学路安全対策推進行動計画の

進行管理、児童生徒の安全指導等の

対策を行う。

事故に遭わないよう、自転車講習会

などの安全指導は、なるべく早い時

期に行う必要がある。

3,614 5,974 6,500 2精査・検証

児童生徒の登下校時の安全を確保す

るため、通学路の点検等を実施し、

対応が必要な場合には関係各課と調

整し、グリーンベルトの設置や樹木

の選定等の安全対策を実施する必要

がある。

通学路合同点検を実施するととも

に、子ども自転車安全運転講習会な

どの安全指導を継続して実施するほ

か、新たな子ども見守りカメラを設

置する。

また、第5次通学路安全対策プログラ

ムを策定し、令和9年度以降の通学路

の整備について関係各課との連携を

図る。

347

会計名：一般

款項目：10-5-1

事業名：児童生徒安全パトロール事業

学校教育

課
○ ○

市内の指定通学路や公園などにおい

て、不審者等に対する警戒パトロー

ル及び下校時の見守りを行う。

下校時間帯の不審者情報が多いこと

から、学校、地域、青少年セン

ター、警察と連携し、迅速に対応し

ていくこと必要がある。

15,612 16,225 14,463 2精査・検証

通学路の安全確保は継続的に行う事

業であることから、各関係機関と連

携し、臨機応変に対応する必要があ

る。

学校、地域、青少年センター、警察

と引き続き情報共有し、通学路を中

心にパトロールを実施していく。

348

会計名：一般

款項目：10-5-3

事業名：学校給食運営に要する経費

学校教育

課
○

安全で魅力ある学校給食を提供し、

子どもたちの健康の保持・増進を図

るとともに食への関心を高める。

栄養バランスのとれた給食の提供及

び食物アレルギーをもつ児童生徒へ

の安全な給食の提供。給食を通して

食への関心を高めるため取組みなど

が必要となっている。

942,263 991,377 1,062,476 2精査・検証

食物アレルギー対応の除去食につい

て、小中学校において安定した提供

体制を整えるため。

地産地消食材の積極的活用および学

校との食育連携、食物アレルギー除

去食の安全な提供を実施する。
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349

会計名：一般

款項目：10-4-1

事業名：生涯学習の推進に要する経費

生涯学習

推進課

市民の生涯学習に資するための施策

の総合的な推進に関する重要事項を

調査審議する。

また、学校を地域の生涯学習の拠点

として、市民の楽手や交流の場とな

るよう地域に開放し、生涯学習・生

涯スポーツ活動を推進する。

学校施設開放事業は、施設開放業務

だけに留まらず、当該事業を通し、

人と人とのつながり、地域とのつな

がり、子どもたちの見守りにつなが

る地域社会の形成につながる業務で

ある。その中で、開放施設が限られ

るなか、より多くの市民が利用でき

るよう公平で有効な施設の活用が必

要であり、利用団体のルール遵守の

徹底が必要である。

4,028 4,251 4,452 2精査・検証

鎌ケ谷市生涯学習推進基本計画を踏

まえ、学校施設開放事業等について

は多くの市民の生涯学習活動の場で

あることから、引き続き推進してい

く必要があるため。

平日の個人開放日の拡大について要

望に対応できるよう、学校と調整を

図り検討する。

350

会計名：一般

款項目：10-4-1

事業名：青少年の社会参加・体験活動

の機会づくりに要する経費

生涯学習

推進課
○

青少年の異年齢交流、自然体験・社

会体験の機会提供及び地域ボラン

ティア、関係団体の活動支援を行

う。

スマホの普及や、家庭状況の変化等

で青少年の異年齢交流、自然及び社

会体験等の社会形成に必要な機会が

減少し、その機会を事業として求め

るニーズは高まっている。

一方、地域の青少年関係団体（子ど

も会、ボーイ・ガールスカウト）の

団体数や会員数が新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大以前と比べて少

ない状況が続いており、これらの青

少年関係団体への側面的支援に努め

る必要がある。

11,894 10,203 14,380 2精査・検証

事業を継続するが、青少年関係団体

の会員数及びイベント回数を新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大以前

と同等まで回復させるために期間を

要するため。

新型コロナウイルス感染症の感染拡

大以前と同等の事業や、新たな事業

が実施できるよう、会員募集や広報

などを活用し、事業を実施する。

351

会計名：一般

款項目：10-4-1

事業名：家庭・地域の教育力の向上に

要する経費

生涯学習

推進課
○

家庭教育に関する活動の啓発や、保

護者及び地域ニーズに対応した学び

の機会や情報の提供を行う。

家庭と地域との結びつきが希薄化し

ており、より一層の支援が必要であ

る。

191 172 251 2精査・検証
家庭教育支援のため、継続的に事業

を進める必要があるため。

保護者等のニーズに応じた子育て支

援講演会のテーマを検討し、実施す

る。

352

会計名：一般

款項目：10-4-2

事業名：生涯学習推進センターの管理

運営に要する経費

生涯学習

推進課

第四期ちば施設予約システム導入に

向けた準備をはじめ、学習機会の充

実、学習情報の収集・提供、施設の

適切な維持管理を行う。

経済状況や財政状況などの変化によ

り、使用料の見直しを行ったため、

より一層市民が満足するようなサー

ビスを提供する必要がある。

34,632 35,683 37,662 2精査・検証

継続的に学習機会の充実や施設予約

システムの提供を行っていく必要が

あるため。

令和9年度から第四期ちば施設予約シ

ステムサービスが利用開始となるた

め、システムの初期設定や操作研修

など、サービス利用開始に向けた準

備を行う。
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353

会計名：一般

款項目：10-4-2

事業名：生涯学習推進センター改修事

業

生涯学習

推進課
○ ○

生涯学習推進センターの利便性の向

上及び長寿命化を目的とし、安心・

安全な学習環境を整えるため改修工

事等を行う。

2027年末までに蛍光灯の製造中止が

予定されている中、照明器具のLED

化をはじめ、施設修繕箇所の増加が

予想される。

0 7,171 0 2精査・検証

施設の老朽化に伴う計画的な改修は

不可欠であり、市民の生涯学習の場

を安定的に提供するため。

LED照明改修工事について、予算を

後期基本計画第2次実施計画に要求し

ていく。

354

会計名：一般

款項目：10-4-3

事業名：学習センターの管理運営に要

する経費

生涯学習

推進課
○

地域の学習拠点としての有効性を高

め、学習機会の充実、学習情報の収

集・提供、適切な施設の維持管理を

行う。

市民の求める学習情報や学習方法は

多様化している。こうしたニーズに

応える講座の提供が求められる。

108,237 112,214 122,510 2精査・検証

地域の生涯学習拠点として、市民の

多様な学習ニーズに対応し、サービ

ス向上や学習機会の充実を図る必要

があるため。

学習成果の地域還元や、市民相互の

交流機会の創出を図る。

355

会計名：一般

款項目：10-4-3

事業名：学習センター等改修事業

生涯学習

推進課
○ ○

学習センターの利便性の向上及び長

寿命化を目的とし、安心・安全な学

習環境を整えるため改修工事等を行

う。

2027年末までに蛍光灯の製造中止が

予定されている中、照明器具のLED

化をはじめ、施設修繕箇所の増加が

予想される。

76,677 121,138 0 2精査・検証

施設の老朽化に伴う計画的な改修は

不可欠であり、市民の生涯学習の場

を安定的に提供するため。

LED照明改修工事について、予算を

後期基本計画第2次実施計画に要求し

ていく。

356

会計名：一般

款項目：10-4-5

事業名：非行防止対策の推進に要する

経費

青少年セ

ンター
○

子どもたちの非行防止を図り、また

安全確保を図ることを目的に補導活

動等を実施し、青少年の非行防止及

び健全育成を図る。

非行の低年齢化が進むとともに、犯

罪の被害者になってしまうケースの

増加が想定される。

12,982 13,703 12,398 2精査・検証

学校・地域・関係機関との連携を図

りながら子どもたちを見守り、子ど

もたちが心身ともに安全な生活が送

れるように周辺環境の整備を継続し

ていく必要がある。

引き続き子どもたちの安全安心のた

め、関係機関との連携を深め各種パ

トロールの強化を図るとともに、

ネットパトロールを活用し問題行動

等の未然防止を図り、インターネッ

トによるいじめや犯罪被害から子ど

もたちを守る。
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357

会計名：一般

款項目：10-4-4

事業名：図書館の管理運営に要する経

費

図書館

図書館システムを活用した図書資料

の貸出サービス、レファレンスサー

ビス等を行うとともに、各世代に向

けたサービスを提供する。

生涯学習の意欲の高まりに伴い、従

来の図書館サービスの提供に加え、

多様な情報の提供が求められてい

る。

114,523 112,333 118,847 1拡大・拡充

生涯学習の支援機能として時代の要

請に応じ資料の整備、充実及びレ

ファレンス等が求められており、多

様なな利用者ニーズを把握して応え

ていく必要がある。また、令和９年

度は図書館40周年記念事業を実施す

る。

令和7年度の改修工事のため休止した

事業の再開するとともに、令和9年度

開館40周年記念事業案を検討する。

また、「鎌ケ谷市子どもの読書活動

推進計画」について、令和14年度ま

での基本的な方針等について検討す

る。

358

会計名：一般

款項目：10-4-4

事業名：図書館蔵書・資料整備事業

図書館 ○ ○

社会の要請や地域の実情を踏まえな

がら、利用者の多岐にわたる要求に

的確に応えられるように、必要とす

る図書や情報を積極的に提供する。

人口1人あたりの冊数が県平均より少

ない状況にあり、利用者からも多岐

にわたる分野において、図書、視聴

覚資料の充実が求められている。

15,500 10,000 10,000 1拡大・拡充

利用者の多様化するニーズを把握

し、多岐にわたる分野において図

書、視聴覚資料の充実を図っていく

必要がある。

従来からの蔵書の計画的な整備に加

え、電子書籍等の導入、電子化を推

進するための方針を検討する。

359

会計名：一般

款項目：10-4-4

事業名：図書館改修事業

図書館 ○ ○

市民の生涯学習のニーズに応えるた

め、蔵書を保管する書庫を整備する

もの。

既存の書庫が飽和状態となっている

ことから、書庫の整備が必要であ

る。人口1人あたりの冊数が県平均よ

り少ない状況にあり、市民から蔵書

の充実に係る要望が多くある。

18,433 413,823 0 2精査・検証

令和7年度で、図書館外壁等の改修等

は終了したが、既存の書庫が飽和状

態となっていることから、書庫の整

備を設置場所等を含め、精査検証す

る不要がある。

図書館書庫の整備について、中央地

区公共施設の再編も視野に入れた検

討を行う。

360

会計名：一般

款項目：10-4-1

事業名：文化財保護に要する経費

文化・ス

ポーツ課
○

文化財の指定・指定文化財の管理・

埋蔵文化財発掘調査に関わる業務を

行う。

首都圏近郊に位置する本市の地理的

環境により、各種開発の波が市内に

も及び、埋蔵文化財（遺跡）や各種

文化財の保存策を講じる必要があ

る。

6,191 6,014 8,383 2精査・検証

埋蔵文化財保護事業は行政の責務で

あり、各種開発が本市でも行われて

いることから、継続して実施する必

要がある。

文化財保存活用地域計画に基づき、

市指定文化財・登録有形文化財、そ

の他市内の保存すべき文化財につい

て、所有者と連携しながら適切な管

理・活用を行う。埋蔵文化財に関し

ては、調査が必要な案件は、迅速か

つ遺漏の無いように対応していく。

引き続き、市内の文化財について、

指定・登録を進める。
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361

会計名：一般

款項目：10-4-1

事業名：文化振興に要する経費

文化・ス

ポーツ課
○

市民が芸術文化に親しみ、参加でき

る機会と場を提供する。

市主催、共催の芸術文化行事の参加

者（出演者、出品者、来場者等）の

高齢化が進み、高齢を理由に活動か

ら離れてしまうという現状がある。

また、文化芸術活動の新たな担い手

の育成が課題となっている。

2,883 3,076 3,250 2精査・検証

文化芸術活動への参加機会及び鑑賞

機会を提供することは、地域に根ざ

した芸術文化活動の活性化や、新た

な市民文化の創造を図るために必要

である。

市主催、共催の芸術文化事業を実施

し、市民に芸術文化活動への参加機

会や芸術文化にふれる機会を提供す

る。

362

会計名：一般

款項目：10-4-1

事業名：民間開発による埋蔵文化財調

査に要する経費

文化・ス

ポーツ課

本調査が必要と判断した事業地の取

扱いについて、事業者と協議を行

い、事業者の負担により本調査を実

施する。

民間開発で、本調査を実施する場

合、事業者との調査委託契約や委託

金納入、スケジュール調整などの協

議に時間を要するため、迅速な対応

が必要である。

4,313 2,128 5,312 2精査・検証

民間開発に伴う事業者の費用負担に

よる遺跡の記録保存に対応する業務

のため、実施に備える必要がある。

外因的な要素に起因するが、案件が

発生した際には迅速に対応する。

363

会計名：一般

款項目：10-4-1

事業名：国史跡下総小金中野牧跡保存

整備事業

文化・ス

ポーツ課
○ ○

国史跡下総小金中野牧跡の維持管

理、周知普及及び保存管理を実施す

る。

史跡を保護するために国史跡として

指定した上で用地取得を進め、指定

後は周知普及に努めた結果、市の地

域資源として市民に浸透してきたこ

とにより、事業実施時などに整備を

望む声が寄せられている。

100,998 4,334 4,908 2精査・検証

史跡地を保存活用するため、周知普

及事業の実施や、清掃管理を行い、

史跡に対する市民意識の醸成を図っ

ていく必要がある。

引き続き国史跡を定期的に巡視し、

適正な管理を行う。周知普及事業を

実施し、史跡の周知に努める。

364

会計名：一般

款項目：10-4-1

事業名：歴史的建造物保存活用事業

文化・ス

ポーツ課
○ ○

国登録有形文化財澁谷家住宅を保存

及び活用するために修繕工事などを

実施する。

国登録有形文化財に登録されたこと

により、市民からの問い合わせも増

え、地元の文化財に対する関心は高

まっている。

また、地元自治会では自治会館内に

澁谷総司資料室を作っており、澁谷

家住宅と一帯の活用が必要である。

2,716 25,168 85,227 1拡大・拡充

市内最古級の建造物であり幕末草莽

の志士澁谷総司の生家でもあるた

め、市の歴史を知る上でも貴重な文

化財であることから、整備工事を進

めていく必要がある。

令和6年度に作成した整備基本設計、

令和7年度に作成した実施設計に基づ

き整備工事を実施する。
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365

会計名：一般

款項目：10-4-1

事業名：埋蔵文化財活用整理事業

文化・ス

ポーツ課
○ ○

平成29年度に本調査を実施した中沢

貝塚24次調査、令和2年度に本調査を

実施した中沢貝塚29次調査の出土資

料を整理、分析し、発掘調査報告書

を刊行する。

市内でも大規模な遺跡である中沢貝

塚は本調査後に未整理の状態である

ため、整理・分析を進めて資料を活

用していく必要がある。

4,122 5,091 2,011 3縮小・統合

令和7年度に中沢貝塚24次調査の整理

作業が完了し、令和8年度以降は中沢

貝塚29次調査の出土遺物の整理作業

を実施するため。

令和9年度の発掘調査報告書刊行に向

け、中沢貝塚29次調査の出土遺物の

整理作業を実施する。

366

会計名：一般

款項目：10-4-3

事業名：きらり鎌ケ谷市民会館の管理

運営に要する経費

文化・ス

ポーツ課
○

きらりホールの管理運営及びきらり

鎌ケ谷市民会館の維持管理を行う。

きらりホールは、有料事業も行える

本格的なホールであることから、発

表の場としての市民のニーズは高

い。また、指定管理者による民間業

者のノウハウを活用したサービスの

提供が行われている。

一方で、きらりホールの来場者は高

齢者が多く、若い世代の利用者が少

ない傾向にある。また、リピーター

が多く、利用者が固定化されてい

る。

202,854 210,976 211,548 1拡大・拡充

施設の管理運営状況及びサービス向

上について、引き続き指定管理者の

事業を検証していく必要があるた

め。

施設の管理運営状況及びサービス向

上の視点から、引き続きモニタリン

グを実施し、きらりホール及び市民

会館の適正な維持管理に努める。

367

会計名：一般

款項目：10-5-2

事業名：体育施設の管理運営に要する

経費

文化・ス

ポーツ課
○

スポーツ施設の適正な維持管理を行

う。

市民が快適にスポーツできる環境を

確保するため、今後も施設の維持管

理を徹底する必要がある。

87,067 88,282 103,943 1拡大・拡充
四本椚多目的グラウンドの代替用地

の整備が必要となるため。

モニタリングを引き続き実施し、各

施設の管理運営状況を把握し、快適

なスポーツ施設の維持管理に努め

る。令和8年度末までに四本椚多目的

グラウンド用地を県に返却すること

から、多目的グラウンドが減少する

ため代替地の検討が必要になる。

368

会計名：一般

款項目：10-5-2

事業名：スポーツ振興に要する経費

文化・ス

ポーツ課
○

スポーツ活動の推進を図り、生涯に

わたり心身ともに健全ないきがいの

ある暮らしができるようにする。

事業の目的を達成するため、スポー

ツ関係団体（スポーツ協会、スポー

ツ推進委員、スポーツ少年団）事業

及び北海道日本ハムファイターズを

はじめとするプロスポーツチーム等

との連携事業を推進していく必要が

ある。

22,692 22,834 27,562 2精査・検証

スポーツ活動の推進を図るため、引

き続き、年齢層に応じたスポーツ活

動や気軽に参加できるスポーツ活動

の場の提供が必要であるため。

市民体育館の再開に伴い、スポーツ

関係団体と連携し、各種市民大会や

マラソン大会等のスポーツ事業の円

滑な実施及び参加促進を図る。ま

た、プロスポーツチームとの連携事

業について、スポーツ教室や観戦機

会の提供を通じ、市民がスポーツに

親しむ機会の充実に取り組む。
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369

会計名：一般

款項目：10-5-2

事業名：スポーツ施設維持補修事業

文化・ス

ポーツ課
○ ○

スポーツ施設の適正な維持管理のた

め、施設の修繕、工事等を行う。

スポーツ施設の老朽化により、計画

的な改修を行う必要がある。
143,170 804,447 0 1拡大・拡充

複数のスポーツ施設が老朽化してお

り、計画的に修繕等を行っていく必

要があるため。

スポーツ施設改修等計画に基づき、

各施設の改修工事を行っていく。

370

会計名：一般

款項目：10-4-6

事業名：郷土資料館の管理運営に要す

る経費

郷土資料

館
○

郷土の歴史、民俗等に係る資料を収

集・調査・研究・整理するとともに

資料や調査成果をもとにした展示の

企画及び教育・普及の機会として各

種の講座、教室等を開催する。また

各種歴史資料の活用に対応し、地域

の歴史・文化を市民に周知し、その

理解を深める。

収集資料の増加及び保管場所が老朽

化しているため、新たな保管場所の

確保とともに、館建物自体も長寿命

化や状況に応じた修繕が必要であ

る。歴史に対する興味は一定数の市

民ニーズがある。資料活用に対する

要望が増えている（学校等の周年史

作成や記念行事活用）。

12,076 14,453 12,425 2精査・検証

資料の収集・整理を進め、新たに発

見、認識された資料を展示や講座、

ホームページなどで活用し、市の歴

史に興味を持ってもらうことによ

り、より多くの市民の方にふるさと

意識の醸成を図ることが必要なた

め。

資料の収集、整理を継続し、それら

の成果を展示、講座で活用するとと

もにレファレンス等にも反映する。

館の活動を継続していくため、施設

状況を把握し施設維持に必要な修繕

対応をする。新たな保管場所の確保

に向けての計画を立てる。

371

会計名：一般

款項目：2-4-1

事業名：選挙管理委員会事務局の運営

に要する経費

選挙管理

委員会事

務局

選挙を適正に執行するため、選挙人

名簿について法及び関連規定に基づ

く登録事務及び抹消事務を行い、適

正に管理する。

選挙人名簿の管理方法が簿冊管理で

ある。
9,834 4,474 4,417 2精査・検証

公職選挙法の規定に基づく事務であ

ることから、事務の正確性と効率性

を維持していく必要があるため。

標準化システムへ移行した選挙人名

簿について、円滑に供用化が図られ

るよう、関係部署及び電算委託業者

と綿密に調整を行う。

372

会計名：一般

款項目：2-4-2

事業名：選挙啓発に要する経費

選挙管理

委員会事

務局

政治参加の重要な手段の一つである

選挙について、有権者が関心を持

ち、重要性を認識してもらうための

事業を行う。

各種選挙において、若年層の投票率

が低い。
381 200 405 2精査・検証

児童生徒及びすべての有権者に対

し、選挙への関心がより高まるよう

な啓発事業が求められるため。

他市における先進事例等について調

査・研究を行い、本市において実施

可能な啓発事業を行う。
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373

会計名：一般

款項目：2-4-3

事業名：参議院議員選挙に要する経費

選挙管理

委員会事

務局

期日前投票及び不在者投票の実施、

並びに選挙期日において投票事務及

び開票事務を行う。

事務の正確性を確保した上で、投開

票事務の効率化に努める。
0 46,406 0

4終了・廃

止・休止

任期満了に伴う次回の参議院議員選

挙は、令和10年7月実施を見込んでい

るため。

選挙執行に当たり課題となった事例

等の洗い出しを行う。

374

会計名：一般

款項目：2-4-4

事業名：市長選挙に要する経費

選挙管理

委員会事

務局

立候補予定者説明会の実施、期日前

投票及び不在者投票の実施、並びに

選挙期日において投票事務及び開票

事務を行い、当選者の決定後、当選

証書付与式を行う。

事務の正確性を確保した上で、投開

票事務の効率化に努める。
0 33,618 0

4終了・廃

止・休止

任期満了に伴う次回の市長選挙は、

令和11年7月実施を見込んでいるた

め。

選挙執行に当たり課題となった事例

等の洗い出しを行う。

375

会計名：一般

款項目：2-4-5

事業名：衆議院議員選挙に要する経費

選挙管理

委員会事

務局

期日前投票及び不在者投票の実施、

並びに選挙期日において投票事務及

び開票事務を行う。

事務の正確性を確保した上で、投開

票事務の効率化に努める。
40,501 44,559 0

4終了・廃

止・休止

任期満了に伴う次回の衆議院議員選

挙は、令和12年2月実施を見込んでい

るため。

選挙執行に当たり課題となった事例

等の洗い出しを行う。

376

会計名：一般

款項目：2-6-1

事業名：監査委員事務局の運営に要す

る経費

監査委員

事務局

定例監査、例月現金出納検査及び決

算審査・財政健全化審査を行う。

事務の合理化、適正化及び効率化と

いった視点に立った監査を執行する

こと。

1,457 1,453 1,514 2精査・検証 地方自治法で定められているため。

監査対象事務を点検し、効率的・合

理的な行政運営を図れるよう監査を

実施していく。
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377

会計名：一般

款項目：6-1-1

事業名：農業委員会事務局の運営に要

する経費

農業委員

会事務局
○

農地法、農業経営基盤強化促進法、

農業委員会等に関する法律に基づく

農業委員会業務を円滑に運営する。

農業委員及び農地利用最適会員が共

通認識を持ち、連携して取り組む必

要がある。

10,656 10,675 11,880 2精査・検証

より効果的な農業委員会業務の運営

の実現に向け、引き続き改善等の検

討を行うため。

農地の集約・集積を加速するため

に、農地利用最適化推進委員と農業

委員の共同での取り組みを推進す

る。

378

会計名：一般

款項目：1-1-1

事業名：議会事務局の運営に要する経

費

議会事務

局

市議会の適正かつ円滑な運営のた

め、本会議や委員会の開催、委員会

の所管事項に係る調査、会議録の作

成、議会だよりの発行などを行う。

地方分権がより一層進む状況のなか

で、引き続き議会活動等の透明性の

確保やその内容を広く周知すること

及び新たな政策提案が求められてい

る。

効率的かつ効果的な議会運営の一環

として、オンライン会議等のICT化の

推進を図る必要がある。

議会中継システムについて、11月に

システムの入替を行い、あわせて字

幕表示システム等の導入も予定して

いるため、各種設定や議員への仕様

変更の周知を行う必要がある。

32,746 28,317 36,420 1拡大・拡充
令和9年度の改選にあわせて公用タブ

レットを新調する必要があるため。

災害時等にオンライン会議を実施す

ることができるように関係条例等を

改正する。また、字幕表示システム

を導入するとともに電子採決システ

ムの導入に向けた準備に着手する。

379

会計名：一般

款項目：9-1-1

事業名：消防事務に要する経費

消防総務

課

災害活動に必要な装備品及び資機材

の整備、消防被服の貸与

増加傾向かつ複雑多様化する災害に

対応するため、計画的な資機材整備

を継続する必要がある。

133,324 126,475 117,858 2精査・検証

市民の安全で安心な生活を守るた

め、消防活動に必要な資機材、装備

品は必要不可欠である。

災害件数の増加及び訓練による消耗

を勘案し、円滑な業務遂行を維持し

つつ、今後も継続した経費削減を図

る。

380

会計名：一般

款項目：9-1-1

事業名：消防庁舎の管理運営に要する

経費

消防総務

課

消防庁舎各種設備の保守管理業務委

託

消防施設機器の管理及び良好な職場

環境の保持は、消防活動拠点機能維

持に必要であり、継続する必要があ

る。

15,799 18,627 19,524 2精査・検証
消防の任務遂行のため、消防庁舎機

能の保持は必要不可欠である。

継続的に保守点検を実施し、消防活

動拠点としての機能を維持する。
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381

会計名：一般

款項目：9-1-1

事業名：職員研修に要する経費

消防総務

課
○

消防職員としての業務遂行上必要な

各種資格取得をはじめ、専門知識及

び技能を習得させるため、消防学校

等の各種研修所に派遣する。

災害の増加及び複雑多様化に対応す

るため、継続的に知識及び技術の習

得が必要である。

3,648 3,863 3,312 2精査・検証

専門的な知識や技術は、外部機関に

よる取得以外に方法はなく、消防救

急救助体制の確立には必要不可欠で

ある。

消防力維持のため、職員13人を消防

学校等の各種研修所に派遣する。

382

会計名：一般

款項目：9-1-3

事業名：消防車両更新事業

消防総務

課
○ ○

消防活動を維持するために必要な、

消防用自動車及び車両積載品を更新

整備する。

消防力の整備指針を踏まえ、本市の

地域実情に見合った車両及び資機材

を継続的に検討し、鎌ケ谷市消防用

自動車更新計画に基づき更新する必

要がある。

90,967 0 84,498 2精査・検証

市民の安全で安心な生活を守るた

め、消防用自動車等の継続更新は必

要不可欠である。

令和7年度繰越明許分の消防用自動車

1台を更新する。また、鎌ケ谷市消防

用自動車更新計画に基づき消防用自

動車1台を更新する。

383

会計名：一般

款項目：9-1-3

事業名：消防団車両更新事業

消防総務

課
○ ○

消防活動を維持するために必要な、

非常備用消防自動車及び車両積載品

を更新整備する。

消防力の整備指針を踏まえ、本市の

地域実情に見合った車両及び資機材

を継続的に検討し、鎌ケ谷市消防用

自動車更新計画に基づき更新する必

要がある。

0 0 25,217 2精査・検証

市民の安心で安全な生活を守るた

め、非常備用消防車両等の継続更新

は必要不可欠である。

令和7年度繰越明許分の消防用自動車

1台を更新する。また、鎌ケ谷市消防

用自動車更新計画に基づき消防用自

動車1台を更新する。

384

会計名：一般

款項目：9-1-3

事業名：鎌ケ谷消防署改修事業

消防総務

課
○ ○

鎌ケ谷消防署の施設の機能を拡充

し、感染症防止対策の強化を図るた

め、仮眠室及びシャワー室の個室化

に必要な新棟を増築し、救急消毒室

の拡充や資機材備蓄倉庫を整備する

ため、既存庁舎の施設改修を行う。

改修工事に伴い隣地住民への影響及

び災害出場に支障が生じないよう考

慮する必要がある。

102,900 435,617 0
4終了・廃

止・休止

鎌ケ谷消防署の災害拠点としての機

能を拡充し、感染症防止対策の強化

を図るため、仮眠室の個室化などの

改修工事を行い事業が完了した。

ー

98ページ



令和６年度 令和７年度 令和８年度

NO 決算額 決算額 予算額

令和8年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（簡易評価表）

令和８年度に取組む改革・改善内容事業名 担当課室

優先度

高い事

務事業

うち多

額の経

費対象

事務事業の概要 環境分析（課題含む） 総合評価 総合評価の理由

385

会計名：一般

款項目：9-1-3

事業名：千葉県防災行政無線再整備事

業

消防総務

課
○ ○

千葉県が実施する千葉県防災行政無

線（県内の関係機関が災害情報の収

集や伝達を行う無線）の再整備を行

う。

千葉県防災行政無線は県内の関係機

関が災害情報の収集や伝達を行う通

信設備として県が整備したもので、

整備から15年以上が経過し安定した

稼働が難しくなったことなどから、

通信機能の向上のため再整備が必要

となっている。

0 8,569 0
4終了・廃

止・休止
負担金を支出し事業が完了した。 ー

386

会計名：一般

款項目：9-1-3

事業名：消防救急無線再整備事業

消防総務

課
○ ○

千葉県と県内全消防本部にて共同で

管理、運用している消防救急無線設

備（消防救急活動に使用する広域的

な通信や消防本部と消防・救急隊を

結ぶ無線設備）を維持管理計画に基

づき、千葉県が主体となって再整備

を行う。

平成25年度に千葉県域一体で整備さ

れた消防救急無線設備は、令和9年度

末で15年が経過し安定した稼働が難

しくなることなどから、再整備が必

要となっている。

0 17,595 28,431 2精査・検証

市民の安全で安心な生活を守るた

め、消防活動に必要な消防救急無線

設備の再整備は必要不可欠である。

消防救急無線設備の安定した稼働の

ため、維持管理計画に基づき、再整

備事業を実施する。

387

会計名：一般

款項目：9-1-1

事業名：予防業務に要する経費

予防課 ○

火災予防を推進するため、消防訓練

時の防火指導や住宅用火災警報器の

設置普及及び適正な維持管理を啓発

するとともに、建築確認申請時にお

ける消防用設備設置指導や対象物の

立入検査を行う。

住宅用火災警報器の設置率は継続的

に啓発を実施した結果年々上昇して

いるため、引き続き啓発を実施する

とともに、設置後10年を経過した住

宅へ点検や交換等の適正な維持管理

の啓発を実施する必要がある。

3,895 3,974 7,591 2精査・検証

市のホームページやSNSを活用した

火災予防広報や、住宅用火災警報器

の設置普及及び適正な維持管理の啓

発を実施するとともに、建築確認申

請時に適正な消防用設備の設置指導

を実施したが、引き続き内容等を精

査し、実施する必要があるため。

住宅用火災警報器の設置率は年々上

昇しているが、設置後10年を経過し

ている機器が多くなっていることか

ら、市ホームページやＳＮＳを活用

するとともに、消防行事開催時に、

設置済み機器の点検・交換等の適正

な維持管理の啓発を引き続き実施す

る。

388

会計名：一般

款項目：9-1-1

事業名：警防業務に要する経費

警防課 ○

救急車到着までの間、現場に居合わ

せた人が、適切な応急手当を実施で

きるよう、市民及び各種団体を対象

に救命講習を実施する。

救命講習を毎月開催することで、一

般市民へAEDを用いた心肺蘇生法を

周知することが出来た。また、AED

屋外収納ボックスの設置などによ

り、市民の関心が高まっている。

15,515 22,268 19,705 2精査・検証

救命率を向上させるためには、応急

手当の普及啓発を継続的に実施する

必要がある。

令和8年度から救命講習の開催要領を

変更したため、開催状況を検証し改

善を図る。
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うち多
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費対象
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389

会計名：一般

款項目：9-1-1

事業名：大規模災害時応援に要する経

費

警防課

緊急消防援助隊・千葉県消防広域応

援隊として、県内外に応援隊を派遣

する。

人員、資機材、燃料、食料等の維持

管理を含め、派遣体制の充実に努め

る必要がある。

0 0 837 2精査・検証

有事の際に応援隊の派遣に係る資機

材、燃料、食料等派遣体制の充実及

び運用を円滑かつ迅速に行うことが

必要である。

出動時の資機材等の確認及び速やか

な準備体制の構築を行う。

390

会計名：一般

款項目：9-1-1

事業名：消火栓改修事業

警防課 ○ ○

令和3年度から令和8年度までの鎌ケ

谷市総合基本計画に基づき、計6基の

消火栓を1基ずつ改修する。

経年劣化により破損の危険がある消

火栓について、早急に改修を行う必

要がある。

3,046 2,633 4,000 2精査・検証

消防活動に欠かせない消防水利につ

いて、災害時の活動に支障がないよ

う今後も継続管理を行う必要があ

る。

優先度の高い消火栓1基の改修を行

う。

391

会計名：一般

款項目：9-1-2

事業名：消防団運営に要する経費

警防課

各種災害に出動して、地域防災の中

心的な役割を果たす消防団を維持す

るため、計画的な運営を図るととも

に、活動しやすい環境を整備する。

環境整備及び広報活動の拡充等を行

い、団員の減少に歯止めをかけ、人

員を確保する。

27,262 26,416 30,737 2精査・検証

防災に関する市民ニーズは上昇傾向

にあり、今後、更に高まると予測で

きるため、継続する必要がある。

消防団施設・車両・資機材の整備、

維持管理及び消防団のイメージアッ

プを図り人員確保に努める。

392

会計名：一般

款項目：9-1-2

事業名：消防団装備品整備事業

警防課 ○ ○

消防団員の効果的な活動を行うため

に、消防団装備品の充実強化を図

る。

消防体制を充実させるため、災害活

動に従事する消防団の装備品を計画

的に整備する必要がある。

1,848 1,918 2,575 2精査・検証

消防団員が安全かつ効果的な活動を

行うため、体力低下の抑制及び疲労

軽減など災害活動に適した機能性の

ある消防団装備品の整備を継続して

行う必要がある。

チェーンソー、投光器、消防用ホー

ス及びウェダーの整備を計画的に行

う。
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